















































犬とハサミは使いよう9
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　書しよ林りん社しや副編集長、柊ひいらぎ菜な沙ずなによって突き付けられた、姫ひめ萩はぎ紅葉もみじの世界の喪失。

　正しい世界の姿を知らず、自らの内にあるものだけで幻想的な世界を創り上げていた異い形ぎようの天才作家、姫萩紅葉。彼女の独創的な作品世界は、生まれ育った孤島から外の世界へと出たことで、喪うしなわれてしまった。

　しかし、その喪失は、決して悲しむことではなかった。

　喪失を乗り越えたその先には、確かな成長があったのだから。

　姫萩紅葉は、誰に言われるまでもなく自らの意思で、内に籠こもり続けていた自分を変えていくことを決断した。

　外の世界を知り、自分の中に新たな姫萩紅葉の世界を創り上げることで、これからも書き続けるという未来を選んだのである。

　彼女は、かつて自ら閉じていた部屋の残ざん骸がいの上で、その想おもいを叫んでみせた。

　姫萩紅葉という作家の、新たな誕生を。




　その後、紅葉は雑誌上で新作の短編小説を発表し、自らの決断の結果を証明してみせた。それは、幻想的な世界の喪失に対し、罪悪感すら覚えていた春はる海み和かず人ひとにとって、とても喜ばしいことで。

　姫萩紅葉の読者として。

　また一匹の友人として。

　その変化を、無む邪じや気きに喜んだのである。

　その裏で進行していた事態に気付くことなく。

　そして気付いた時には、既に一つの致命的な事象が、終わっていた。




　──和人さん。兄さんが、目を、覚ましません。




　あの日、夏なつ野の家を訪れた紅葉によって告げられた言葉。

　そう告げた紅葉の手の中にいたのは、その場の誰もが良く知る黒い姿。しかしそこにあったのは、良く見慣れた、辺りを飛び回る姿ではなく、まるで眠っているかのように横たわった姿。ただごとではないと、一目で分かる、分かってしまう、そんな姿。

　姫萩九く郎ろうは、その黒い姿を横たえたまま、目覚めることはなく。

　春海和人の言葉にも、夏野霧きり姫ひめの言葉にも、従者である森もり部べ佐さ茅ちの言葉にも、そして、最愛の妹、姫萩紅葉の言葉にすらも反応を返すことはない。

　姫萩九郎は、今なお、眠り続けている。




　気が付いた時には周りの全すべてが決められていて。

　ただ流され続けるだけの自分には何も出来ない。

　大切な何かの為ためにあがくのならば。

　見えないその先に向けて、手を伸ばさなくてはならない。

　必死に伸ばした手が何も摑つかめなくても。

　その手の先には、必ず誰かが立っている。

　だから、その先に立つ何からも逃げ出してはならない。

　たとえそれが、いつかの自分自身であったとしても。




　一人と一匹の物語は、再び動き始める。
















　　　五月　二七日






『…………ふぅ』

　一冊読了。思わずため息が漏もれる。先日発売されたばかりの『地じ獄ごく雑ぞう炊すいシリーズ』の最終巻『地獄雑炊５』を、無事に読み終えた。

　黒い毛布を敷き詰めた寝床の中、ミニチュアダックスフンドの前足を伸ばし、本を閉じる。白い紙と黒い文字で埋め尽くされていた視界が、いつものリビングの風景に取って代わった。

　一冊の本を読み終えて、閉じる瞬間。本の中の世界から現実へと戻る、その瞬間。

　時間にしてみれば一秒に足るかどうか、そんな僅わずかな時間。しかし、そんな刹せつ那なとはいえ、決して気を抜くことは出来ない。

　何な故ぜなら、本を読むということは、至高にして究極なる行為なのだから。

　本を開く一瞬から、読み終えて本を閉じるその一瞬まで、一度たりとも、刹那たりとも感謝の念を忘れてはならない。そうして、一ページごと、いや一文字一文字、いやいや裏表紙の装そう丁ていまで、決して気を抜くことなく、最後の最後まで味わい尽くさなければならないのだ。

　そう、読書はいつだって真剣勝負。

　読むか、読まれるかの一騎打ちなのである。

『……はぁ、駄だ目めだな』

　と、それが理想的な読書の作法、なのだけれど。しかし今、俺は、そんな風に万全の読書を行えるような状態にない。読書に集中出来ていない。

　今、俺こと春はる海み和かず人ひとの頭を過よぎるのは、読み終えたばかりの本の内容ではない。

　そう、『地獄雑炊５』の、辛から味みを追求し過ぎた挙あげ句くに逆にむしろ甘いスパイスによって世界の終しゆう焉えんを回かい避ひすることになったという内容でも、『辛いのか甘いのか結局どっちなんだよ！』という恐らく読者全員がツッコミを入れただろう感想でもないのだ。

　今の俺の頭の中を過るのは。

　あの日見た、目覚めない姫ひめ萩はぎ九く郎ろうの姿だった。




　最初に、姫萩九郎の異常に気が付いたのは、メイドの森もり部べ佐さ茅ちだったそうだ。

　九郎さんは、紅葉もみじの書いた新作の短編小説を読み終えた後、しばらくは自らの製作したトラップの様子を入念にチェックしていたらしいが、いつの間にかリビングの真ん中にぽつんと転がっていたそうだ。

　掃そう除じするのに邪じや魔まだったので一応声を掛けたが反応はなく、仕方がないのでカラスもろとも掃除を始めたらしいが、ゴミ袋に放ほうり込こんでも文句を言わないところを見て、ようやくおかしいと気付いたとのことだ。もう少し早めに気付くべきなんじゃないのかよ。

　その後、目覚めぬ九郎さんに対し俺達全員で声を掛けても、その過程で俺が夏なつ野のの不興を買いハサミの餌え食じきになって悲鳴を上げることになっても、九郎さんが目を覚ますことはなかった。

　念の為ため、ペットの専門家である、ペットショップ『ＩＧＧＹ』のアフロにも、様子を見てもらったのだが、特に異常らしい異常は見当たらず。肉体はむしろ普段通りと言える状態で、生理的反応も普通に見られる。言うなれば、ずっと眠り続けているような状態である、とのことだった。




　あの日から一週間たったが、今なお九郎さんは、姫萩家のソファに横たえられたままで。紅葉と佐茅が、常にその傍そばについて様子を窺うかがっているが、依然として状況に変化はない。特に紅葉は、一日中をカラスの傍に座って過ごしているということで、むしろ紅葉の方が体調を崩くずしてしまうのでは、と心配すらされている。

『……うーん、やっぱり集中出来ないな』

　読み終えたばかりの『地獄雑炊５』を横に置き、次の本へと伸ばし掛けた前足を引っ込める。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態で読書を続けるなんて、本の七罪を犯していると思うのだけれど。しかし今の俺には、本を読むことぐらいしか出来ないのも事実なのである。

　だから再び、目の前に積まれた本に手を伸ばそうとして。

「別に、『本を読むことぐらいしか出来ないのも事実』だなんて、そんな偉そうに語ることじゃあないわよね？」

　頭上から落ちてきた声に、またしても引っ込めた。

　声の主は、この部屋の主にして俺の飼い主の、夏野霧きり姫ひめ。見上げれば、赤みがかった大きな瞳ひとみと目が合う。

『何だよ。その通りなんだから、仕方がないだろ』

　春海和人は読書バカである。本を読むしか取とり柄えがない。我読む、故に我有りなのだ。

　それに、読まないでいたら、余計なことを考えてしまいそうで。

　あの島での出来事。自らの想おもいを告げた紅葉の姿を見て、思い残すことはないと零こぼした姫萩九郎の言葉と、今なお目覚めない姫萩九郎の姿のことを……。

「……アナタ、さっきから集中出来ない、集中出来ないって言っているけど。別に、読書に集中出来てないようには見えなかったんだけど？」

　考えればいよいよ深みに嵌はまってしまいそうになる俺に、しかし夏野は実に軽い調子で声を掛けてくる。

『何を言っているんだ、全然集中出来てなかったぞ。それはもう、注意力散さん漫まんなことこの上ない。読書の神様には最上級の土ど下げ座ざをかましたい気分だ。万全な状態からすれば九割引きくらいの読書力。見る人が見れば、ゴミと判定されかねないレベルですよ。ええ、そうですとも』

「何を自信満々に語っているのか分からないけど。でも、集中出来ていないと言うわりには……全然、気が付かなかったわよね？」

『はぁ？　気が付くって何に……って何じゃこりゃぁぁぁぁぁぁぁ!?』

　思わず叫び声を上げてしまう。若じやつ干かんノリツッコミのような形になってしまったが、ようやく自らの肉体を包む異常に気が付いた。いや本当に何だ!?　何が起こった!!

　いつの間にか、俺は、服を着ていたのだ。

　いやまあ、服を着るのはそりゃ文化的生命体としては普通のことなんだけど、あいにく今の俺ってば犬なので、そういった文化からはしばらく離れているのだ。犬になって最初の頃こそ落ち着かなかったけど、今ではすっかり全裸生活に慣れてしまっている。いわゆる裸ら族ぞくって奴だ。全裸って、結構良いものなんですよ？

『い、いつの間にこんな奇き天て烈れつな格好に!?　俺さっきまで全裸だったよね!?　全身で風を感じていたよね!?』

　しかも、着ているのはただの服ではない。

　今、俺の全身を包んでいるのは、全体的に過か剰じような飾り付けが施ほどこされている、フリフリでスパンコールなんかもちりばめちゃった、犬用の服。服っていうか、これはもうドレスだ。ご丁てい寧ねいに、頭の上にはフリルのヘッドドレスまで乗っけられている。

「まあ、こんなところね。もう少しフリルをあしらった方が良かったかしら？　ちょっと私の趣しゆ味みとは違うから良く分からないけど。それで服犬、着てみた感じはどう？」

『お前の仕し業わざか!?』

「逆に聞くけど、私の仕業じゃないと思うの？」

『いえ、一ミリたりとも思いませんでしたけども!!』

　まあ、そりゃ夏野さんの仕業でしょうよ。今この部屋にいるのは、俺と夏野だけなんだし。もしこれで夏野の仕業じゃなかったら、俺は無意識下でこれを着たことになるじゃないかよ。夢遊病にしたって器き用よう過ぎるだろ。

「その服を着せている間、アナタったら全く反応せずにひたすら本を読み続けていたわよ？　そんな集中力を発はつ揮きしておきながら『集中出来ない』とはよく言ったものね。全国の受験生に対して謝りなさい」

『ごめんなさい!!　って、何で謝らなければいけないの!?　つーか何なんだよ、この格好!!　こんな妙な服、一体どこから……ってアレ？』

　何だか、前にも同じような経験をした覚えがあるような。

『……この服、ひょっとしてあのお嬢じよう様さま、水み無な川がわ真ま秀ほに着せられた服か？』

「あら良く分かったわね」

『やっぱりか』

　水無川真秀。

　柊ひいらぎ菜な沙ずなが、夏野達を倒す為に連れてきた三人の作家のうちの一人。難なん解かいで濃のう密みつな文章作法を好む作家だ。

　稀き代たいの書籍蒐しゆう集しゆう家かでもあり、姫萩家の所有する本を手に入れるという目的のみで、監かん獄ごく島とうを占せん拠きよした張本人。陸・海・空揃そろえた武装図書館と、お付きのニンジャ執しつ事じのおかげで一時は島を完全に占拠したのだが。夏野の無茶苦茶ぶりと佐茅の謎なぞな技、そして紅葉の怒りの前に最終的に倒れることになった。まあ相手が悪かったと思う。

　水無川真秀には、大の犬好きという面もあり、一時は俺も拉ら致ちされた。その時に着せられたのが、今着ているこれ、フリフリとしたドレスのような服だったのだ。

「考えてみれば、服とかそういうのは着せてみたことはなかったわよね。面白そうだから借りてみたんだけど、どう？　今後はその方向性で攻めてみる？」

『御ご免めんだよ！　お前は一体何に向かって突き進むつもりなの!?』

　つーか、あの時は、気絶から起きたら既に着せられていたんだし、更に敵地での情報収集をしなければならないという状況だったからこそ、変な服を着る羽は目めになっても我が慢まんしたのだ。こんな日常生活の中で、アンティークドールが着るみたいなフリフリな服を着せられてペット扱いだなんて御免被こうむる。絶対に絶対だ。

『いいか、何度も言わせるなよ。肉体は犬になってしまったとしても、心まで売り払ったつもりはないぞ。俺の心は本以外に開かれることのない、一いつ匹ぴき狼おおかみなワイルドドッグなんだからな!!』

「そんな台詞せりふ、フリフリの服を着ながらよく言えるわね？」

『着せたのはお前だけどな!!』

「どんなに格好良い男だって、そんな服着ていたら台無しよね？」

『そりゃそうですよね!!』

　こんな格好では、ワイルドドッグたる俺の野性味を全く活いかせていない。どちらかと言えばプリティドッグだ。甘ったるいことこの上ない。

『つーかお前、いつの間に服を借りるぐらいの仲になっていたんだよ。あのお嬢様と』

　確かに真秀はあの後、本目当てで、ちょくちょく姫萩家には来ていたみたいだけど。夏野とは、いつの間にそんな関係に？

「あら、わざわざ話さなくても分かり合えることなんて、いくらでもあるわよ？」

『……はぁ？』

「志こころざしを共にする同志であれば、目と目だけで通じ合えるんだから。形にはならない、それでも確かな絆きずな。見えるけど見えないものって奴ね」

『キズナ、ねぇ』

「ええ、絆。素す敵てきよね？」

　絆。はい、とても素す晴ばらしい言葉だと思います。

　しかしながら残念なのは、その素晴らしい言葉を使う時の夏野さんが非常に悪い顔をしていて、なおかつ銀色のハサミをくるくると回しているということです。明らかに何かしらの暴力的な手段を行使して、無理矢理借りたとしか思えない。お前の物は俺の物、俺の物は俺の物パターンに違いない。

「人聞きの悪いことを言うわね。笑顔の溢あふれる取引現場だったわよ？」

『ソウデスカ』

　取引現場とか言っちゃう時点で既に非合法な香りがプンプンするんですけど。

　夏野に迫られて涙目になっているお嬢様の顔と、その横で笑いをこらえ切れなくなっているニンジャ執事の姿がありありと浮かぶ。

「まあ、あいつらの話も、もう少し聞いておきたかったしね。ついでよ、ついで」

『あいつら、か』

　それは柊菜沙と、彼女の連れてきた三人の作家のうちの残り二人。早はや崎さきステラ、そして穂ほ積づみ雷らい火かのことだろう。

　監獄島での一件以来、すっかり動きが摑つかめなくなっている彼女達。夏野の担当編集者である柊鈴すず菜なも、色々と手を尽くしているようだが、依然として行方ゆくえは知れない。

『……三週間以上も音おと沙さ汰たなし。もう諦あきらめているってことはないよな？』

「それだったら楽なんだけどね。斬きる手間が省はぶけるし」

　ため息交じりに首肯する夏野。いや、斬るなよ。

「まあ、でもそんなことはないでしょうね。他の奴らはともかくとして、あのマフラーの奴、穂積雷火だけは、そんなことはしない。間違いなくね」

『何でそんなこと断言出来るんだ？　まさか知り合いって訳じゃないよな』

「ええ、本人の素す性じようなんて全く知らない、名前だって聞いたことないわ」

　夏野は、まるで遠くにいる誰かを睨にらみ付つけるかのように目を細めながら呟つぶやく。

「でも分かるのよ。このまま、何もしないで終わるような奴じゃないってことぐらいはね」

『……そうだな』

　確かに、夏野の言うことは俺にも分かる。

　カメラのムカデ屋で行われた合同サイン会後、地下倉庫の中で水無川真秀、早崎ステラ、穂積雷火、それぞれが自分の相手に対して向けていた視線。

　その中でも、穂積雷火の視線は、一ひと際きわ強く夏野を射い貫ぬいていた。その視線から感じるのは、秋あき山やま忍しのぶに対して抱いている、尋じん常じようではなく強い感情。絶対に退ひかないという気迫。

『それに、秋山忍の「大罪シリーズ」に関かかわっているっていうのも……』

「……ええ、そうね。そのこともあったわ」

　水無川真秀によってもたらされた、新たな情報。それは、穂積雷火という作家が、秋山忍の『大罪シリーズ』の最終巻『色欲』に深く関わっているということだ。

　未完の長編小説、『大罪シリーズ』。

　秋山忍の著作の中でも最大級の厚さと濃こさと難解さを誇る、前衛的にして先せん鋭えい的てきな怪物図書。その異形の小説は全七巻にて完結する予定なのだが、最終巻『色欲』は、秋山忍のスランプのせいで、未いまだに執筆されていない。俺のみならず、秋山忍の読者ならば、誰もが発売を熱望している大作だ。

「でも、あいつが私の『大罪シリーズ』、しかも『色欲』に関わっているって、どういうことなのかしらね？」

『そんなの、作者のお前が分からないのに、俺が分かる訳ないだろ。心当たりとかないのかよ』

「そうね。まさかとは思うけど……私の代わりに『大罪シリーズ』の続きを書く、だなんて言うつもりじゃないわよね？」

『……はぁ？』

「例えば、私を亡き者にして、秋山忍に取って代わろうと企たくらんでいるとか。いつまでも書かれない最終巻に業ごうを煮やして、代わりに『色欲』を書こうとしているのかも……」

　冗じよう談だん交じりという温度で告げられた夏野の言葉。

　それがあまりにもバカバカしくて、荒こう唐とう無む稽けいで。

『……お前、突然何をバカなこと言い出しているんだ？』

　俺は、思わず怒りすら覚えてしまう。

『何ふざけたことを言い出しているんだ、この貧乳！　いいか？　「大罪シリーズ」は秋山忍の著作で、秋山忍の魂たましいの結晶だ！　俺達は皆、お前の手と、心から生み出される本を楽しみに待っているんだぞ。今更、他の奴に書かれてたまるかってんだ!!』

　仮定すらもあり得ない。笑えない冗談にも程がある。

　俺達読者は皆待っている。秋山忍という作家のことを信じて、待っているんだ。

　それなのに、他の人間が書くとか、突然何を訳の分からないことを言い出すんだこの貧乳大作家様は。貧乳だからって言っていいことと悪いことがあるんだぞ。

『全く、作者のお前が何を言ってるんだ。貧乳が脳に回って、頭の中まで貧しくなったんじゃなぁぁぁぁぁぁ!?』

　突然尻尾しつぽを強く引っ張られる感覚と、急激な浮遊感。突とつ如じよ変わった視界の中、上下逆転した夏野霧姫の赤みがかった大きな瞳が現れる。

「何をふざけたことって……それはこっちの台詞なんだけど？」

『ご、ごめっ！　ちょっ、タイム!!』

　次いで現れたのは、目にも痛い程に鋭いハサミ。いつもお馴な染じみ、銀色のにくい奴こと、ハサ次郎さんです。目の前で大きく開かれた刃が、照明に当たってキラリと光ると、段々と俺の両目に迫って来る。

「はい、眼球あーんしなさい」

『難なん易い度ど高い!?』

「まさか、そこまでストレートに罵ば倒とうしてくるとは思わなかったわ。ねえ、言ったからには、勿もち論ろん覚悟は出来ているわよね？」

『ちょっと待って！　いつも通りの失言だから！　ごめんなさいするから許して!!』

「テンションが上がるとそうやって思いのままに発言する癖くせ、直さないと命に関わるって言ってるわよね？」

『命そのものを狙ねらって来る奴が何を言いやがる！　い、いや違う！　ごめん！　癖だから仕方がない!!　癖が悪い！　俺は悪くねぇ！』

　上下逆転した視界の中、夏野は怒っているような、呆あきれているかのような、微妙な顔でこちらを見つめてくる。

「全く、しばらく『大罪シリーズ』のことについて何も言って来ないと思っていたけれど……アナタ、相変わらずそのことになると、人が変わったようになるわね……そんなに読みたいの？」

『当たり前だろ!!』

　吠ほえる。

『読みたいに決まっている！！！』

　どんな苦境にあっても、そのことだけは忘れない。

『俺は、「大罪シリーズ」の最終巻「色欲」を読む為に、こうやって犬の肉体になってまで蘇よみがえったんだからな、そりゃ読みたいに決まっている。絶対に読むのを諦めたりするもんか。何度も言っているだろ。読まずに死ねるか！』

　春海和人は読書バカである。

　バカだから、諦めることを知らず。

　バカだから、ただひたすらに求め続けるのだ。

『だからさ！　早く書いてよ、お願いしまっっすわぁぁぁぁぁ!?』

　言葉の途中で、放り投げられた。壁かべ、天てん井じよう、本棚。視界が高速で移動。見事な放物線を描きながら、リビングの端へと飛ばされる。こいつ、人の話は最後まで聞きなさいと、小学校で教わらなかったのかよ。

『きゅ、急に何をするんだこの貧乳ッ!!　ってしまったぁぁぁぁ!!』

　また言っちゃった。俺の口ったらおちゃめさん!!

『くっ、こうなったら!!』

　着地と同時に謝罪の体勢を試こころみる。瞬間的に身を屈かがめて作り出す謝罪の流法モード。それは、たとえ謝罪に失敗したとしても、食らう攻こう撃げきのダメージも分散させる完かん璧ぺきな構えだ。

　しかし、謝罪の体勢の俺に対し、追つい撃げきは飛んで来ず。

「そうね……まあ、せいぜい頑がん張ばるとするわ」

『……へ？』

　代わりに飛んできたのは、変に気の抜けた夏野の返答で。

　謝罪に向けて高まっていた俺にとっては、あまりに肩かた透すかしの展開だ。

『え、それ、だけ？』

「まだ何かあるのかしら？」

『いや、何でもないです。問題ナッシング。オールクリアー』

　思わず追及してしまったが、聞こえていないのならば問題ない。自分から地雷原に向かって行く理由はないのだ。

「……それじゃあ、仕事するから邪魔するんじゃないわよ？」

『あ、ああ、勿論』

　恐る恐る、謝罪の体勢を解除する俺。とにかく命拾いしたらしい。良かった、ハサミの餌食になる犬はいなかったんだ。

　銀色のハサミを、太もものホルスターへと収め、自らの机へと戻って行く夏野。その足取りは、妙に急いでいるようにも感じられる。『大罪シリーズ』の話を聞いて、急ぎの原稿のことでも思い出したのだろうか。

「～～♪」

『ん？』

　夏野が席に着こうとした瞬間、机の上に置かれた携けい帯たい電でん話わが鳴った。

　着信画面を見た夏野は一瞬顔をしかめ、しかしそのまま無言で通話ボタンを押すと。

「せせ、先生ぇ！！！」

　途と端たんに受話口から、お馴染みの叫び声が聞こえて来る。離れているこちらにも届くような大声、その声の主は、秋山忍の担当編集者にしてドＭである柊鈴菜の声で。

「あ、秋山先生！　今ご自宅ですか？　今すぐにテレビを点つけて下さい！　南なん海かいテレビです！　お昼の生放送の番組に、早崎先生が出ています!!」


　　　　　　　　



『……は？』

　突然の鈴菜からの電話に事態を飲み込めない俺の目の前、急いで夏野がリビングのテレビを点ける。

　点灯したテレビの大画面、そこに映っていたのは、毎週月曜日から金曜日まで生放送されているお昼の情報番組。お馴染みの番組の中、ステージらしき場所に立つ数人の番組出演者達が、何やら困こん惑わくの表情を浮かべている。

　それもその筈はず。何故なら、今まさにステージの中央で、学ランを着た一人の人物が、スポットライトを全身に浴びていたのだから。

『な、何だぁ!?』

　アップテンポで華やかな曲が流れる中、その学ランは、全身を躍やく動どうさせ、画面の中を所狭しと動き回っている。ただ闇やみ雲くもに動いているだけではない。学ランの前を僅かにはだけながら、その細身な肉体を目一杯に使った、ステップ、そしてジャンプ。

　そう、それはダンスだ。ただ踊っているのではない。見る者も、思わず踊り出してしまいそうになるほどに、楽しく、美しく、そして引きつけられるダンス。

　更にその手には、銀色のマイクが握られていて。流れる曲に合わせて、ダンスだけでなく、歌までも歌っている。スタジオ中に轟とどろく歌声は、楽しげで華やかで、こちらも、思わず口ずさんでしまいそうになる。

　スポットライトを全身に浴びながら、ステージ上で歌い踊っているその姿。まるで、どこぞのアイドルのように、自らのパフォーマンスで存在を顕けん示じし、他を圧倒する。その学ランの人物はといえば。

『こいつ、早崎ステラ!?』

「ええ、そうみたいね」

　今、テレビの中で歌い踊っているのは、早崎ステラ。

　水無川真秀と同じく、柊菜沙に連れられて俺達の前に現れた、三人の作家の一人。

　突然の事態に呆あつ気けに取られ、そしてステラのパフォーマンスに圧倒されている内、ダンスと歌が、最高潮を迎え、そして終わった。

　最後にはバッチリとポージングを決めた早崎ステラ。思わず拍手をしてしまいそうになる。

　流れていた曲も止まり、一瞬だけ静まりかえったスタジオの中。

「ちょっとあんた！　何を考えてるの！　今は生放送中なのよ!!」

　学ランの乱入者に対し、怒りの視線を向け声を上げる人物が一人。

　その瞳に、ハッキリとした怒りを浮かべながら叫ぶのは、純白の衣装に金色の髪かみの人物。それは、俺達の良く見知ったアイドル。

　秋あき月づきマキシが、そこにいた。

『なっ!?　マキシも!?』

「……ああ、そういえば、何か出てるって言ってたわね。興味無いから、気にしてもなかったけど」

『いや、それは実は見て欲しかったりするんじゃないのか？』

　マキシさんってば、そういうの結構気にするタイプだと思うよ？

　ステージ上では、秋月マキシと早崎ステラが向かい合っている。突然の乱入者であるステラに、真っ先にマキシが嚙かみ付ついた形だ。周りの番組出演者達は、依然として何が起きているのか理解出来ずに困惑したままで。

「よう、秋月マキシ。久し振りだな。会いに来たぜ」

「なっ!?」

　周りの緊きん張ちよう感かんなど、何ど処こ吹く風。ステラは、まるで数年来の友人に会ったかのように気安い言葉をかける。

「……先に質問に答えなさい。何よさっきの歌と踊りは？　こんな生放送の番組を乗っ取ってのゲリラライブだなんて、正気なの？」

「ああ良かった。ちゃんと、ゲリラライブだって分かってくれたんだな。だったら、頑張った甲か斐いがあるってもんだ」

　ゲリラライブ？　こいつら何を言ってるんだ？　ステラは作家だ。何で作家が、歌って踊ってのライブなんかしなくちゃいけないんだよ。

「だ　か　ら！　あんた、本当になんなのよ、一体何をしに来たの!!」

「決まってる。宣せん戦せん布ふ告こくしにだ」

　短く告げられたステラの返答に、スタジオ内の空気が一層静まりかえる。

「あのお嬢様は、姫萩紅葉に敗れたみたいだから、どうせ俺の素性はバレてるんだろ？　でも、一応自己紹介はさせてもらおうか。俺の名前は、早崎ステラ、作家だ。秋月マキシ、あんたに戦いを申し込みに来た」

「はぁぁぁぁあ!?」

　まるで男性のようなくだけた口調で告げられたそれは、秋月マキシへの宣戦布告。

　紅葉に対し、真秀が島を占拠するという形で仕掛けてきたという情報は、勿論マキシも知っている。だから自分の所に、ステラが何かしらの形で仕掛けてくることは、予想して然しかるべきだ。マキシのことだ、その可能性を十分考えて、それなりに準備もしていたのかもしれない。しかしまさか、全国規模の生放送の番組内という、どうやっても逃げきれない状況下で襲しゆう撃げきがあるとは。

「なっ、あんた!?」

「おっと待ってくれ、俺の自己紹介はまだ終わってない。と、その前に一つ質問していいか？　さっきの俺の、歌とダンス、どうだった？」

「はぁ？」

「別に難しい質問じゃあないだろ。どうだった？　俺の歌とダンスはさ？」

　ステージ上、両腕を広げてのステラの問いに、マキシは一瞬だけ考えるようにして。

「……ふん、まだまだね。この空前絶後に輝き続けるあたしの足下にも及ばない。最初っから最後まで、ぜんっぜん輝いてなかったわ！」

　そう答えた。

「……そうかい、じゃあ第一段階はひとまずクリアだな」

「はぁ？」

「だってさ、その空前絶後に輝き続けるアイドル様に、『最初っから最後まで』しっかり、飽あきることなく見て貰もらえたってことなんだからな。早崎ステラ、作家だけじゃなく、アイドルとしても、将来有望ってことだな」

「……はぁ？」

　確かに、テレビで途中から観みているだけでも、パフォーマンスに思わず見入り、引きつけられてしまった。それはステラの実力によるものだろう。

　しかし、アイドル？　こいつ、さっきから何を言ってるんだ？

「自己紹介の続きをしようか。俺の名前は早崎ステラ、作家で、そしてアイドルを目指す者さ。勿論、どっちも目指すなら頂点。誰もに認められるベストセラー作家で、トップアイドルだ!!」

「なっ!?」

　堂々と告げられた、ステラのアイドル宣言。

　早崎ステラは、作家であり、そしてアイドル。

「頂点は二人いらない。オリジナルは一人で良い、だから、秋月マキシ、あんたのその座、奪うばわせて貰う!!」

　その属性……その在り方は、確かにあまりにも似通っている。キャラが被かぶっている。

　ことアイドルという弱肉強食の世界においては。

　そこに、同じようなキャラクターは、二人と要らない。

　ただ一人だけが、そこにいればいい。

　秋月マキシを倒し、その座を奪う。

　それこそが、早崎ステラの目的。

「……そう、つまり、そういうことね？」

　一瞬だけ驚きを見せたものの、すぐに全てを悟ったらしいマキシが呟く。先程まで、その顔に浮かんでいた激情は既になく。今、その顔に浮かぶのは、闘たたかうべき相手を見定めた、真剣な表情。

「要するに。あたしに成り代わろうって言うのよね？」

「ああそうとも。察しが早くて助かるぜ。さすがはトップアイドルだ」

　マキシの言葉を受けて、ステラもニヤリと笑う。

「それで？　今からやろうって言うつもり？　言っとくけどあたし、どんな時だって輝き続ける常在戦場の心こころ意い気き、すぐにだって始められるわよ？」

「はは、そりゃまた魅み力りよく的てきな提案だけど……俺達の決着に相応ふさわしい舞ぶ台たいは、ここじゃないだろう？　もっと輝かしい舞台が、あるんじゃないのか？」

　秋月マキシと早崎ステラ。

　白く輝き続けるアイドルと、男性のような学ランを着た異色のアイドル。

　アイドルにして作家という、二人の傑けつ物ぶつが向かい合う。

「……そう、あの番組で、戦いたいってこと？」

「そうだ、あの番組こそが一番ロックじゃないか。ウィナーズテイクオール、それくらいのスリルがなけりゃ、始まらないだろ？」

「ふん、上等よ」

　お互いに頷うなずき合あう二人。

「だったら」

「ええ、決まりね」

　その場にいる出演者の誰もを置き去りにして、話がまとまったようだ。

　恐らくは全国に放送されているこのやり取り。まるで最初からそういう番組であったように、今自分達を観ている全ての人間に向けて告げるように。二人、声を合わせて。




「「勝負はそう、アイドルライブロワイヤル！　アイドル同士が鎬しのぎを削けずる、その舞台で付けようじゃないか!!」」




　それが、新たなる騒そう動どうの、幕開けだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【地獄雑炊５】……　浜はま田だ陽よう一いちの著作。『地獄雑炊シリーズ』の第五作にして最終巻。伝説の激辛スパイス『ＲＥＤ』を探し求める旅はいよいよ未来へ。自ら意思を持って襲おそい掛かかって来る『ＲＥＤ』を前にして、ついに雑炊の封印が解かれ、その真価を発揮する。次々に襲い来る超展開に、ついに読者は考えるのを止やめた。

【お仕置き・その14】……　普段着ないような服を無理矢理着せて辱はずかしめて反応を楽しむ。通称オンナキシカッコカリ。脱がすことで辱めるよりも、着せることで辱めることが主流になって来ている昨今、最もポピュラーな辱めとも言える。




















「ちょっと黒いの!!　大変な事態よ！　何が大変かって、このアイドル界の輝ける至宝にして、生けるシャイニングことあたしに挑ちよう戦せん状じようが叩たたき付つけられたのよ!!　しかも全国のファンが見ている前で！　信じられる!?　まさに冒ぼう瀆とく的てきな行為だと思わない？　これは本気で由ゆ々ゆしき事態だわ！　で、そんな、とんでもないことをしでかしたのが一体何者なのか気になるわよね？　聞きたいわよね!?　しょうがないわねぇ。良いわ。特別に教えてあげようじゃないの。そう、輝くあたしの前に姿を現した邪悪なる影、その正体は……」

「早はや崎さきステラでしょ、知ってるわ」

『ああ。さっきまで見てたしな』

「へ？」

　生放送での、マキシとステラのやり取りから数時間後。

　夏なつ野の家のインターフォンが激しく鳴らされたかと思えば、扉の外に立っていたのは、先程までテレビ画面越しに見ていた白いアイドル、秋あき月づきマキシだった。

　マキシは、夏野家に上がって来るなり、リビングの中央で相変わらず謎なぞのポージングを取った後、『この黄金郷よりも輝き続けるあたしに挑戦状が叩き付けられました！　さあ誰からでしょう!?』などとクエスチョンを投げかけて来た。

　その答えは当然知っている。だってテレビで見ていたんだもの。

　マキシに宣せん戦せん布ふ告こくしたのは、早崎ステラ。同じく、アイドルにして作家であるマキシに勝利して、その座を奪うばうと、そう宣言した人物。

　学ランに、しかも一人称は『俺』という、一見して粗そ野やな印象を与えるステラ。

　中性的な見た目、学ランという服装、あの男っぽい口調。それなのに女性の繊せん細さいな心情を突くことに定評があるという作風。それらの個人情報のせいで、正直、あいつが男なのか女なのかイマイチ分からない面もあったのだけど、マキシの座を奪うということは、つまりそういうことなのだろう。

　つーか正直に言うと、学ランの前を開けているせいで、身体からだのある部分が結構あらわになっていて、そこら辺も男なのか女なのか、分わかり辛づらかった要因だったりしました。

　まあ、その部分において言えば、マキシさんの圧勝。多分、夏野さんと良い勝負だと思う。凄すごいな、夏野と良い勝負になる相手なんて、まな板とか洗せん濯たく板いたとか、無機物系ぐらいだと思ってた。良かった。ちゃんと、人間が相手になるんだな。

「…………」

　おっと、夏野さんの手がハサミに掛かりかけたので止やめておこう。何だか、同類を見つけてさっきまで上じよう機き嫌げんっぽかったけど。下へ手たに突つつくと、藪やぶからスネークだ。

　ともかく、アイドル早崎ステラは、ボーイッシュで中性的なルックス、引き締まった肉体に、思わず引き込まれてしまう程のダンスと、歌唱力。そして何より、アイドルとしての華があった。

　敵地である、生放送の番組中のステージ上で堂々と自らのパフォーマンスを見せた実力も、度胸も伊だ達てではないだろう。これはひょっとして、マキシの強力なライバル登場ということになるのではないだろうか。

「そうね。まあ、お互いに非常識なところは良い勝負じゃないかしら。現在の流行を追った本を書くという点も被かぶっているし、ああやって突とつ飛ぴな行動に出るところも被っている。キャラ被りも甚はなはだしいわ、もういっそのこと、あと二人似たようなのを揃そろえて消滅してしまえば良いのに」

　そんな、夏野の言いたい放ほう題だいなコメントを聞いたマキシ、さぞかし動じているのではないかと思えば。

「そ、そう！　あんた、そんなに詳しく、あたしの番組を見ていてくれたのね！　なぁんだ黒いのったら、そんなにあたしが好きなんだったら、最初っから言ってくれれば良かったのに。うん、ファンの期待には応こたえないとね！　今ならあたし特製のシャイニングサインを進しん呈ていするわ！　暗い所でもぼんやりと光るシャイニングサインを!!」

『動じてない!?　むしろ喜んでいる!?』

　何だか、妙にクネクネテレテレしながら喜んでいた。何やってんだコイツ。

　まあ、普段から夏野にないがしろにされたり、無視されたりアレされたりしているマキシのことだ。夏野が自分の出演番組を見ていたという事実が、そんなにも嬉うれしかったのだろうか。

　監かん獄ごく島とうに付いて行けなかったことも結構気にしていたようだし。この人、割と寂しがり屋だよね。つーかシャイニングサインって何だ。何の役に立つんだよ。停電時とか？

「うん、これも、テレビ画面を独占してしまうほどの輝きを持っているあたしがいけないのよね！　輝き過ぎてクイズにもならないあたしって、スーパー輝いてるっ!!」

「この駄アイドルの声、テレビ越しで聞いても煩うるさいのに、直接ってのは本当止めて欲しいわね……というか、どうしてわざわざうちに来るのよ」

『まあ、何でだろうな……』

　こいつに常識を求めるのが間違いだとも思うけど。

　しかし確かに、マキシの訪問は謎だ。

　番組の放送が終了した時間から考えて、テレビ局からここに直行したのだろう。約束をしていた訳ではない。なのに、どうしてマキシは、そんなに急いでここに来たのか。

　そしてもう一つ、気になる点。

「……アナタ、いつもの連れはどうしたのよ」

　そう。今日のマキシは、一人でここに来ている。

　普段ならば大勢の、黒いスーツに黒いサングラスを掛けた黒い連中がずらずらと付いて来ていて、事あるごとに『ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!』なんていう掛け声を披ひ露ろうしているのに、今日は彼らの姿が見られない。

　いや、それだけではなく。黒服達を統率しているマキシの担当編集者兼マネージャーでもある、禿とく頭とうの大男、仏ほとけ坂ざか大だい門もんの姿も同様に見られない。いつもならばここらで『うちのマキシが済まない』などとフォローして来る頃合いなのに、それもない。

　結果として、マキシが一人きりで気炎を上げているような状態である。まあ、一人きりでも煩いことに変わりはないんだけど、何となく物足りないような気がしてしまう。

　黒服の不在を聞かれたマキシは、うっ、と言葉に詰まって。

「そーなのよぉー！！！」

　バンバンと床を叩き、頷うなずく。何やら、複雑な事情があるらしい。

「そう、あたしが異状に見み舞まわれたのは、今朝のことだったわ……」

「手短になさい。さもないと私のハサミが火を吹くわよ」

「そ、そうね！　ここは巻きで行った方が良いわよね!!」

　太もものホルスターに手を掛けた夏野に怯おびえるように、マキシは慌てて説明する。

「大門が……行方ゆくえ不ふ明めいなのよ!!」




『はぁ？　行方不明？』

「ふうん。いよいよ愛あい想そを尽かされたってことね」

　マキシの言葉に、夏野は納なつ得とくしたように頷く。

「まあ、こんなアイドルの相手が、ここまで保もった方が奇跡だったのよ。こんな自走式暴走マシンと毎日顔を突き合わせていたら、精神が参ってしまうものね。どこかの温泉にでも入って養よう生じようしてるんじゃないかしら」

「ちょっと！　何勝手なこと言ってんのよ!!　大門がそんな輝かないことをする訳ないじゃない!!」

「でも、事実いなくなったんでしょ？」

「うっ!?」

「姿が見えないのよね？」

「ううう」

　半笑いで行われる夏野の追及に対し、マキシは唸うなることしか出来ず。

「それで、大門がいなくなったせいで、大門経由で指示を飛ばしていた他の黒服にも連絡が取れなくなったって感じかしら？　全く、普段から大切な部下だのなんだの言っておいて、こういう時に一人きりとは、もう無様としか言いようがないわよね？」

「うううううううう」

『あの夏野さん、そのくらいで』

　マキシさんってば、本気で凹へこんでいらっしゃいますので。結構マジでやばい感じですので。顔とか。

「ち、違うの！　これはあくまでもお休み……そう、お休みなんだから！　普段の激務を労ねぎらって、特別にお休みを上げたってだけ。ええそう、別にあたしの不ふ手て際ぎわって訳じゃぁ……でもあたしってば、最近はあの学ランのことで、ちょっと色々と疎おろそかにしていたかも……じゃあ、これってやっぱりあたしのせいじゃ……あああううう」

　そのまま、際限なく落ち込んで行くマキシ。

　いつもウザ過ぎるぐらいに輝きシャイ☆ニングなこいつが、こんなになるのも珍めずらしい。普段ならば絶対に見せないだろう落ち込み具合だ。大門がいなくなったという事態は、それ程までに、マキシにダメージを与えているらしい。

　そう言えば生放送の時、番組スタッフはともかく、マキシの親衛隊とも言える黒服達すら出て来なかったのは、そういう理由だったのか。

　そんな状況で、普段通りにテレビに出ていたマキシの精神力は立りつ派ぱなものだが、ここに来ていよいよ限界が来たというのか。

『でも、大門さんがいなくなったって……何で？』

　仏坂大門。どこぞのドＭ編集者とは違い、公私ともにしっかりしているような印象を受ける人物だ。たとえ、何か緊きん急きゆうの用事があったとしても、マキシに何の連絡もせずに行方不明になるようなことはなさそうだけど。

『それ程に、緊急の用事だったのか、それとも……』

「本当に、愛想を尽かされたのか、ね」

　ああ、うん。相変わらず、言いづらいことをハッキリとお言いになりますね。まあ、その可能性もゼロではないんですけど。

　でも、果たして、そんな単純な問題なのだろうか？

　考える俺の前、マキシは依然としてリビングの床に項うな垂だれている。

「ううう、ごめんなさい大門、ごめんなさい黒服の皆、ごめんなさいファンの皆、あたしが……このあたしの輝きが足りなかったせいで皆に迷めい惑わくを掛けてしまったのね……あたしったらノーシャイニングよぉ……」

『いやお前、そういうキャラはどうなんだ？』

　もう色々面めん倒どうくさいっていうか、それは映は見みのネガティブキャラと被っているんじゃないのか。後輩のキャラを奪っちゃあいけませんよ。

「ああ、こんな手紙を残して行ってしまうなんて、全てあたしが輝いていなかったからいけないのね……」

『手紙？』

「見せなさい」

「あうっ!?」

　沈み続けるマキシの手の中には、一枚の紙片が握られている。夏野が強引に奪ったそれは、確かに手紙。くしゃくしゃになった紙の中央には、ただ一文のみが簡かん潔けつに書かれている。




　探さないで下さい　　　　　　　　　　　　　　　　仏坂大門




　前言撤てつ回かい。

　大門さんは、連絡せずにいなくなったんじゃない。しっかりとメッセージを残した上でいなくなっている。さすがは大門さんだ、見た目通り、しっかりしてますね。問題は全く解決していないけど。

　ともかく、手紙に書かれている文字通りに受け取るならば。

『大門さんは自分の意思でマキシの元からいなくなった。そして探して欲しくないって。そういうことになるよな？』

「そうなるわね。つまり、あの白いのに愛想を尽かしたということね」

『うん、とりあえずそれは置いておこうか』

　しつこいな。まあ、平時であれば、確かにその可能性は考えられなくもない。

　しかし、今はちょっと状況が特とく殊しゆなのだ。

『こんな手紙がちゃんと残されてるってことは……それは、突発的にいなくなったんじゃないってことだよな。つまり、大門さんがいなくなったことには、何かしらの意味がある。つーか今の段階でいなくなるってことはひょっとして……』

「……この件にも、早崎ステラが……柊ひいらぎ菜な沙ずなが関かかわってるって言いたいのね？」

『ああ』

　柊菜沙。

　夏野の担当編集者である柊鈴すず菜なの姉。書しよ林りん社しやの副編集長にして、今回、早崎ステラを焚たき付つけただろう人物。あの生放送の時に、マキシ以外の邪じや魔まが入らなかったのも、恐らく菜沙が裏で手を回していたのだろう。

「成なる程ほど。確かに、あの白いのが挑戦を受けたのとほぼ同じタイミングで、大門が行方をくらませた。これを、流石さすがにただの偶然では片付けられないわね。たまたま中年男性を誘ゆう拐かいして、監かん禁きん愛あい玩がんするなんて事件が起こっていない限り」

『嫌過ぎるだろそんな事件』

　一体、どんな方向性の変態の仕し業わざなんだよ。難なん易い度どが高過ぎるだろうよ。

「じゃあ、中年男性が誘拐されて……地下で強制労働させられてるとか？　もしくは人身売買、人体改造……そうだ、人にん間げん椅い子すとか！」

『お前は中年男性に何か恨うらみでもあるのか？』

　それならまだ、マキシが愛想を尽かされた方が納得出来るよ。

　ともかく、図はかったようなタイミングでの大門さんの失しつ踪そう。その結果もたらされたマキシの落ち込みようと、黒服への連絡手段の喪失。それらが全すべて、菜沙の企たくらみによるものだとしたら。

『全部、マキシ陣営を弱体化させて、ステラを勝たせる為ための策略ってことだな』

　前回の紅葉もみじと真ま秀ほの一件でも、島をまるごと占せん拠きよするなんていう大掛かりな仕掛けを用意して来た奴らのことだ、人一人を誘拐するぐらいのことはやるかもしれない。

　しかし夏野は、どうにも腑ふに落ちない、というような顔で。

「……誘拐ねぇ。でも、この手紙にはご丁てい寧ねいに名前までしっかりと書いてあるわよ。本当に誘拐されたんだったら、こんなの書いている余裕なんてあるのかしら？」

『そんなの、無理矢理書かせられたのかもしれないだろ？』

「まあ、考えられなくはないけど。そもそも、あの大門がそう簡単に奴らの手に落ちるかしら。平へい安あん堂どうの九きゆう大だい天てん王のうに数えられるほどの手て練だれなのよ？」

『いや普通の編集者ですよね？』

　だから、十じつ傑けつ集しゆうとか九大天王って何なの？

　編集業と何か関係があるの？　今更だけどさ。

『つっても、実際に行方不明になってるんだからしょうがないだろ。これでもし、菜沙達が関係していないんだとしたら……』

「中年男性誘拐事件に巻き込まれたとしか説明が出来ないわよね」

『そっちかよ!!』

　マキシに三み行くだり半はんを突き付けた方じゃないのかよ。

「そうね、さすがにあり得ないことだとは思うのだけど……ん、また電話？」

　机の上に置かれていた、夏野の携けい帯たい電でん話わが鳴る。本日二度目の着信だ。普段、ほとんど使わない無用の長物になっているのに珍しい。

「……？」

『誰だ、また鈴菜か？』

　鈴菜だったら、大門さんの失踪について何かを知っているのかもしれない。というか、そもそも菜沙の行方についての調査を頼んでいたのだった。その報告だろうか。

「いえ、違うわ……」

　夏野は短く返事をすると通話ボタンを押し、通話を始める。

「……私よ。ええ、分かったから、ちょっと落ち着きなさい、ね？」

　穏やかな夏野の対応。それだけで、電話の相手が鈴菜ではないことが分かる。

　しかし、向こうの声が小さいせいで、相手が誰かまでは特定出来ない。

「……そう、分かったわ。家にいるから、すぐに来なさい。ええ、そう、ちょっと気になることもあるから」

　数度のやり取りの後、電話を切る。

　夏野は、何とも言えないような、微妙な顔をしていて。

『おい何だよ、何があったんだ？』

「……問題が起きたみたいよ」

『問題!?　まさか、またあいつらが現れたのか!?』

「だったらまだ良かったんだけどね。もう一つの方よ」

『はぁ？　何だよもう一つって……』

　夏野は、自分でも理解出来ない、というような表情のままで。

　それでも、言葉を選ぶように、口を開いた。

「中年男性誘拐事件……本当に起きちゃったみたいよ？」


　　　　　　　　



　電話からしばらく経った後。

　夏野の住むマンション『イマキュレット新しん稲いな葉ば』に、二人の来訪者が現れていた。

「せ、せせせせせせせせせ、せせせんぱいいいいい」

「お、落ち着いて映見。夏野さん、その、お邪魔します」

「あの、せんぱぱぱぱ、朝起き、パなくて、書き置き、のこ、不明、ママは、でも、桜さくらも、同じ、でででででででで」

「ほら映見、夏野さんのお宅に着いたから、ちゃんと落ち着いてよ、ね」

「うううううううう」

『……映見の奴。完全に言語機能がバグっているぞ、一体何があったんだ？』

　来訪者は、大おお澤さわ映見と本ほん田だ桜。

　少年のようなショートカットに、ツーブリッジフレームのメガネ。執しつ筆ぴつ戦せんとか集団催さい眠みん事件とか色々あった挙あげ句く、夏野と先輩後輩の契ちぎりを結ぶことになった新人作家『藤ふじ巻まき蛍ほたる』でもある、大澤映見。

　ポニーテールに、桜色のフレームのメガネ。本田書店の看板姉妹の姉の方で。頼りない父親に代わり、本田書店の経営のほぼ全てを担になっている、まさに次代の本田書店を支える逸いつ材ざいこと、本田桜。

　二人共、俺がまだ人間だった頃に通っていた東ひがし川かわ高校のクラスメイト。何だか、随ずい分ぶんと久し振りに会う気がするのは気のせいだろうか。つーか、久し振りに会ったクラスメイトがバグっているとか、どう対応したら良いのだろうか。古い電化製品じゃないんだから、丁ちよう度ど良い角度で殴なぐる訳にもいかないし。

「あわわわわわわわわわわ」

「二人ともいらっしゃい。映見、良いから落ち着いて話しなさい。何があったの？」

「わわわわわわわわわわわ」

　どうやら、先程夏野に電話をしてきたのは映見だったらしい。詳しく話すよう促うながす夏野だったが、しかし映見の方は依然としてパニクったままで、壊こわれかけのラジオのように同じ音を繰くり返かえし続けている。

「わわわわわわわわわわわ」

『おい、どうすれば良いんだこれ』

　まさか真っ当に声が出せなくなる呪のろいを掛けられた訳でもないだろうに。喉のどの通りをよくする蜜みつでも手に入れてこなければならないのか。

「しょうがないわね。桜、一体何があったの？」

「あっはい、えーと……」

　夏野は映見のことを諦あきらめ、隣で比較的落ち着いている様子の桜へと話し掛ける。いつも着ているピンク色のエプロンを外し、ベージュのカーディガンだけになっている桜は、若じやつ干かん戸と惑まどう様子を見せながら答えようとして。

「ひゃうんっ!?」

　しかし、それは突然の悲鳴によって中断させられた。

　すぐ横から聞こえて来た、可か愛わいらしい悲鳴。まるで、背中に冷たい水滴を落とされたかのような悲鳴の主は、大澤映見で。

「何があったの後輩!!　この輝く先輩であるあたしに何でも言いなさい!!」

「あ、あうっ!?　あううううううううう！！！」

　そして、悲鳴の原因は、秋月マキシだった。

　いつの間に復活していたのか、映見の背中に覆おおい被かぶさるようにしてくっついている。お前は子こ泣なき爺じじいかよ。

「うううううううう！！！」

「ちょっと後輩！　どうして、その黒いのに連絡したりするの！　まず連絡するのなら、この輝ける先輩ことあたしだって言っているじゃない！　あたしに相談してくれれば、いつだって、この輝きでいくらでも照らしてあげるんだから!!」

「ひ、ひぐううううううううううううう！！！」

「ってちょっと！　この前あたしが贈った衣装を着てないじゃない！　アイドルはいつでも戦せん闘とう態たい勢せいじゃないとダメだって言ったでしょ!?　ほら、予備の衣装もちゃんと準備してあるから！　今すぐ着なさい!!　なう!!」

「ひ、ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいい」

『滅め茶ちや苦く茶ちや元気じゃねぇか』

　映見に張り付いて顔のすぐ近くから叫ぶマキシと、突然背後から襲おそわれて更なるパニック状態に陥おちいる映見。

　大門達と連絡が取れなくなったことですっかり取り乱していたのに。後輩である映見が現れたことで、先輩としてのスイッチが入ったのだろう。誰かに見られている、という状況には敏びん感かんに反応する奴なのだ。

　つーかマキシさん、さっきまでのお前はまるでアイドルらしくなかったけど、それは良いのか。戦闘態勢どころか、完全にノックアウトされていましたけど。

　そんな二人の作家の狂乱に、一般人たる桜はおろおろするばかりで。

『どうすんだよこれ。完全に地じ獄ごく絵え図ずになってるぞ』

「はあ。全く、仕方がないわね。ほら駄犬、出番よ」

『え？　うぉあっ!?』

　夏野はため息交じりに、俺の腹部を下側からぐっと摑つかむと、そのまま高く持ち上げて、肩の辺りで構える。

『あ、あの？　夏野さん？』

　一体何をなさるおつもりなのですか？　いや、何となく想像は付くんだけど、でも、一応確認はしておきたいというか何というか。

「聞く耳持たない相手には、ショック療りよう法ほうが一番よね？」

『やっぱりか!?　ってか今の俺が一番ショックなんですけど!?』

　だってこの体勢から派生するあらゆる未来が、俺にとって悲劇なんですもの。何回タイムリープしたところで確実に失敗するって分かるんだよ。

　随分と高くなってしまった視界の先には、なおも、もつれ合ってぎゃーぎゃーと騒いでいる映見とマキシの姿。それに、こちらを驚おどろきながら見上げる桜。そしてすぐ隣を見れば、二人を一心に見つめる夏野の瞳ひとみ。

「さあ、準備なさい！」

『いや準備も何もないんだけど!?　とりあえず放そう、それから話そう!!』

「争いを止める為に身体を張る、誰かの為に身を捨てる、その意思こそを私は尊そん重ちようするわ。平和の為の号砲となりなさい駄犬！　そう、いわば犬の抑よく止し力りよく!!」

『じゃあお前が抑止されろよぉ!!』

　お前の行動が一番物ぶつ騒そうなんだよ！

　しかし。どんなに叫んだとしても。夏野を止められる人間など、どこにもいない訳で。

　だから、せめてこの後の悲劇を控えめにする努力をしよう。それが建設的な考え方というもの。こういう考え方が染み付いてしまっている自分が空恐ろしくなるけれど、今は気にしない。だって夏野なんだもん。

　このままでは、夏野霧きり姫ひめの持つ全力で投げられるのは間違いない。しかし、この小さな犬の身体、投げつけられる先にいる二人がクッションになってくれれば、そこまで悲劇的なことにはなるまい。ぶつかる二人には申し訳ないが、こっちだって必死なのだ。

「さあ、行きなさい！　犬キャノン!!」

『うおおおおおお手柔らかにぃぃぃぃ!!』

　口をしっかりと閉じ、衝しよう突とつの衝しよう撃げきに備える俺。

　しかし、夏野の動きは予想外のもので。

　夏野は俺を摑んでいた腕を半回転させたかと思うと、低い位置からアンダースローのフォームで優しく投げたのだった。

『ぃぃぃぃいいい、いい？』

　山なりの軌道。全身を包むのは、ふわりとした感覚。

　夏野といえど、人に向けて犬を全力投球する程イカレてはいなかったらしい。いや投げられたことには変わりないんだけど、結果としてマイナス三〇点くらいの被害で済んで良かった。全力で投げられるマイナス五〇〇点の結果に比べたら、ほぼ無害と言える。

　そのまま、普段よりも遙はるかに長い滞空時間を経て。

　結果として俺は、緩ゆるやかな軌道でそっと収まることとなった。

　マキシの、腕の中に。

『……ん？』

「……へ？」

　至近距離で向かい合う、犬とアイドル。

　青い瞳と、金髪が、視界の中で揺れている。

　じっとこちらを見つめて来る人と、それをぼんやりと見つめ返す犬。

「…………」

『…………』

　しばらく、時が止まったかのような沈黙が続いて。

「いいいいいいぬううううううう！！！！！！」

『ホア─────────ッ！！！！！！！！』

　次の瞬間、大声で叫んだマキシの手によって、床に叩き付けられた。




『ぐあああああああああ！！！』

「いーぬぅぅぅぅぅ！！！！！」

「か、和かず人ひと君!?」

『おおおおおう……』

　床に思い切り叩き付けられるという暴ぼう虐ぎやく。

　マキシの奴、未いまだに犬嫌い治っていなかったのか。過去のトラウマから犬が超ニガテなのは知ってるけど、そこまで嫌わなくても良いじゃないか。つーか、叩き付けるなよ。

　薄れ行く意識の中、こちらを心配そうに涙目で見つめて来る映見の姿が見える。

　良かった、映見はどうやら平静を取り戻したらしい。

　まあ、その代わりに、俺が平静から遠ざかって行くんですけどね。

　色々と、気になることはあるけれど。こうして今日も俺の意識は喪失するのである。

　使い古したＡＣアダプタくらいの頻ひん度どで断線する、俺の意識なのでありました、とさ。


　　　　　　　　



　目を覚ませば、そこは変わらず夏野家のリビングで。

　俺は、いつもの毛布を敷き詰めた寝床にて目を覚ますことになった。

「あらおはよう、駄犬」

『おはよう、駄人間。俺はどのくらい寝ていた？』

「何よその、深い事情により数年間眠り続けていた主人公みたいな言い方は。まあ、そこそこ時間は経ったけど。ええ、二年くらいね」

『二年!?』

「噓うそよ」

『心しん臓ぞうに悪い噓は止めてくれません!?』

　危ないところだった。本気で二年間眠り続けていたとしたら、俺はどれだけ多くの新刊を読み逃してしまっていたことになるんだよ。そんなの、絶望の底で絶望してなお余りある程の絶望だぞ。

　気を取り直してリビングの中を見回せば、映見や桜がいる。良かった、大した時間は経っていないようだ。せいぜい二〇分程度だろう、何だよ二年って。

　映見はどうにか落ち着いて、リビング中央に置かれた畳たたみの上で正座をしている。桜も、映見の横に座り、こちらを心配そうに見つめている。そういう当たり前の反応が嬉しい。

　マキシは、いない。

　どうやら、犬ショックのせいでどこかに飛んで行ってしまったらしい。どこの居い候そうろうオバケだよ。床に叩き付けられた恨うらみは、いずれ絶対に晴らさせてもらうからな。

　ともかく、主に俺に対して色々と悲劇があったけれど、ようやく話を訊きく体勢になったようだ。本当に、いつもここに来るまでが長過ぎるよね。

「全く、どうしてここまで手間が掛かるのよ」

『いやお前が事態をややこしくしたんじゃないのか？』

「まあ駄犬の戯たわ言ごとは置いておいて」

『おい』

「それじゃあ映見、説明してくれる？　何が、あったのかを」

　夏野に促され、映見は喋しやべり出だす。

「あ、はい。あの、今朝のことなんですけど……パパが起きてこなくて。それで、部屋に行ってみたら、こんな紙切れが置かれていて。どういう意味なのか、分からなくて」

　事件によるパニックと、アイドル出現によるパニック。両方のパニックが相殺され、結果的に我を取り戻したのだろう。映見は、いつも通りのおずおずとした様子で、Ｂ５サイズのメモ用紙を、畳の上のちゃぶ台に置いた。

　果たして、そこに書かれていた内容は。




　探さないで下さい　　　　　　　　　　　　　　　　大澤愁しゆう山ざん




「えっと」

『えっと』

　おかしいな、超デジャビュを覚えるんだけど。俺ってば、まだ夢の中なのかな？　あるいは本当に二年ばかり時間が経過したのかな？

「あの、今までパパがこんな手紙を残すことなんて、なかったんです。ひょっとしたら、何か事件に巻き込まれちゃっているんじゃないかって、心配で……」

　どうやら夢ではないらしいので、落ち着いて考えて行こう。

　署名は、大澤愁山。

　目の前にいる大澤映見の父親にして『歴史小説界の虎とら』の異名を持つ文ぶん壇だんの重じゆう鎮ちんだ。

　一時は、娘の件で夏野となんやかんや揉もめて、その結果として人間としての恥ち部ぶを盛大に晒さらすことになってしまった人物。個人的に、本人の素性を知らなければ良かった作家ナンバーワンである。

　そんな愁山が、残したメモ……いや、これは手紙か。

　目の前の手紙から読み取れるのは、一つの衝撃的な真実。

『……あの爺じいさんも、失踪したって言うのか？』

　これは、失踪した大澤愁山からの手紙だ。間違いない。

　しかし、その事実を、映見にどう説明したら良いのか。

　既に今日だけで幾度となくパニクり続けている映見なのだ。お前の父親が失踪しました、などと、軽々しく言えることではない。

「そうね。まあ、私が説明するわ。きちんと配はい慮りよして」

『……ああ、分かった』

　小声で俺だけに囁ささやいてくる夏野に任せることにする。映見には甘いところもある夏野だ、きっと上う手まいことやってくれるだろう。

　映見は、目の前のメモを見ながら、依然として心配そうな顔をしている。

「……良い、映見？　大事な話だから、良く聞きなさい？」

「は、はい！」

　夏野は映見の肩を両腕で摑むと、視線の高さを合わせる。その瞳に宿るのは、真剣そのものという色。そして、映見を心から想おもうような声音で。

「失踪の場合は、数年間保険金が入らないから大変かもしれないけど……」

『ってうおおおおおおい！！！』

　思わぬストレートパンチじゃないですか!!　配慮するって言ってなかったっけ!?

　お前は映見に何を突き付けているんだよ。映見のメンタルの弱さを甘く見るんじゃないよ。こいつは俺の生前、『図書室に隠した原稿が怪かい盗とうに盗まれたらどうしようかと思うと眠れない』などと深夜に電話して来たレベルだぞ。そのまま夜通し本について語り続けていたせいで、次の日は二人揃って寝不足でしたよ。

　と、夏野が鬼の形ぎよう相そうで振り向いた。

「映見と一緒に寝不足ですって。一体一緒に何をしていたのかしら、このエロ犬は？」

『気にするとこはそこじゃないよね！　つーか、お前の本について語ってたんだよ！　秋あき山やま忍しのぶの本！』

「そう、ならいいわ。二回斬きるだけで許してあげる」

『意味が分からない!!』

　つーか、ちゃんと話してやれよな。マジで。

「何よ、不眠犬。可愛い後輩に、現実についてしっかりと教えてあげようとしているんじゃない。失踪後、残された家族の生活について」

『噓だ！　だって超楽しそうな顔してるんだもん！　つーか、あのお漏もらしはわわ爺が失踪なんてしてる訳ない。だって本当に失踪するんなら、あんなふざけた、いかにもな手紙なんて残さないだろ。現実的に考えてさ』

　突然の事態に若干シリアスな感じで始めてしまったけど、失踪なんてある筈はずない。

　だって、あまりにもテンプレでお約束な文章なのだ。

　本気で心配してそうな映見には悪いのだが、どう考えても『べ、別に本当は探して欲しいなんて思ってないんだからねっ！』的なツンデレ風の書き置きだと思う。もしくは自分の家出先を明確に記した小学生の手紙だ。とてもとても、文壇の大御所が本気で書いた手紙とは思えない。

「べ、別にアナタを斬りたいんじゃないわ、ただ斬り殺したいだけなんだからねっ！」

『それツンデレじゃなくてサイコパスだからな』

「でも、実際にあのお漏らし爺はいなくなってるのよね。失踪が狂言だというのなら、何でいなくなったのかしら」

『いや、それは分からないけど……』

　あの爺さんの考えていることが分かった例ためしなんてないよ。

「あ、あのー、夏野さん？」

　と、悩んでいる俺達に、桜も話し掛けてくる。

「実はですね、映見のとこだけでなく、うちにもこんなものがあったんですけど……」

「何かしら？」

　桜が差し出したのは、映見の物と同じような一枚の紙。

　嫌な予感を覚えながら開いた、そこに書かれていたのは。




　探さないで下さい　　　　　　　　　　　　　　　　本田文ふみ夫お




「…………」

『…………』

　うん、どうしようか。

　署名は、本田文夫。桜の父親である本田書店の店長、通称オッチャンの本名だ。脳のう裏りに、オッチャンの柔和な笑顔が浮かぶ。どこか悲哀を秘めた、そんな笑顔が。

『オッチャン、ついに……やっちまったのか』

　確かにオッチャンは、本田書店の経営に対して、ほとんど役に立っている様子はなかった。家族からも、どちらかというと要らない子扱いされていた。

　でも、どんなに辛つらい環境だからって逃げ出すことはないじゃないか。悩みがあるのなら一度ぐらい相談してくれれば良かったのに。そりゃまあ犬だから相談はしづらいだろうけど。でも犬だって、相談に乗れることぐらいあるんだぞ。犬だけど。

「こら駄犬」

『なんだよ、真剣に考えていたのに』

「アナタ、さっき『本当に失踪するんなら、あんなふざけた、いかにもな手紙なんて残さない』とか、言ってなかったかしら？」

『……はッ!?』

　そうだ、こんなあからさまな失踪があってたまるものか。危ない、危うく信じてしまうところだった。いやだって、あのお漏らし爺はともかく、オッチャンが失踪って、こうシャレにならない感じがあるじゃないですか。リアル過ぎて笑えない。本当にやりかねないんだよ。

「うちのお父さんも、朝から見かけないなとは思っていたんですけど。部屋の机の上にこれが置かれていて。お母さんに聞いてみても、心当たりはないみたいで」

　桜が告げたのは、映見と良く似た話。

　つまりは。

『あのお漏らし爺とオッチャン、二人が同時に、同じような置き手紙を残して、いなくなったっていうのか？』

　流石にそれは偶然とは考えにくい。まさか、その二人が、示し合せていなくなったという訳ではないだろう。

　大澤愁山と本田文夫。東川高校に通う娘がいる、という共通点こそあるものの、桜と映見の話を聞く限り、父親同士に接点はないらしい。会って話をしたこともないという。

　消えた、大澤愁山と、本田文夫。

　そして、更に見過ごせないのは、そもそもの出発点。最初の失踪者。マキシのマネージャーである仏坂大門も同じく、『探さないで下さい』という書き置きを残して失踪しているということだ。

　大門さんに関しては、そもそもマキシ以外とは関わっていない。

　三人の失踪者の共通点となると、まるで見当もつかない。

　何もかも、分からないことばかりだ。

「正直気乗りはしないけど、一応、調べてみましょうか。映見をこのまま放ほうっておくのも気が引けるしね」

『ああ、そうだな』

　様々な問題が巻き起こる、この新稲葉という街。

　その遍へん歴れきの中でも、超ちよう弩ど級きゆうに妙な事件。

　中年男性連続失踪事件。

　どうやら今回も、妙なことに巻き込まれることになりそうだ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【イマキュレット新稲葉の警けい備び】……　最高級マンションであるイマキュレット新稲葉。オートロックに警備員や監視カメラの配備など厳重なセキュリティが敷かれている反面、住人の知り合い相手には緩いという致命的な問題も抱えている。特に若い女の子には弱く、玄げん関かん前まえまでは割とあっさり辿たどり着つける。大問題。






『……ふう』

　調査の為に新稲葉中を一回りした後、俺達は情報整理も兼ねて、新稲葉商店街の脇にある『丘の上公園』にて休きゆう憩けいを取ることになった。

　桜は本田書店の店番の為に戻ったので、俺と夏野と映見というメンバーである。

「……まさか、とは思ったけど」

『……まさか、本当に』

　調査の結果分かったのは、失踪していたのは、あの三人だけではないということ。

　俺達も良く知っている、スポーツジムの熱い奴こと、宗むな像かた腕わん力りきや。

　いつもトラブルをお届けしてしまうペットショップの主あるじ、アフロや。

　その他、ラーメン屋の店長三人衆だったり、クリーニング屋の店主だったり。

　この新稲葉に住まう中年男性達が揃って、同じような『探さないで下さい』という手紙を残して、消えていたのだ。

「中年男性連続失踪事件……まさか本当に起きるなんてね……」

『あぁ、世も末だな』

　呆あきれたような声を上げながらベンチに座る夏野の足下に、俺も腰を下ろす。

　悪い冗じよう談だんだとしか思えなかった事件は、あまりにも意味不明のまま、現実のものとなった。まるで現実が虚きよ構こうに浸しん食しよくされて行くかのような奇妙な事態に身震いしそうに……いや、そんな真ま面じ目めな話じゃあないよな。

　聞き込みの結果、確かに新稲葉の中年男性達の多数がいなくなっていた。今のところ、失踪者達全員に明確に共通しているのは『探さないで下さい』という、自筆での書き置きを残していること。

　そして、もう一つ。

『……どうしよう。ちょっと俺の口からは言いづらいんだけど』

「別に、いなくなってもほとんど困らない奴らばっかりだったわよね」

『おい』

　お前、俺があえて言わないでおいたことを。

　もうちょっと関係各所に配慮した発言を心掛けて頂きたいものです。デリケートな問題なので、オブラートに包んだ言い方で。

「別に、いなくなっても、すぐには困らない奴ばっかりだったわよね」

『だから、もっとオブラートに包んで!?』

　過ぎるよ。直球が過ぎるよ。お前のそれはオブラートじゃなくてティッシュペーパーとかじゃないの？　本音がドカドカ漏れていますけど!?

「ちゃんと『すぐには』って付けたじゃない。この見事な配慮、見習って欲しいわね」

『微妙過ぎる！』

　ザルにも程がある。何故そんなドヤ顔が出来るんだ。

　しかしまあ、夏野が言っていることは……えーと、出来る限り言葉を選びたいのだけれど、その通りだと言えなくなくなくもない。しばらくの間いなくなっても、何とか世の中は回っていけそうな人間ばかりが、失踪しているのである。

　それは、決して周囲から必要とされていないというだけの意味ではない。

　失踪した中年男性達は皆、自分が数日間失踪しても何も問題が起こらないように身辺を整理した上で失踪していたのである。

　例えば、自らが経営している店舗には代理の責任者を用意、もしくは長期休業の張り紙を残し。それ以外で失踪時に起こる可能性のある問題についても、事細かに対処方法を書き残していた。

　そんな、気味が悪い程の手て際ぎわの良さ。

　だからこそ、確信する。

『これは、計画的に起こされた事件だ』

　皆、一様に身支度を整え、同じ内容の手紙を残して失踪した。そんな偶然がある訳がない。必ず、裏で糸を引いている人物がいる筈だ。

『でも、一体何の為に……？』

　いなくなった人物達の共通項。それは今のところ、中年男性であるというだけだ。どういう目的があれば、そんな人間達を攫さらおうと思うんだろうか。

『まさか、本当に中年男性を狙ねらった強制労働やら人身売買の事件が起きてるって言うのか……いや、ないな』

　ちょっと冷静になろう。疲れているのかもしれない。

『おい夏野、どう思う？』

　思考を整理する為にも、ベンチに座る夏野に話し掛ける。

　これ以上、頭を中年という言葉に浸食されたくない。何をするにも、途中休憩が必要なのだ。読書だってそうだ、上手いことジャンルを組み合わせるのがコツ。

「そうね。私がまず気になるのは……」

　返事と共に、周囲に強い視線を飛ばす夏野。

　その迫力に、思わず気け圧おされそうになる。

「……映見がいないってこと、かしらね」

『えっ!?』

「……油ゆ断だんしていたわね。さっきジュースを買ってくるって公園から出て行ったけど、それっきり戻ってこない」

　辺りを見回すが、確かにこの公園に入るまで一緒にいた筈の映見の姿が見当たらない。

　まさか、失踪？　映見もまた中年男性だったとでも言うのか……いや落ち着け俺、そんな筈はないだろ。元クラスメイトの俺はどうなる。中年犬か？

「ひやぁううううううううううう！！！」

『──ッ!?』

　つんざくような悲鳴が、辺りに響き渡る。

　映見だ。ついさっきも聞いた悲鳴、間違えようがない。

「急ぐわよ!!」

『クソッ!!』

　悲鳴の聞こえた方向、公園の出口へと向けて駆け出す夏野。その背中を追って、俺も必死に駆ける。

　事態のバカさ加か減げんに、完全に油断してしまっていた。たとえどんな冗談みたいな状況だったとしても、事実として人が失踪しているのだ。油断して良い筈はなかったのに。

　もしも映見に何かあったとしたら、それは俺の責任だ。

『間に、合えッ!!』

　全身に鞭むち打うって公園の出口を抜け、細い路ろ地じへと出る。

　そのまま、道端に置かれた、赤い自動販売機の脇へ。

『──ッ!?』

　しかし、ようやく辿り着いたその場所で。

　俺の知っている、大澤映見は。

「ちょっ!?　後輩!!　暴れるんじゃないわよ!!　別に獲とって食おうって訳じゃないんだから!!　ちょっと、一緒に来てくれれば良いだけなんだから!!」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい！！！」

　マキシによって、羽は交がい締じめにされていたのだった。




『って、マキシかよ!!』

　まさかの再登場。マキシの仕業と分かった以上、別に焦あせることはなくなったのだけど、しかし勢い良く飛び出してしまった俺の身体が止まらない。しかも走りながらツッコミを入れたことで更に勢いが付いてしまった。これがツッコミの悲哀!!

　というか、このまま行くと。

『ぶつかるっ!?』

　このままでは、さっきの悲劇の二の舞になるのは、間違いない。

　犬嫌いのマキシの元に飛び込む俺　→　叫ぶマキシ　→　投げられる俺　→　そのまま地面にダンクシュート。

　はい、間違いなくそうなります。さっきはリビングの床の上だったからどうにか気絶で済んだけれど、ここはコンクリートジャングル。硬い地面がお出迎えだ。俺の繊せん細さいな身体はネギトロめいた物体へと変わってしまう。

　しかし。

『ぶべッ!?』

　俺の予言はあえなく外れた。飛び出した身体が、空中で何かに当たったのだ。

　俺の行く手を阻むように現れた黒く硬い絶ぜつ壁ぺき。それは、夏野霧姫の背中だ。

　マキシに当たることはどうにか避さけられたが、それでも痛いものは痛い。がつんとした衝撃が全身に響く。これがせめて夏野の身体の前面だったら、少しはクッションに…………ならなかっただろうな、うん。

「さて」

『ごめんなさい!!』

「まだ何も言ってないけど？」

『何を言われたとしても謝罪しますので!!』

　こういう危き機き回かい避ひ能力って大事なんですよ？　多分危機回避は出来てないけど。

　夏野はなおも怖い視線のままだったが、やがて大きく息を吐くと。

「お仕置きはちゃんと用意してあるから安心しなさい。まあ、それはともかく、これで事件解決ね。ほら、そこの誘拐アイドル、映見から手を離しなさい」

『……へ？　事件解決って？』

「何を呆ほうけた顔をしているのよ、呆犬。この状況を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃない。要するに、この白いのが中年男性連続失踪事件……いえ、この場合は中年男性連続誘拐事件かしら。ともかく、それの犯人よ」

『……へ？』

　言われてみれば、確かに今目の前で起きているのは完全なる誘拐事件だ。

　先輩と後輩という関係といえども、こうして天下の往来で背後から羽交い締めにするなど、常じよう軌きを逸いつしていると言わざるを得ない。映見も、大きな悲鳴を上げていたし、これぞまさに事件の現場といった感じである。

　しかしマキシは、突然の夏野の言葉に、状況を飲み込めていないようで。

「……はぁ？　中年男性連続誘拐事件？　黒いの、あんた何を言ってんの？」

「アナタが犯人の誘拐事件に決まっているじゃない。まさか、こんな近くに犯人がいたなんてね。それじゃあ大人しくお縄なわについてもらおうかしら」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

「だから何の話よ!!　何であたしが中年男性を誘拐しなきゃいけないの!!　そもそもあたしの方こそ大門がいなくなっているのよ!?」

「往おう生じよう際ぎわが悪いわよ、駄アイドル。それも全ては犯行を隠す作戦だったという訳よね。木を隠すならば森の中……盲もう点てんだったわ」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

「だから。そんな輝きの欠片かけらもない事件なんて知らないって言ってるでしょ!!　あたしはただ後輩に用があって、一緒に来てほしかっただけなんだから!!」

「ええ、良いわ。あくまでしらを切り通すつもりだというのなら、その身体に直接聞いてみれば良いんだから。ほら白いの、大人しくこのハサ次郎の錆さびとなりなさい。犯人は抵抗したからやむなく処刑したってことにしておくから」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

『ちょっと！　ちょっと二人とも落ち着こうか!!』

　映見が。映見がやばい。

　夏野とマキシは随分盛り上がっているようですが、このまま行くと映見が限界を迎えて破は裂れつしてしまう。

　とにかく、二人を止めようと割って入る。

『ほら、落ち着い──』

「何よ!!　アイドルを舐なめていると、シャイニングデモリッションビームで吹き飛ばすわよ!!」

「あら、そっちがその気なら、次元抜刀ハサ次郎で細切れにしてあげようかしら」

『無理だな!!』

　あのまま二人の間に入っていたら、訳の分からない必殺技を双方から食らってどうにかなってしまうところだった。大人しく離れて、映見をなだめることにしよう。




　結局、三人が落ち着くまで一〇分程掛かった。

「ふう、疲れたから駄犬を斬って落ち着くとしますか」

『どういうリラックスだよ!!』

　落ち着いた途と端たんにこれなのかよ。

『つーかさ、マキシが犯人っていうのは流石に無理があるんじゃないのか？』

「へえ、理由は？」

『だってさ、早崎ステラからあんな風に生放送で、喧けん嘩かを売られた訳だろ？　マキシにとって負ける訳にはいかない勝負の真っ最中なんだぞ。そんな大切な時に、中年を誘拐し続けるだなんて良く分からないことをやっている暇ひま、いくらなんでもないんじゃないのか？』

「続けなさい」

『それに、本当に中年男性を誘拐するのなら、マキシは自分で動かずに黒服の力を借りるだろ、そんな噂うわさも証言もなかったじゃないか。まさかマキシだけでそんな、中年男性を大量に連れて行くなんてことは出来ないぞ』

「私なら出来るけどね」

『何でそこで対抗意識を燃やすの？』

　出来るのかよ。じゃあお前が犯人ってことになるんだけど、それで良いんですか？

「そう、次は読書犬連続失踪事件かしら」

『俺しかいないから連続は無理です!!　それにさ、こう言っちゃ何だけど。マキシに、あんな手際良く失踪させるなんて出来っこないだろ。基本、こいつはパワータイプなんだから。大門さんがいるんならともかく。あの人がいない今、マキシにそんな細かいことが出来るとは思えないぞ？』

「……成程。確かに、駄犬の言う通りね」

　夏野は、俺に向けたハサミをホルスターに収めながら頷くと、マキシに声を掛ける。

「良いわ、白いの。アナタの、中年男性連続誘拐事件の容よう疑ぎは晴れた」

「あ、当たり前でしょ！　このあたしがそんな輝かないこと、する訳ないじゃない！」

「ええ。それについては取り下げる」

　喋りながら、夏野はゆっくりと前に進み、マキシに近付いて行く。

　しかしその目は、いまだ獲え物ものを見つめている、そんな目で。

「で？　じゃあ何で映見を連れて行こうとしていたのかしら？」

「……へ？」

　夏野は、なおも、マキシに食らいついていくのだった。

「中年男性の失踪に関してはまあ、どうでもいいわ。世間の中年男性よりもよっぽど価値のある映見を連れて行こうなんて、それは中年男性連続失踪事件以上の事件ってことになるんだけど？」

『いや、そういうことはあまり言わない方が』

　重要な中年男性だっていますよ。いや今回いなくなった中年男性も、それぞれ大切な中年男性だけどさ。多分。

「ほら、そこの所、ちゃんと言いなさいよ。何で映見を連れて行こうとしたの？　映見に何の用事があったの？」

「そ、それは……」

　そんな夏野の、強引なまくし立てに、マキシはすっかり気圧されている。どうやら、映見をどこかに連れて行こうとしていたのは図星らしい。まあ、さっき言ってたしね。

「言えないの？　言えない事情があるというの？」

「こ、これはただの先輩後輩のスキンシップで……ていうかあんた！　中年男性連続失踪事件って何よ!?　ひょっとしてそれ、うちの大門も関わってるんじゃないの!?」

「あら、そんなに中年男性に興味があるの？　スキンシップって、一体どんなスキンシップをするつもりなのかしら？」

「スキンシッ……!?　バッ!?　ぐっ！　こ、この!!」

　無理矢理に話を変えて逃げようとしたマキシ。しかし、あえなく撃げき沈ちんした。

　夏野の反撃に、マキシの顔が目に見えて真っ赤に染まる。

「あらあら、そんな真っ赤になっちゃって。折せつ角かくの白い服が台無しよ。一体何を想像したのかしら。このエロアイドル様は」

「う、うるさい！　黙りなさい！　あたしはまだ新品なんだから！　純白に輝いてるんだから！　こ、このエロ作家！」

　あの、そういう話も出来れば止めた方が良いのではないだろうか。公衆の面前なんだし、一応国民的なアイドルなんだよね？

「まあ、中年男性のことはこの際どうでもいいわ。別に大きな問題でもなさそうだし」

『おいコラ』

　いくら何でも、どうでもいいってことはないだろうよ。中年男性の皆が可か哀わい想そうだろ。もしかしたら、何か国家的な陰いん謀ぼうに巻き込まれているのかもしれないじゃないか。

「分かった。それじゃあ、分担しましょう。駄犬、アナタは中年男性連続失踪事件の方。私は映見の方を追いかけるとするわ」

『ごめん皆、頑がん張ばってくれ』

　どちらかを選ぶのなら映見一いつ択たくだよ。中年男性よりは女子高生。それが世界の選択だ。

　うん、多分大丈夫だろう。ペットショップ『ＩＧＧＹ』のシャッターには、アフロの文字で『しばらく休業します』という張り紙が貼はられていた。しばらく、ということは、いずれ帰ってくるという意思があるということだ。なら何も問題はないじゃないか。

「よし、話は付いたわね」

『まあ、多分に欺ぎ瞞まんを含んではいるけどな』

　見上げた青空に、オッチャンやアフロがサムズアップしている姿が見えた気がする。

「それじゃあ白いの。いいえ、この女子高生誘拐犯！　いったい映見をどこに連れて行こうと言うのかしら？　ほら、チャッチャと吐きなさい!!」

「な、何よ!?」

　マキシに向けて踏ふみ出だす夏野。

「まあ、見当は付いてるけどね。どうせ、早崎ステラとの勝負、『アイドルライブロワイヤル』に映見を関わらせようと言うんでしょ？」

「うっ!?」

　図星だと言うように、マキシの顔色が変わる。

「いなくなった大門の代わりでもさせるつもり？　それとも、まだ映見をアイドルの道に進ませることを諦めてないのかしら？　どちらにしろ、映見は私の後輩でもあるんだから。アナタの勝手にはさせないわよ」

　更に近付く夏野。一歩近付く度に、夏野の迫力が増していく。

　その手は、太もものホルスターに伸ばされていて。映見を羽交い締めにしているマキシは、夏野から逃げることは出来ない。

「ただ、条件次第では、見逃してあげても良いわよ？」

『……へ？』

「……へ？」

　俺とマキシ、疑問の声が重なる。

「アナタが勝負するあの番組、確か観かん覧らん席せきがあったわよね。それのチケットで手を打つわ。随分な高倍率とは聞いているけど、出演者なら都つ合ごう出来るわよね？」

「……そりゃ、そんな物ならいくらでも手に入るけど……何よ、どういうつもり？」

「別に、ちょっとしたヤボ用よ。それで、返事は？」

　映見を間に挟んで、夏野とマキシが向かい合う。

　ぶつかり合う視線の中に含まれる意図は、何か。

「分かった。一番輝いている席を用意してあげるわ。一枚で良いの？」

「ええ。うちの犬も連れて行くから、そっちの手筈もよろしくね」

『……え、俺も行くの？』

　まあ、マキシの勝負自体は確かに気になるけど、でもわざわざテレビ局まで行かなくても。テレビで観みてれば……はい、ごめんなさい。行きます。睨にらまないで下さい。

　マキシは、俺の方を一度怯えるような目つきで見つめると、すぐに夏野に視線を戻し。

「交渉成立ね。じゃあ、映見は借りてくわよ」

「ええ。少しぐらいなら、曲げても良いわよ？」

『いや、駄だ目めだろ曲げちゃ』

　こうして、本人の意思など何も介在する間もなく。成立してしまった取引。

　果たして、映見はどんな目に遭あうことになるのか。頑張れ映見。負けるな映見。

　ちなみに、マキシに羽交い締めにされていた映見は、夏野の迫力によって、かなり早い段階からすっかり魂たましいが抜け落ちていたのであった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【お仕置き・その16】……　仰あお向むけにした対象の腹部を刃物の腹で優しく撫なでる。何度も撫でる。たまに刺す。通称オペ。人間にやったらＤＶになっちゃうので、素人しろうとには絶対にお勧め出来ない。お医者さんごっこならＯＫ。


















　　　六月　六日






『おお……』

　目の前に広がるのは、大きな空間。

　頭上には、大小様々の照明器具が設しつらえられており、周囲を明るく照らしている。

　どれもこれも、初めて見る光景。画面越しにこそ知っているものの、こうして実際に見ることは初めてのもの。今回、マキシによって招しよう待たいを受けなければ、一生縁えんがなかったかもしれないそんな場所に、俺はいる。

　南なん海かいテレビ局内にある撮さつ影えいスタジオ、その場所に。

『……凄すごいな』

　それしか言葉が出て来ない。

　俺自身がテレビに出演して何かをやる訳でもないのに、それでも、武む者しや震ぶるいをしてしまう。それくらいの迫力が、この場所にはある。煌こう々こうと輝くライトの光が、ここが日常とは全く違う場所なのだと、そう感じさせる。

　スタジオの中央に堂々と鎮ちん座ざしているのは、視界いっぱいに広がる程の巨大なセットだった。バスケットボールくらいは出来そうな、広いステージ部分。その後ろには、天てん井じようにまで届きそうな高さの書き割りが存在している。

　まるで、中世の闘とう技ぎ場じようめいた空間。そこが、アイドルが活かつ躍やくするステージ。

　そんなステージに対面する位置に組まれているのは、観客席。

　スタジオの後ろ半分ほどを占める観客席には、既に多くの観客達が座っている。その数は、軽く数百人を超えている。千まで届いているのかもしれない。

　まだ勝負が始まっていないにもかかわらず、観客席は熱気に溢あふれていて。今回の勝負が、いかに注目されているのかが分かる。

「あぁ、ここね。ほら駄犬、こっちに来なさい」

『おう』

　夏なつ野のが、番組スタッフから指示された席に座り、俺もその隣に腰を下ろす。首から提さげられたＩＤカードがこそばゆいが、番組が始まるまではこの場所から動かないよう指示が出されている為ため、下へ手たに動き回ることも出来ない。

「こういう所には初めて来るわね」

　夏野もまた、このような状況には慣れていないのだろうか、物もの珍めずらしげにスタジオ内を見回している。

「まさか、こんな風にしてテレビに関かかわるようなことになるなんてね」

『お前の方は、ニュース番組に出る可能性はあったんじゃないのか。主に暴行事件の加害者としてさ』

「今からなら、夜のニュースには間に合うわよね？　被害者として関わってみる？」

『止やめて！　全国区で映したらいけない映像になっちゃう！』

　ここで問題を起こすのはマズいので、絶対に止めて下さい。絶対だよ？　言っておくけど、これフリじゃないからね？

　抗こう議ぎの意味も込めて、辺りを見回す。観客席の横側から裏側、ライトの当たっていない部分では、スタッフと思おぼしき人たちが忙せわしなく動いている。そう、番組が始まる前から、彼らの仕事は始まっている。カメラには決して映ることのない、裏方の部分だ。

　更に、俺達のいる観客席と、ステージのその中間に存在するのは、テレビ局としての象しよう徴ちよう。何台も設置されたテレビカメラが、ステージを囲むように目を光らせている。

　いくつもの機材。何人ものスタッフ達。

　そして目には見えない、沢山の熱と期待。

　それら全すべてが、一つの番組を作り上げるという目的に向かって協きよう働どうしている。

　そう、ここは、俺の知らない戦場。

　作家が己の腕を振るう、その場所と同じように。

　読者が己の読書欲をぶつける、その場所と同じように。

　ここもまた、誰かの意地と覚悟がぶつかり合う、戦場なのだ。




　さて、何な故ぜ俺達がここにいるのかというと。

　それは映は見みの基本的人権を犠ぎ牲せいにした交渉の結果、マキシからこの席のチケットを入手したからで。しかし、その目的は、決してマキシ達の勝負をこの目で見たいから、というだけではなく。

「……ざっと見回したところ、あいつらの姿は見えないわね」

『ああ。いないな』

　俺達の真の目的、それはこのアイドル勝負『アイドルライブロワイヤル』のどこかで、必ず現れるだろう、柊ひいらぎ菜な沙ずなを見つけることだ。

　テレビ局までもを巻き込んだ今回の勝負、周囲に対する影響の規き模ぼだけで言えば、監かん獄ごく島とうの時とは段違いだ。今まで行方ゆくえを眩くらませてきた菜沙も、必ずどこかで姿を見せる筈はず。そこに接触し、その場で向こうの真意を問い詰める。多少暴力的手段を用いても、だ。

　今までは、全てあちら側に振り回されてきた。

　いい加か減げん、こちらからも攻めて行かなければならない。

　番組開始前、夏野と一緒にテレビ局の中を一通り回って探したが見つからず、マキシの楽屋に行って確認するも、接触はしてきていないとのことだった。

　俺達と同じく、観客席にいるかと思って、グルッと見回したものの、そこにいたのは、秋あき月づきマキシと、早はや崎さきステラ、それぞれのファン達で。

「マキシ様とステラちゃん、どっちが勝つかなぁ」「そりゃ勿もち論ろんマッキーだろ。何言ってんだ」「おっと聞き逃せないな。僕のステラが、あんな光モノに負けるって言うのかい？」「光モノぉ？　あんな色気も何もないようなイロモノに俺達のマキチーが負ける筈ないだろ」「イロモノだと？　これだから見る目のない奴は。ステラは本格志向なんだよ」「そうだ、あの色気のなさが逆に素す晴ばらしい」「確かに、非凡なものを感じるでござるよ。何かの切っ掛けで一気にブレイクするやも」「私のお姉様になって欲しい」「うちの子の嫁よめに来て欲しい」「やっぱりマッキーがナンバーワン!!」

　などと、自分達が愛するアイドルのことを実に楽しそうに語り合いながら、勝負が始まるのを今か今かと待ち望んでいるようだ。

『そういや鈴すず菜なは？　菜沙の行方を追ってるんじゃないのか？』

「ああ、あのドＭからは何の連絡もないわ」

『まだなのかよ。あいつ、本当に探しているんだろうな？』

　あえて探さないことで、後々キツいお仕置きを望んでいるとかじゃないだろうな。ありそうで嫌だ。

「そこは問題ないわよ。見つからないごとに優しくするって言ってあるから。この前、労ねぎらいの意味を込めて菓か子し折おりを贈ったら、死にそうな声で電話が掛かってきたわよ」

『相変わらず良く分からない人間関係ですね』

「あ、その時に一応、中年男性連続失しつ踪そう事件についても調べるよう言っておいたわよ」

『ああそれ、覚えてたんだ』

　良かった。あれから一度も口にしなかったので、本当に『どうでもいい』扱いされて忘れられているのかと思ったよ。

　あれ以降、失踪する人間が増えることはなかったが、失踪した中年男性達は未いまだに戻って来ていない。とりあえず、当面何か問題が起きるという訳でもないので、完全に放置されてしまっている。不ふ憫びんすぎるだろ。




「誰か出て来たわね。そろそろ始まるのかしら」

　色々と話しているうちに、時間が経たってしまっていたらしい。しかし未だに、菜沙は姿を現さない。だったら、ひとまずはマキシ達の勝負の方に集中するとしよう。勝負の途中で乱入してくる可能性もあるからな。

　夏野に促うながされて見たステージ上では、サングラスにセーターを肩に掛けて胸元で結んでいるという、お前何年前のトレンディドラマから抜け出して来たんだよ、という感じのディレクターが、これから始まる番組の内容と、進行についての説明をしている。

　藤ふじ井い寺でらＤと自己紹介していたが。しかし、彼の説明は業界用語があちこちにちりばめられまくっているせいで、正直分かりにくいことこの上ない。何だよ、ジオスタでドルアイのトルバって。ザギンでシースーなのか。日本語で喋しやべってくれよ。夏野は、成なる程ほど、という形で頷うなずいているのだが、お前まさか業界人だったのか。

　とりあえず、聞き取れた内容を要約してみるに。

　この『アイドルライブロワイヤル』という番組は、アイドル同士が、お互いの知力・体力・時の運、そして何よりアイドル力を駆く使しして、五番勝負で争いを繰くり広ひろげるという内容の番組である。

　五番勝負のお題は、毎回ランダムに決定される。その内容はクイズだったりスポーツだったり料理だったりと多た岐きに渡り、単純なアイドルとしての資質ではなく、運も含めた多くの分野において優劣を競きそうものである。そんな五番勝負を行い、先に三勝をあげた方が勝者となり、栄えい誉よを得るのだ。

　アイドル対決番組『アイドルライブロワイヤル』。

　その闘たたかいに勝利することで、得られる栄誉。

　それは、アイドルにとって、生命線とも言えるもの。

　ゴールデンタイムに放映されているとある人気番組の、レギュラー出演権だ。

　普段は本を読んでばかりの俺ですら知っている程の超人気番組のレギュラーである。

　現在の芸能界には、それこそ星の数ほどのアイドルが存在している。アイドル戦国時代とは良く言ったものだ。だが、対照的に、そんなアイドルが出演することの出来るテレビ番組の数は限られてしまっている。

　彼ら、彼女達の中には、テレビに映るだけでやっと。一ヶ月か二ヶ月に一度、数秒テレビに出演出来れば上出来、というような立場の零れい細さいアイドルが、星の数ほどいるのだ。

　しかし、そんな零細アイドルとは対照的に、人気アイドルも勿論存在する。

　例えば、昼間の帯番組にレギュラーを持つアイドル。あるいは、ゴールデンタイムに自身の名を冠かんする番組を持つアイドル。テレビを点つければいつでもそこに映っているような、圧倒的な知名度と、アイドル力を誇ほこる国民的アイドル。

　零細アイドルと、国民的アイドル。両者の間に横たわる差が、果たして何によるものなのか。それを一言で答えることは難しいだろう。

　ただ、分かることは一つ。零細アイドルだろうが、国民的アイドルだろうが、この闘いに勝利すれば、確実なチャンスを手に入れることが出来る、ということだ。あらゆる問題や準備や立場を飛び越えて、国民の視線を、独占することが出来るのである。

　実際、この『アイドルライブロワイヤル』の勝利によってレギュラー出演を決め、そこからブレイクしたアイドルもいるらしい。

　機会に恵まれず、燻くすぶり続けているアイドル達にとっては、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。自らを売り込む上で、最高の舞台となる場所。多くのアイドルの意地が激突する、その場所。

　それこそが、この『アイドルライブロワイヤル』なのである。

　とはいえ、当然ながら。うまい話には、裏がある。

　一見して、正々堂々とした争いのように見えるのだが、勿論、敗者にリスクが存在しない訳ではない。それは、いわゆる罰ばつゲームというような、目に見えた形で存在するものではないが、だからこそ厄やつ介かいな代しろ物もの。

　この『アイドルライブロワイヤル』から輩はい出しゆつされたアイドル達の影響もあり、この番組は現在では多くの視聴者を獲かく得とくしている。

　それは、それだけ勝者になったアイドルに注そそがれる視線が多いということであり。そして同時に、敗者に対しては明確な『敗北』の烙らく印いんが押されることになるのだ。

　アイドルとは、自らのファンを前にして輝く者。

　アイドルとは、ファンを輝きで照らし、そのファンと共に輝く者。

　ファンがいなければアイドルは成り立たない。良くも悪くも、人気が全てなのである。

　だとしたら、全国規模の放送にて、明確な『敗北』を与えられたアイドルの人気はどうなるのか。勿論、敗れたアイドルの姿を見たからといって、すぐにファンを辞やめるという者は少ないだろう。しかし、その光景は澱おりのように心に溜たまり、いつしか『失望しました、ファン辞めます』という結果に辿たどり着ついてしまうこともある。実際に、ここでの敗北がきっかけで、アイドルを辞めることになった者もいるという。

　勝者はチャンスを手にし、敗者は全てを失う危険性を持つ。

　それが、この『アイドルライブロワイヤル』の本質なのだ。




『……ってこのリスクって、マキシの方は一方的に払うだけだよな？』

「まあ、そうね」

　ステージ上の藤井寺Ｄの説明を聞きながら、何とか状況を理解して思ったこと。

　今回、秋月マキシは相手の、早崎ステラの挑ちよう発はつに乗って、この番組に出ることになってしまった。しかし本来ならば、マキシはそんな危険な真ま似ねをする必要はない。マキシと来たら、既に押しも押されもせぬ人気アイドルなのだ。わざわざ、負けた時にリスクのある勝負を受ける必要はない。

　しかしこうして実際、マキシが出演を了承してしまった以上、後戻りは出来ない。

　普段は出演しないような人気アイドル、秋月マキシが出るということで、番組もかつてないほどの盛り上がりを見せているらしく、スタッフの顔にも強い緊きん張ちようが浮かんでいる。実際、この番組の観かん覧らんチケットに関しても、相当な倍率だったと聞く。

「大だい門もんがいたら、止めていたでしょうけどね。いや、案外いてもいなくても変わらないかしら。ちょっと挑発するだけで、あの駄アイドルは乗って来るでしょうし」

『まあ、マキシの性格上、そうなるよなぁ……』

　マキシさんったら、売られた喧けん嘩かを言い値で買うタイプですもの。まあ、それだけ、自分に自信があるということだろうが。

『でも、マキシに分ぶがある勝負だよな、これは』

「まあ、そうね」

　何せ、トップアイドル。

　何せ、秋月マキシなのだ。

　多くの経験を、努力を、覚悟を、マキシはアイドルとして積んできた。対戦相手であるステラよりも、確実に多く。アイドルとしての経験値が、大きく開いている。そんな人気アイドル、秋月マキシが、負ける筈がない。

「でも当然、あの学ランだって、無策で挑いどむようなことはしない。もう一段の策があるということでしょうね」

『確かに、一体何を考えているんだろうな』

「だけどここはテレビの、しかも生放送の真っ最中よ。下手な仕掛けは打てないと思うんだけど……と、そろそろ始まるみたいよ」

『ああ、いよいよだな』

　俺の言葉と同時、スタジオ内のライトが一旦落とされる。

　この場にいる誰もが黙り込んで、スタジオが一瞬の静せい寂じやくに包まれる。

　ついに、秋月マキシと早崎ステラの闘い。

『アイドルライブロワイヤル』が始まるのだ。


　　　　　　　　



　ライトオン。

　スタジオ内が、再びの光量に包まれた。先程までは誰もいなかったステージの上に、誰かが立っている。

「はい、皆さんこんにちはー!!」

「「「こーんにちはー！！！！！！！！！」」」

　恐らく、この番組の進行役となる司会者だろう。彼女は、手慣れた様子でカメラと、そしてカメラの向こう側にいる観客達に向かって笑みを浮かべ。

　そして、番組を始める為の声を上げる。

「さあお待たせしました！　『アイドルライブロワイヤル』、そのスペシャルプログラム!!　今回の対戦者は互いに、アイドルにして作家という、異色の経歴の持ち主！　果たしてどんな戦いで魅みせてくれるのか、今から楽しみですわね！」

「「「はーい！！！！！！」」」

「それでは、アイドルとアイドルが、互いに鎬しのぎを削る『アイドルライブロワイヤル』、開幕です、わ!!」

「「「ウオオオオー！！！！！！」」」

『…………おい』

「…………ええ」

　観客席にて巻き起こる、地鳴りのような声せい援えん。

　それは、声だけでこのスタジオを物理的に破壊してしまいそうな勢いを持っている。

　しかし今、俺達が気になるのは、そこではない。

「わたくし！　この番組のスポンサーたる水み無な川がわグループの、その後継者たるわたくし、水無川真ま秀ほがこの闘いを、余すことなくお送りしますのよ!!」

「「「ウオオオオー！！！！！！」」」

　ステージの端に設置された、司会者用のスタンドテーブル。そこで、視聴者と観客達を煽あおるようにして、真っ先に自己紹介を済ませたのは、俺達の良く知る人物だった。

　水無川真秀。

　先日、監獄島でのひと悶もん着ちやくの際に出会った作家だ。

　一緒に空を飛んだり、一緒に墜つい落らくした間柄である。あの時は、令れい嬢じよう然ぜんとしたドレスを着こなし、執しつ事じを隣に置いて、武装図書館を駆く使しして島を占せん拠きよするという、とにかく破は天てん荒こうで、規格外な人物だった。

　そんな真秀が告げた『水無川グループ』。国内の大企業として聞き覚えのある名前だ。真秀が所有する、異常なまでの書籍数と異常な図書館は、大企業の力が後うしろ盾だてとなっているのだろうか。また、この人気番組『アイドルライブロワイヤル』のメインスポンサーを務めているということ、あまつさえテレビ的には素人しろうとである筈の真秀を、司会者として捻ねじ込こんで来たことからも、その力の程は窺うかがえる。

「もっと！　もっとですわ！　盛り上がりが足りないですわよ！」

「「「ウオオオオー！！！！！！」」」

　真秀は、しかし素人らしからぬ振る舞いで、観客達のボルテージを上げて行く。

　テレビ的に考えて、その行動が正しいのかはともかく。元よりその所作は洗せん練れんされており、基本的に堂々としていて、ドレスのような派は手でな格好も似合っているのだから、ステージ映ばえするのは確かなんだけど。

　でも、友達いないんだよな。

　でも、ポンコツなんだよな。

　でも、いつも執事にいじられているんだよな。

　本当にもう、色んな意味で残念な人なんですよね。

　つーか、さっき後継者って言ってたけど。大丈夫なのか、水無川グループ？

「……全く、何をやっているのかしら。あの駄だ嬢じよう様さまは」

『何だよ、その昔の偉い人みたいな呼び方』

　崇あがめているのか、バカにしているのかどっちだよ。まあ、高確率で後者だろうけど。

「さあ、いよいよスタジオも温まって来ましたわね!!」

　そんな真秀は、いよいよテンションが上がっているご様子。まるで、自分が主役であるように堂々と振る舞っているが、まだメインの二人は出てきていないんですよね。お前メインじゃないんだよ。せいぜい前説だからね？

「ええ、これこそはわたくしの為のステージ!!　こんな煌きらびやかな舞ぶ台たいこそ、このわたくしに相応ふさわしいというものですわ！　それでは折せつ角かくの機会ですし、ここで先日発売された、わたくしの新作『唯見黒翼在天涯ただみるこくよくのてんがいにあるを』のご紹介をさせて頂きますわ!!」

『まさかの宣伝!?』

　流石さすがに自由すぎるでしょうよ。公共の電波を何だと思っているの!?　まだアイドルとしても活動しているとかで、新曲の紹介とかならともかく。いや、作家でアイドルの人ってこの後、二人程出て来る予定だから、そんなことされたらそれはそれで困るんだけど!!　ああもう、ここからだとツッコミが遠過ぎる！

「私が行って、止めて来ようかしら」

『止やめて！　放送事故になっちゃうから!!』

　歴史上に残る大惨事になっちゃうから！

　ともかく、ステージ上で暴走を始めそうになる真秀に対して。

「おーいご主人、その辺にしておけよ」

　ステージの外から声が届く。俺達がいるのとは反対側の観客席の最前列。そこから真秀に向けてヤジを飛ばしたのは、どこか聞き覚えのある声の持ち主。

　その声の持ち主とは、汐しお待まち佑ゆう斗と。

　監獄島にて俺達と争うことになった、水無川真秀に仕えるニンジャ執事の少年だ。

「自じ重ちようしろよー。ここはご主人のステージじゃないんだぞー」

「わ、分かっていますわ!!」

　佑斗は、ステージ上の主人に向けて叱しつ咤た激げき励れいとも取れるヤジを元気に飛ばしている。どうやら、あの監獄島にて脳天にカラスが直ちよく撃げきしたことに対する後こう遺い症しようはなさそうだ。良かった、本当に良かった。

「昨日も一人で、庭の虫くんや葉っぱくんに向けて本の紹介をしていたけど。ご主人の本はそもそも、そういうあらすじの紹介には絶望的に向いてないんだから諦あきらめなよー」

「ゆ、佑斗！　そ、それをこの場で言わないでくれます!?」

「あ、そうか。犬のぬいぐるみもいたっけー？」

「そ、そこを訂正しなくてもよろしいのよ!?」

　そんな、真秀と佑斗のやり取りに、観客席からは笑いが漏もれている。どうやら番組の一部として捉とらえられているようだ。ひょっとしたら、本当に前説と思われているのかもしれない。

「ああもう、分かりましたわ！　このわたくし、涙を呑んで、この先の司会をバッチリ務めさせて頂きますわ！」

「いや、当たり前のことだけどな。主役じゃないんだからご主人はー」

「そこ！　うるさいですわよ!!」

　観客席の佑斗を一いつ喝かつすると、真秀は、司会用のスタンドテーブルに陣取る。

　瞬間、司会席周囲の照明が一旦落とされた。

「それでは、まずは今こ宵よいバトルを繰り広げる二人の紹介ですわ！　まずは一人目！　下しも手て側より、登場ですわ!!」

　真秀が、手を大きく広げて指し示したステージの下手側。セットに作られた扉に向けて、何重ものスポットライトが浴びせられる。開かれる扉。皆の注目が集まり、スモークが焚たきあげられる中、扉の奥から堂々とした様子で人影が現れる。

　それは、今日の戦いに臨のぞむアイドル。

　あの日、俺達の前に現れた乱入者。

「みんな！　今日は来てくれてサンキュー!!」

　早崎ステラが、大きく手を振りながら、ステージ上に登場したのだった。




　スポットライトの中に浮かぶ、早崎ステラ。

　その衣装は、黒を基調とした、いわゆる学ランと呼ばれる学生服。初めて見かけた時と、そしてマキシに挑戦状を叩たたき付つけた時と同じ学ランだ。やっぱり、女性アイドルが着る服ではないように思える。つーかそもそも女性が着る服でもないのだけど、しかし長身で中性的な顔立ちをしているステラには、妙に似に合あっている。

「やる気も最大ですわね!!」

　早速、司会の真秀は、ステラに近付いてインタビューを始める。

「さあステラさん、意気込みの方聞かせて下さいませ!!」

「フフフ、秋月マキシの伝説も今日で終わりさ」

「あらあら、これは頼もしいお言葉！　何かこう、わたくしがやられた分もついでに晴らしてくれると助かりますわ!!」

「今日のこの舞台の為に鍛きたえ上あげて来た俺の力、存分に使わせてもらうぜ！」

「やりましたわ！　見ていなさい！」

　うん。とりあえず、そこの駄嬢様は黙れば良いと思います。いちいち、ステラと同じようにドヤ顔をしてみせるのも腹立たしい。よし、後で夏野さんに何とかして貰もらおう。

　まあ、駄嬢様の方はいい。

　今問題なのは、ステラの方だ。

　おおよそ、アイドルの衣装とは思えない学ランを着て。更には、一人称が『俺』という、どこまでも異色な新人アイドル、早崎ステラ。

　そんなステラの表情は、何故か今、妙に自信に満ち溢れている。マキシと違い、こういった状況には慣れてはいない筈。なのに、この自信たっぷりといった笑みは何なのだろうか。それは、新人アイドルである早崎ステラのキャリアに見合うものではなく。妙な違い和わ感かんを覚えてしまう。溢れる自信の源泉は、どこにあるのか。

「ステラ様ぁ──!!」

「Ｓ・Ｕ・Ｔ・Ｅ・Ｒ・Ａ！　ＳＵＴＥＲＡ！！！！」

「ステラちゃーん！　こっち向いて───！！！」

「学ランが素す敵てき───！！！」

「みなぎって来た!!　ス・テ・ラ・ちゃーん!!」

　そんなステラの登場に、観客席から声援が上がる。心なしか女性の声援が多いのは、その中性的な見た目からだろうか。しかし凄い人気である。元々の濃こいキャラクターに加え、全国放送の生中継でマキシに挑戦状を叩き付けてみせたのだ。話題性は抜ばつ群ぐん。この数日の間で、一気に注目を、そしてファンを集めた結果だろう。

　ひょっとしたら、この『アイドルライブロワイヤル』に出場し、テレビで取り上げられることは、早崎ステラというアイドルにとって大きなステップとなるのかもしれない。

　しかし、早崎ステラが目指しているのは、アイドルの高みではなく。

　ただ一人のアイドルを、倒すことだ。

「意気込みはバッチリですわね！　じゃあ次は、いよいよお待たせですわ！」

　真秀は、司会用のスタンドテーブルに戻ると、新たなアイドルのコールを開始する。

「それじゃあ、行きますわよ。輝き続ける国民的アイドルにして、ベストセラー作家でもある、超マルチアイドル。ステラさんを迎むかえ撃うつのは……この人ですわ！」

　真秀の叫びがスタジオに響き渡り。ステラが現れたのとは反対側、ステージの上かみ手て側に、先程と同じようにスポットライトが当てられる。セットに作られた扉が開き──。

『……って、あれ？』

　しかし。

　開いた扉からは、誰も出て来なかった。




『出て来ないのかよ!!』

　開かれた扉。スポットライトが所在無げにあちこちを照らしている。その場にいる誰もが、ド派手な登場を期待したが、しかしやはり、あの輝かしくて騒がしいアイドルの姿は見当たらない。

「えっ、あれ？　台本と違いますわよ？　ど、どうして出て来ませんの？」

「まさか、逃げたって言うんじゃないだろうな？」

　その状況に、真秀も、ステラさえも、怪け訝げんな表情を浮かべている。

　まさか、この期ごに及んで逃げ出すとか、そんな『輝かないこと』をするような奴ではないことは分かっているけれど、しかし現実に、誰も登場する気配はない。

「……全く、素直に入ってくればいいのに。またぞろ妙なことを考えているみたいね」

『へ？』

「見なさい」

　夏野は、呆あきれたような声を上げると共に、足下を指差す。

『下？　下がどうかしたのか……って、揺れてる!?』

　地震か？　いや違う。これは、何か大きな物が近くを移動しているかのような揺れだ。

「あの白いのが、相手と同じように普通に登場する筈ないじゃない。あんな、いつもいつも他人よりも目立つことばかりを考えているような奴が」

『あ……そうか』

　分かった。マキシが登場しない意味。そして、足下を揺らすこの振動の意味が。確かに、マキシの性格からすれば、ステラと同じように出て来るなんてことをする筈がない。

　何故ならここは誰もが注目する登場シーン、つまりは見せ場で。

　そしてあいつは、アイドル・秋月マキシなのだ。

　誰も想像出来ないような、そして誰かが想像しても決して実現しないような、そんな破天荒で、予想外の方法で出て来るに決まっている。

「な、何ですのこの揺れは!?」

「くっ！」

　次し第だいに強くなってきた振動を、真秀も、ステラも感じたのだろう。

　周囲の観客も、立ち上がり、辺りの様子を窺っている。

　そんな中、振動は更に強く、そして近くなって来て。

　それが、スタジオすら揺るがす程の勢いになった瞬間。

　果たして、それは現れた。

　轟ごう音おん、噴ふん煙えん、そして来光。

　スタジオの壁かべを派手に粉砕して。

　巨大なゴンドラが突入して来たのである。




『って、何じゃあこりゃぁああああああああああ！！！！！』

　巨大なゴンドラが、大音響と共にスタジオを粉砕しながら突入して来たのだ。いくら予想していたとはいえ、驚おどろくなという方が無理だ。

　既に用意されていた『アイドルライブロワイヤル』のセットを、派手に粉砕しながら現れたのは、某ぼうテーマパークなどの電飾パレードの列に並んでいるような、ピカピカと光りっぱなしの巨大ゴンドラ。それを手で押しているのは、いつもお馴な染じみ、マキシ配下の黒服の皆さんだ。大門が不在でも、どうにか連絡が取れたのだろう。

「さあ！　待たせたわね！」

　巨大ゴンドラの上で、ゴンドラ以上にピカピカと輝いている誰かが一人。

　いや、誰かなどと、ぼかすまでもない。それは、その輝きは、あいつしかあり得ない。

「上から失礼するわね!!　でも仕方がないの、今宵のあたしはチャンピオン！　新人の挑戦を受けて立つ、そんな偉大にして栄光ある存在だから!!　ああ、登場でいきなり観客の心を摑つかむあたしって、超輝いてる!!」

　三千世界をあまねく照らす、太陽よりも輝いているアイドル。

　そして、読者の為に、読まれる為に、自らの腕を振るう作家。

「さあ、秋月マキシのステージの始まりよ!!」

　秋月マキシが、俺達の前に姿を現したのである。

「「「うおおおおお!!！　マッキ─────！！！」」」

「「「ＹＥＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ」」」

「「「マ、マキシ様──────────！！！！！！」」」

「「「輝いてる！　輝いてます！　輝き続けてます!!」」」

　突然の登場。そして、渡されるまでもなく持っていた自前のマイクで名乗りを上げると、観客席から歓声が上がる。

　先程のステラよりかは、どちらかというと野太い、男性の声援が目立つだろうか。そのうちの何人かは、全力でサイリウムを振るい、必死の声援をマキシに向けている。

「すっ、凄いですわね!?」

「やるじゃないか」

　余りにも派手な登場に、司会者の真秀も、そして対戦相手のステラも、完全に言葉を失っている。マキシの登場によって、まるでライブ会場のようになってしまったスタジオ。一瞬で、マキシの色に塗ぬり替かえられてしまった。完全に格の違いを見せつけている。

「ありがとう！　みんなありがとう！！！」

　観客席に向けて手を振るマキシ。まるで独どく壇だん場じよう、今スタジオ内の視線は全て、ゴンドラの上にいるマキシ一人に向けられて──。

　いや違う。

『ゴンドラの上に、もう一人、いる……？』

　その人物は、どうにかゴンドラの縁へりに隠れようとしているらしいが、しかし派手にキラキラピカピカ点灯しているゴンドラの上にいるせいで既に目立ちまくっている。

『なっ!?　あれって映見じゃないのか？』

　大おお澤さわ映見。

　最もこういう場所に向いていなそうな少女が、ゴンドラの上に乗せられている。しかも、マキシとお揃そろいっぽいアイドル衣装を着せられてだ。どうして、あんなところに映見がいるんだ？

「さあここで、このあたしの輝きをアシストする後輩を紹介……あっ後輩！　何やってるの!?　そんなところに隠れてないで、もっと堂々とアピールしなさい！」

「！！！！」

　マキシは、一通り観客にアピールすると、次に、すぐ側に立つ映見にもアピールをさせようとする。しかし、映見はマキシの伸ばした手から逃げ出すように、ゴンドラの上で更に身を縮ちぢめる。

「ほら、スタンダップ＆フィーバー！　そしてシャイニング!!」

「！！！！」

　しかし、全力で首を振り拒否の意思を示す映見。

　いや、そりゃそうだろうよ。周りの人間達によって多少は鍛えられているのだが、いかんせん映見のメンタルの弱さと、ネガティブさだけはなかなか変わらない。豆とう腐ふメンタルなんていう言葉があるが、映見の場合はそれよりも遙はるかに脆もろく柔らかい、福井県名産の羽二重はぶたえ餅もちメンタルと呼べるような存在なのである。それをこんな大舞台に引っ張り出したら、そうなりますよ。

『つーか、何で映見があんな所に……』

「確か、この勝負の為に付き人が必要とは言っていたけど、まさかあんな方法で出させるなんてね。あの白いの、頭おかしいんじゃないの？」

『……はぁ？　付き人？』

　マキシの奴、羽は交がい締じめにして誘ゆう拐かい未み遂すいを犯してまで、映見をこの勝負に関わらせようとしていたけど。最初っから、こうするつもりだったってことか。付き人って、一体何をさせるんだよ。

　つーか夏野さんも、呆れてらっしゃいますけど。こうなった原因は半分はアナタですからね。このテレビ局に入る為に、映見を売ったのは、夏野さんです。そのせいで映見は今、ゴンドラに乗せられて、ステージ上なうだ。

「さあ！　後輩もあたしと同じポージングを決めてアピールするのよ！　右手をこうして、腰をこう！　こうよ！」

「！！！！」

　マキシの無茶ぶりに対し、依然として映見は全力で首を振り続けている。耳を澄ませば、首を振る音がここまで聞こえてきそう。本当、この大事な時に何を考えてるんだ、あのアイドルは。




　結局、映見は首を振り続けたせいで軽い貧血状態に陥おちいってしまい、ステージの脇に運ばれ、応急処置を受けることになった。

　結果、一人でステージ上に立つことになったマキシは、まるで映見から元気を吸い取ったように快活で。

「ちょっとしたハプニングもあったけど、『アイドルライブロワイヤル』いよいよ開幕よ！　ああ、いざとなれば番組の仕切りも出来るあたしって、最高に輝いてるぅ!!」

　映見を襲おそった惨さん劇げきを無視し、何事もなかったように番組を始めようとするマキシ。

　いや、ちょっとしたハプニングって、ほぼ全てお前のせいじゃないのかよ。そもそも登場シーンがおかしかったし、映見に対しては完全に加害者だ。つーか司会者がいるんだから、勝手に進めるなよ。アイドルだからって、何をやっても許されると思うなよ。

　まあ、藤井寺Ｄは『マキシちゃん、今日もノリノリだね！』みたいな顔で黙って見守っているので、番組的にはＯＫらしい。自由過ぎるだろ。本当に大丈夫なのか。

　マキシは更に『後輩！　あたしの活躍を一番近くで見ていなさい！　あ、その衣装似合っているわよ！』などと、療りよう養よう中ちゆうの映見に向けて手を振っている。映見の瞳ひとみは何も映していないので、もう限界なんじゃないの？

「と、とにかく！」

　と、真秀が言葉を引き取った。

「ま、まあ、色々とんでもないことが立て続けに起こったような気もしますけど。とにかくこれで、お二人が出揃ったわけですし、そろそろ『アイドルライブロワイヤル』を始めるとしましょう！　それではお二人、戦いの前の意気込みなどを……って」

　しかし。

　真秀が煽るまでもなく。

　秋月マキシと早崎ステラ。

　二人のアイドル、そして作家は、ステージ上で既に睨にらみ合あっていた。

「……ふん」

「……ヘッ」

　言葉ではなく、互いに、強い意思を秘めた視線をぶつけ合う。先程までのおちゃらけた様子と違った、まさに一触即発といった状況。しかし、どちらも一歩も退ひかない。既に戦いは始まっているというように、退かない。

「早崎ステラ……この間は、随ずい分ぶんと舐なめた真似してくれたじゃない。今日こそ、このあたしの輝きの前に、平伏させてあげるわ!!」

「フン、そう簡単に行くなんて思うなよ、秋月マキシ。この俺の本気で、捻じ伏せてやるからな」

「やれるものなら!!」

「やってやるぜ!!」

　火花散らす、二人の意地。いつも見るテレビ画面では、笑みを浮かべているアイドル。しかし今、二人の浮かべているのは、譲ゆずれないものの為に戦う者達、戦士の表情で。

　誰かの為ではなく、自分の為に、相手を倒す。

　勝者が得るものは、アイドルとしての栄光。

　敗者が失うものは、アイドルとしての矜きよう持じ。

　俺の知らない、アイドル同士の決戦が、今始まろうとしている。




「ええ、お二人とも、やる気は十分と言った感じですわね！　わたくしも、思わず滾たぎって来てしまいましたわ!!」

「落ち着けご主人、ガムでも嚙かむかー？」

「嚙むわけないですわよね!?　っと、こほん。それでは、『アイドルライブロワイヤル』第一戦、始めますわよ!!　スタッフの皆さん、お願いしますわ!!」

　微妙に頼りない真秀の号令と同時。大人数の番組スタッフが現れて、ステージ上に勝負用のセットを設営し始めた。

『一体、どんな対決が始まるんだ……？』

　番組スタッフ達が動き回り、少しずつステージ上にセットが組まれて行く。このセットを組む時間もまた『アイドルライブロワイヤル』の醍だい醐ご味みらしい。

　先程、藤井寺Ｄからの説明にあったように、勝負内容は、いくつかの種目の中から、ランダムに決められる。いくつかの種目、とは言っても、戦うのはアイドル同士。アイドルに関わるような要素を持つ勝負が多いそうだ。勝負内容が分かるのは、セットが組み終わり、司会者が発表する瞬間。しかし、この大掛かりな準備、どれだけ派手な勝負が見られるのだろうか。

「さあ、準備が出来ましたわね!!」

　やがて即席のセットは完成し、番組スタッフは、急ぎ足で去って行く。

　ステージ上に残ったのは、司会の真秀と、そして二人のアイドル。

　秋月マキシと、早崎ステラ。

　二人の真ん中に立つ真秀は、高らかに勝負の内容を告げる。

「第一戦……その勝負内容は！　ウェイトリフティング対決、ですわ!!」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【派手なゴンドラ】……　秋月マキシが、『アイドルライブロワイヤル』入場に使用したゴンドラ。普段のライブにおいても使用される為、ファンにはお馴染みの代物。一見派手であるが、その動力などは全て黒服による人力である為、非常にエコロジー。様々なギミックも仕込まれている。

【黒服達】……　マキシ出演の『アイドルライブロワイヤル』ということで、自主的に多くの黒服達が集まった。しかし、取とり纏まとめ役である仏ほとけ坂ざか大門が依然として行方不明の為、いつもよりも精せい彩さいを欠いた動きとなっている。

【羽二重餅メンタル】……　絹のように滑なめらかなメンタル。超脆い。






『ウェイトリフティング対決ぅ？』

　アイドルなのに？　最初の戦いで、インパクト的にも重要なのに？　そんな地じ味みな闘いで本当に良いの？　え、ギャグ？

「何を言っているのよ、アナタは」

『え、いや、だってさ』

　ステージ上を見れば、確かにウェイトリフティング用の重そうなバーベルが二つと、競技用のマットが並んで置かれている。それ以外には、先程と変わることは何もなく、広いスペースが空いている。さっきの大掛かりな準備は何だったんだよ。

「勝負内容は簡単ですわ！　ここに置かれているバーベルを、より長い時間持ち上げていた方が勝ち！　アイドルは、時として自らの腕力でもって道を切り開かなければなりません。それを競う勝負というわけですわ!!」

　アイドルに腕力って。果たして、そのパラメータは必要なのだろうか。もっと、ダンス力とか歌唱力とか、そういった方面で勝負をするべきじゃないの。

　しかし、二人のアイドルは、特に疑問には思っていないようで。

「へえ、なかなか輝いた勝負じゃない。確かに、アイドルにとって腕力は重要よね？」

「ふん。その自信、長くは続かないぜ。俺のこの鍛え上げられた腕力で、粉々に打ち砕いてやる」

「何ですってぇ!?　私の光り輝く上腕二頭筋の前に平ひれ伏ふすが良いわ!!」

　早速火花を散らす二人。まあ、二人が良いって言うなら、別に良いんだけど。それにしたって、アイドルが腕力って、ねえ。アイドルはパワーなの？

「あら、そんなことはないわよ。アイドルたる者、腕力に覚えがないと、いざという時困るじゃない。そうね、例えばマイクを持ち上げられなかったらライブも出来ないし」

『いや、そこまで貧弱な人は、アイドル以前に日常生活も送れないよね？』

　つーか、そのマイクは一体何の材質で出来ているんだよ。ウランとか？

　しかし、やはり俺以外の誰も疑問には思っていないようで、戦いの準備は進んで行く。二人、決められたスタンバイの位置に陣取って。

「それではアイドルライブロワイヤル、一回戦！　レディ……ゴー!!」

　真秀の合図と共に。

　勝負が、始まった。




「ふんぬ!!」

「おらぁ!!」

　一斉にバーベルを手にして、一気に持ち上げる二人。

　やはりそれなりの重さがあるらしく、二人の表情は辛つらそう……というか、物凄い表情だ。思いっきり歯を食いしばって耐えているその顔は、アイドルとしてどうなのだろうか。恥も外聞もない必死な形ぎよう相そうですが、これはお茶の間に見せて良いものなんですかね。鬼おに瓦がわらみたいな顔をしていらっしゃいますけど。

　司会の真秀は、そんな二人をかぶりつくように見つめて。

「おおっと、二人とも一気に行きました！　流石は腕に覚えのあるといった様子ですわね！　さて解説の映見さん、この勝負をどう見ますか？」

「ふぇっ!?　わ、わたし、ですか!?」

　そこでいきなり、マキシの為に病み上がりの身をおして応おう援えんしようとしている映見に話を振る真秀。いや、映見はそっとしておいてあげようよ。

　しかし真秀は、戸惑う映見をスタンドテーブルの所まで無理矢理引っ張って来ると、司会用のマイクを無理矢理突き付けて、何とかコメントを取ろうとする。

「どうですか映見さん!?」

「え？　え、えーっと」

「はい何ですか解説の映見さん！　この対決どう感じますか解説の映見さん！　具体的に言うと、ああいった顔はテレビ的にあんまり映せないので、画えを持たせて下さい解説の映見さん！」

「え、その、はい、あ、えと」

「えと!?」

「ちょ、あの、これ、この、うええ」

「うええ!?」

　それでも何も喋ろうとしない映見に対し、真秀は焦あせったように周囲を窺うと、小声で何かを伝える。まあ、いつの間にか映見の衣装に付けられているピンマイクが、しっかり音声を拾ってしまっているのだけど。

「ちょっと映見さん！　何でもいいから話して下さいまし！」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

「い、いえ、ごめんなさいではなく！」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

「で、ですから……その！」

　無理もない。こんな状況で映見にまともに話をさせること自体無理難題なのだ。

「そんなに怯おびえなくても大丈夫、わたくしの目に曇くもりなどありません、貴女あなたならきっと出来ますわ！　運命がそう言っています!!　大丈夫大丈夫!!」

「無理です無理です無理ですよぉ！」

「出来ます出来ます出来ますわよ！　やってやれないことはありませんわ！　やらずに出来たら超ラッキーですのよ！」

「むーりぃー」

「あんまり無理をさせるなよ御主人ー、逆に追い詰めてどうするんだよー」

「だから外野は黙っていて下さる!?　あ、いえ、さっきからそちらの観客席の方、ヤジは控ひかえて頂けませんかしら!?」

　これは駄目だ。予想以上にグダグダな形になってしまっている。

　すっかり凹へこんでしまっている映見と。そんな映見を、またもや佑斗にヤジられながらも、妙な自信で引っ張って行こうとしている真秀。どうにかこうにか盛り上げようとする努力は見上げたものだが、しかし映見を表舞台に立たせることほど困難な話はないだろう。つーか、これはもう放送事故じゃないのかよ。

　番組を統とう括かつする藤井寺Ｄの方を窺ってみれば、彼は『いいねいいね』というように至極満足そうに頷き、撮影を続けるようにと、番組スタッフ全員に指示を飛ばしている。

『い、いいのか……？』

　春はる海み和かず人ひとは読書バカである。テレビのことは良く分からぬ。

　業界の人がこれで良いと言っているのなら、これで良いのだろう。とにかく、今は映見の無事の生せい還かんを祈いのろう。

「ほ、ほらご覧らんなさい、あれはカンペって言いますのよ？　『巻きで』って書いてありますわよね。つまり、『急いで』ってことですのよ？　早く何か解説を!!」

「むむむむ無理ですごめんなさい、カメラなんかに撮とられたら死にます、成仏します」

「貴女はいつの時代の人なんですの!?　それとも射影機!?　ほら、皆さんお待ちかねですから、何か喋って!!」

「あああ皆さんを待たせるなんてごめんなさい。もう死にます死にますニュースで取り上げられるような派手な死に方で死んでお詫わび致します！」

「でしたら死ぬ前に解説だけして下さいますか!?　この番組が終わったらもう好きにして下さって良いですから!!」

　良くねぇよ。流石に死なれたら困るよ。

　あまり変わり映えのしないウェイトリフティング対決に飽あきた訳でもあるまいが、カメラがしっかり映見達を映しちゃっているけど、良いのだろうか。つーか、さっきから本名を連れん呼こされちゃってるし。全国放送ということを知ったら、映見はもう幽体離脱しちゃうと思うけど、大丈夫？

「あ、あううううううううう！！！！！」

　どうやら、大丈夫じゃなかったらしい。

　自分が、カメラに狙ねらわれていることに気が付いた映見は、顔面蒼そう白はくを越えて青緑色に変色。今ではすっかり生気を失って、用意された椅い子すに座り、真秀に言葉を返すだけの機械と化してしまった。

「さあ、勝負はここから。姿し勢せいをしっかり保つことこそ、一番大変なのですから。ねえ解説の映見さん、この先どのように勝負は展開して行くでしょうか？」

「そうですねー」

「なるほどー。それでは、どちらが有利でしょうか？」

「そうですねー」

「そうですかー、参考になりますわね！」

　魂たましいを失いかけている映見の壊こわれたような返答に、それでも話を繋つないでいく真秀。ひょっとしてあいつ、一番頑がん張ばってるんじゃないだろうか。

「成程、映見さんのご意見もたっぷり伺いましたが！」

「伺ってなかったぞーご主人ー」

「外野は黙っていて下さいまし！　ええ、ここで、もうお一方、解説者をお招きしておりますわ。ウェイトリフティングの専門家の方です」

　そう言って、新たな人物の登場を促す真秀。

　いや、専門家がいるなら最初から呼んでやれよ。その出し惜しみのせいで、映見も大変なことになってるじゃないか。貴とうとい命が喪うしなわれたらどうするんだ。

『……って、あれ？』

　そう、映見の犠ぎ牲せいについて怒りに燃える俺だが。真秀に促されて解説のテーブルについた人物を見て、怒りなど吹き飛んでしまった。

『……何で？』

　登場したのは、このウェイトリフティング対決の、解説者。

　一目で分かる程に鍛え上げられた肉体、躍やく動どうする筋肉。それは、俺のよく知る人物であり、同時に現在行方不明になっている筈の人物。

「ハハハ、それじゃあ早速解説をしていこうじゃないか。マッスルの普及の為、マッスル溢れる解説をするからね！」

　中年男性連続失踪事件、その失踪者のうちの一人。イマキュレット新しん稲いな葉ば内のスポーツジム『ブートキャンプ新稲葉』の主ぬしこと、宗むな像かた腕わん力りきが、解説者として現れたのだった。

『宗像腕力!?　ど、どうしてマッスルが、ここにいるんだ……？』

　中年男性連続失踪事件に巻き込まれていなくなっていた筈じゃなかったのか。

　しかし、宗像は今、ステージ上で無む駄だに爽さわやかな笑みを無駄に振りまいている。そこには、事件に巻き込まれたというような様子は見られない。いなくなったと思ったら、ここに来ての突然の登場。一体、宗像に何があったっていうんだろうか？

「ふぎぃー!!」

「はぁぁー!!」

　宗像の登場の意図と理由を考えようとして。しかし、アイドル達の叫び声に、思考を中断される。

「勝負が動くわよ。あの駄アイドルの顔が、アイドルらしさを失って泥人形みたいに変わって来てる。決着はもうすぐね」

『あ、ああ』

「今は、とりあえず、あの筋肉のことは放ほうっておきましょう。姿を見せたからには、何かしらの理由はあるんでしょうし。後で捕まえて吐かせれば良いんだから」

『ああ、そうだな』

　気を取り直して、ステージ上を見る。

　マキシとステラ、二人の顔に余裕は見えない。映見と真秀のやり取りの最中も、ずっと勝負は続いていたのだから無理もない。司会者の頓とん珍ちん漢かんな様子とは裏腹に、勝負している二人のアイドルは真剣にバーベルを持ち上げていたのだ。

「それで解説の宗像さん！　この勝負、どう見ますか!!」

「ハハハ、まずマキシ君の方は、良い筋肉をしているね！　何よりも立りつ派ぱなのは、そのポージングの美しささ！　躍動する筋肉のパッションを存分に観客に見せつける、何よりもビューティマッスルだね！」

「ほほう、それは高評価ですわね！　それでもう一人の方は」

「ははは、ステラ君の方は、良い筋肉をしているね！　細身に見えるけれども、その内部に息づくのは溢れ出す筋肉のエクスタシーだ！　この力強さ、まさに元気いっぱいのアメイジングマッスルだね!!」

「成程、良く分かりました!!　さあ、勝負はクライマックスですわ!!」

　司会用のマイクを摑みながら、叫ぶ真秀。

　いや、『良く分かりました』って言うけど、一体何が分かったって言うんだよ。一切脳に届かない解説でしたけども。

「マッキー！　頑張ってー!!」

「ステラ様！　負けないで──!!」

　観客席から、アイドル達に向けられる声援。

『ウェイトリフティング対決』という、あまりに地味な対決っぷりに、最初は戸惑い気味だった観客席の空気も、今ではすっかりヒートアップしている。

　その、熱こそが、アイドルの力だというのか。

　たとえ、地味な戦いであっても。周囲を巻き込み、照らし出されることで、ポテンシャルを発はつ揮きする逸いつ材ざい。アイドルに掛かれば、ただのウェイトリフティングが、まるで舞ぶ踏とう会かいでのダンス対決のように見えて来る。

『……いや、気のせいだな。いくら何でも、これはないよ』

　だってポーズはほとんど動かないし、聞こえてくるのは苦痛の声だし。やっぱり企画段階から考え直すべきだったんじゃないの？

『まあ、それでも……』

　この勝負、どうせマキシの勝ちだろう。単純な腕力対決ならば、マキシが負ける筈がない。俺は良く知っている。マキシの、あの尋じん常じようではない腕力を。

　何せ思い切り床に叩き付けられましたからね！　あれは痛かった、痛かったぞ!!

　マキシの細腕からあれ程の怪力が発揮されたのは、天性のものに加え、アイドルとしての鍛たん錬れんのたまものだろう。何しろマキシはダンスをやっているのだ。ダンスをやっているならあの腕力も納得だ。

「あら、私だって力は負けていないわ。私のことを、ハサミが武器というだけでテクニカルタイプのキャラだと考えていたら痛い目に遭あうわよ？　力も技も、両方こなしてこその一流なんだから」

『何でここで張り合って来るんですか？』

　その張り合いに何の意味があるの？　つーか、お前をテクニカルタイプだと思ったことなんて一度もねえよ。パワータイプの代表格じゃねえか。

「でも、相手もどうやらパワータイプみたいね。細身な身体からだとはいえ、その内にはまだまだパワーが隠されているみたい」

『お前、あのマッスルみたいなことを言うよな……』

　改めて、マキシの横でバーベルを持ち上げているステラを見る。学ランでボディラインがハッキリとは分からないが。夏野の言う通り、無駄な脂肪の付いていない、細い引き締まった肉体をしているようだ。しかし、逆に言えば、その程度だ。

　あんな挑発をするくらいだ、それなりに鍛錬を積んでいるのだろうけど。その程度では、規格外の腕力を持つ秋月マキシには到底及ばない。この勝負は、マキシの勝ちだ。

「……駄犬。アナタ、何を安心しているの？」

『へ？』

「確かに、あの白いのは、ダンスで鍛えた立派な筋力を持っている。単純な腕力勝負なら優勢でしょうね。でも、まだ勝負は終わっていないわよ？」

『え……？』

　真剣な声で、何かを悟ったように言う夏野に、目を奪うばわれたその瞬間。

　スタジオの中に、鈍い音が響く。それは、バーベルがステージの床に落ちる音だ。

『──ッ!?』

　反射的に音のした方を見る。そこには、バーベルを持ちきれずにステージの上に落としたアイドルの姿があった。敗者となったのは、全身を白い衣装に包んだアイドル。

　それは秋月マキシ。

『なっ!?』

　マキシは、足下に落ちたバーベルを、まるで信じられないものを見るかのような目で見つめている。対して、隣に立つステラは、未だにバーベルを持ち上げたままで。

『マキシが、負けた……？』

　そんな、何で？

　反射的に浮かんだ疑問を、ステージ上の真秀が引ひき継つぐ。

「おおっと───!!　か、解説の宗像さん！　これは!?」

「ハハハ、二人とも良い筋肉だけどね！　だけどマキシ君の方は、ダンスで鍛えたダンシングマッスルだ！　ダンシングマッスルは、動き続けることで最高のパフォーマンスを発揮するマッスル！　だから、今回のような対決では、ちょっと分が悪かったということだね!!」

「成程！　分かりましたわ！　第一戦、勝負あり！　勝者は、早崎ステラ！！！！」

　水無川真秀による勝利者コールが響いて。

　瞬間、観客席からも、称賛の歓声が轟とどろいた。




　アイドルライブロワイヤル　第一戦　　勝者　早崎ステラ




「サンキュー！　みんなサンキュー!!」

　第一戦に勝利したステラは、カメラに向けて、そして観客席に向けて大きく手を振り、自らの勝利をアピールしている。その笑顔は、先程まで肉体を痛めつけていたとは思えない程に爽やかで、余裕すら感じさせる。学ランからちらりと覗のぞくステラの腕は、確かにぐっと引き締まっていて、力強さを感じさせるのだが。

『でも、まさかマキシが負けるなんて……』

　敗因はマッスル宗像の言う通り、マキシの筋力は、このウェイトリフティング対決には向いていない、ということなのだろうか。なら、ステラの筋肉は？　このウェイトリフティング対決に向いているタイプの筋肉で、だからマキシを上回った、ということなのだろうか。

「ふん、自分の筋肉の質すら理解出来ていないなんて、あの白いのもまだまだね。むしろ勝負にあわせて、筋肉の質ぐらい変えてみせなさいよ」

『それはあれか、人間に出来ることなのか？』

　筋肉操作とか、どこの妖怪の能力なんだよ。

「でも、いくら不利とは言っても、それを真正面から突破してこその勝利よ。その程度のことが出来ないのなら、あの白いのの力不足よね。ここで挫くじけて終わるなら、そこまでのアイドルだったということよ」

『お前、何だかマキシに対して厳しくない？』

　昔っからのような気もするけれど。一応、ポジション的には味方の筈だよね？

「……まあ、でも一応、やる気はあるみたいね」

『へ？』

　夏野の言葉、そしてその視線の先にある、ステージ上を見れば。

　第一戦が終わった後、しばらく俯うつむいていたマキシは、今顔を起こし。

「まだまだっ!!」

　笑った。

「ふん、早崎ステラ。なかなかに輝いているじゃない。先手は譲ったけれど、勝負はまだ分からないわよ！　このあたしの輝きは、ここからが最高潮なんだから!!」

　そう、ステラに向けて堂々と宣言するマキシ。

　それは、自らの敗北を悔くやんでいるものでも、相手の勝利を妬ねたんでいるものでもない。自らの敗北を受け入れて、次の勝利を見据えて燃える、そんな、正々堂々とした笑顔。

　その笑顔の奥に、対戦相手のステラに対する戦意が滾っている。

　決して絶えない、光り輝く心意気。

　ここからが、秋月マキシの本ほん領りようだ。


　　　　　　　　



　ステージ上では、第二戦の準備が行われている。

　再び落とされた照明の下、ステラが勝利したことに気を良くしたのだろうか、真秀はノリノリな様子でマイクを握っている。

「さあ、ステラさんの勝利で幕を開けた、この『アイドルライブロワイヤル』！　続く第二戦の内容は……これですわ!!」

　そう言って真秀が指し示したのは、背後に積まれたブロック状の物体。運んでいた番組スタッフの様子から察するに、随分と重量がありそうだが。

「さあ、開きなさいませ!!」

　真秀が叫んだのと同時、ブロックがいきなり動き始める。どんな仕掛けが施ほどこされているのか、花が開くように、四方へと展開していくブロック。その内部には、何かカラフルなものがぎっしりと詰め込まれていて。

『……あ、あれは!?』

　詰め込まれていた何か、その正体に、俺はすぐに気が付いた。他の誰が気付かなくても、俺が気が付かない筈がない。だって、それはとても見慣れた物。常に寄より添そっていたい物。世界にとっての宝、人類の叡えい智ちの結晶。

『本じゃないか!!』

　本の詰まった本棚だ。今この瞬間より、ステージ上は宝島と化したのだ。

　展開し始めた本棚の動きは、しかしそれだけでは終わらない。一つ一つが音を立てて積み重なり、その大きさを増していく。ステージの中央部分を取り囲むように、いくつもの壁となって並んでいく。

　ステージの中央を陣取る程の本棚達、それら全てに、本が詰め込まれている。こうして並び立ったその姿は、さながら書店のようで。

「これこそがわたくしの持つ一〇八の図書館の一つ！　我が水無川グループが開発した、自律可動式書しよ架かによる増殖式図書館！　その名も『多勢の文蔵ビブリオテカ・レギオー』ですわ!!　今このステージ上は、即席の書店へと姿を変えましたわ！」

　並んだ本棚を慈いつくしむように撫なでながら、そんな、突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出す真秀。

「『アイドルライブロワイヤル』。その第二戦の勝負内容は演技対決。それも単純な演技ではなく、作家であるお二人に関連した内容で行きますわよ！　ずばり、ドジっ子書店員なりきり対決ですわ！！！」

『何という俺得な対決!?　いや、勝負内容としてはどうかと思うけど!!』

　発表された第二戦の勝負内容に、思わず叫んでしまう。

　確かに勝負内容は一見して首をひねるようなものだけど、もう深くは考えないでツッコミ入れちゃうよ。本が出て来てテンション上がっちゃったから、俺だってツッコミせざるを得ないんだよ。いつまでも大人しくしていると思うなよ。つーか、一〇八も図書館あるのかよ。いいぞ、もっとやれ。

　本は良い。書店だって最高だ。

　だからさ、ここは普通に書店の店員なりきり対決とかでいいじゃないかよ。どうしてそこでドジっ子を混ぜるんだよ。書店員のお仕事にドジ要素とかいらないんだよ。ごく普通に本を色々アレしてくれたら、それで何も問題はないじゃないですか。

「いいえ、そんなことはないわ。ドジっ子こそは一大ジャンル、無形文化財として保ほ護ごすべき大切なものだから」

『まさかのドジっ子擁よう護ご!?』

「ちなみに私が、たまにアナタに対するお仕置きをやり過ぎちゃうの、あれもドジっ子だからね？」

『そんな致ち命めい的てきなドジっ子がいるか!!』

　生命に関わるタイプのドジはいかんよ。勘かん弁べんして下さいよ。




　ともあれ、真秀の説明によると。

　第二戦は、アイドル二人が書店のドジっ子店員になったという体で、それぞれ演技を行い。そのドジっ子らしさを、この場にいる観客達に判定してもらい、より多くの支持を集めた方の勝利、ということらしい。

　しかし、一戦目からすれば、大分順当な勝負内容になったと思う。現代のアイドルは、役者としても活躍していたりするので、演技力はアイドル同士の対決として相応しいものだろう。少なくともウェイトリフティング勝負よりかは。

「それじゃあ、あたしから行くわよ!!」

　そう叫び、マキシが一歩前に出る。その顔には、一戦目の敗北の影は見えない。目の前にある勝負に対して、ただぶつかって行くだけだ。秋月マキシには、後退も逡しゆん巡じゆんも存在しない。その身に宿る自信こそが、マキシの武器であるのだから。

「ふん、このあたしの輝かしい演技力を見て腰を抜かすんじゃないわよ！　ドジっ子書店員、見事に演じきってみせようじゃない!!」

「へっ、そいつは楽しみだ」

「刮かつ目もくして見なさい！　このあたしの最高の演技！　太陽すら平伏する渾こん身しんの演技を、その目に焼き付けるがいいわ!!」

「ああ、期待しているぜ……本当にな」

　不敵な笑みを浮かべるステラに対し、立派に啖たん呵かを切って。ステージの中央に設置されたセット内部、本棚に囲まれた書店部分のレジに立つマキシ。

「さあ、始めるわよ!!」

　マキシの雄叫びと共に鳴る開始の合図。

　そうして、『アイドルライブロワイヤル』、その第二戦が、ここに幕を開けた。




　ドジっ子書店員なりきり対決　秋月マキシの場合

「ふう、わたくしは本屋さんに来てしまいましたわ……」

　客役の真秀が、ぶつぶつと呟つぶやきながら、本を手にレジへと近付いて行く。

「そして本を買いに来たのですわ。普段は通販でまとめて買うので、こういうことは慣れていないのですけど、でも頑張りますわ！　えっと、そう、本を買いましょう！　買います！　本を！」

『演技下手だな!!』

　超説明口調にも程がある。別に、真秀自身が演技勝負している訳ではないから、もっと気楽にやればいいと思うんだけど、それにしたって下手過ぎるだろ。何だったら、俺にやらせれば良いのに。本を買う演技なら、ちょっとしたもんですよ？

「これこれ、これが欲しかったのですわー！　あれ？　えっと、書店員さんは……？」

「いらっしゃいませ!!」

　盛大な棒演技をしながら、一冊の本を手に書店内を見回す真秀の前、レジカウンター部分にまばゆいまでのスポットライトが当てられた。威勢の良い挨あい拶さつと共に、光の中でポージングを決めながら現れたのは勿論。

　輝く書店員、秋月マキシだ。

　いつの間にかエプロンを着用している。普段のマキシとは違う、知的っぽい表情をしているのは、書店というフィールドが生み出す特殊効果だろうか。さすがは書店だ。

　どこからかパイプオルガンの音が聞こえて来るのも書店というフィールドに対して神様が祝福をしてくれているのだろうか。さすがは書店だ。まあ多分、裏の方で黒服の皆さんが頑張っているのだろうけど。

「あ、店員さんがいましたわ！　本を買いたいと思います!!　あの、こちらの水無川真秀先生の新作『唯見黒翼在天涯』を頂けますでしょうか？」

　真秀は、レジにいるマキシの目の前に、ちゃっかり自分の本を置いた。

　さあ、ここからが輝く書店員の……いや、輝くドジっ子店員の見せ場である。

「はい、かしこまりました!!」

　定型の挨拶と共に、マキシは真秀から手渡された本を眺めたかと思うと。

「でも、これじゃないわね!!」

　そんな、書店員としてあり得ないことを叫んだのだった。

　おいこら。

　何を言い始めやがったこいつ。

　これじゃない訳あるかよ。客が持って来た本だぞ。何を言い出すんだこの駄店員は。つーか本に、これじゃないものとかねぇよ。本は全て平等に貴いのだ、これじゃない本なんて存在しない。福ふく沢ざわ諭ゆ吉きち先生もそう言っている。

　しかし輝く書店員、秋月マキシは、あくまで我が道を行く。

「うん、ここはやっぱり、あたしの本こそが相応しいっていうものよね！　輝いているわよね！　というわけで偶然にも、偶然にも奇跡的にもここに持って来ていた、秋月マキシの今月の新作『ベイビーハート』!!　うん、これがいいわ！　女子校に通う先輩と後輩による、ちょっとだけ甘酸っぱい恋模様を描いたこの本がおススメね！　という訳で、はいどうぞ!!」

「は、はぁ……」

　マキシは、呆ぼう然ぜんとしている真秀の手に本を押し付け。そしてご丁てい寧ねいにも、今渡した自分の本を、カメラに向けて執しつ拗ようにアピールして。最後に、ポーズを決めると、演技の終わりを示すかのように。

「お買い上げありがとうございましたー!!　輝いてるぅ!!」

　全力でお辞じ儀ぎをしてみせたのだった。




『……えっと、終わり？』

　ドジっ子要素が一切ないどころか、普段の秋月マキシそのものの動きが展開されていただけなんですけど。完全にただの素すのマキシさんでしたよね。演技って何？　どうしてそんな、やり切った顔をしているの？

　しかも行われたのは、自じ著ちよの宣伝と来たもんだ。まさかのダイレクトマーケティングでしたけど、さすがにこれはどうなの？　軽い電波ジャックだよね？　まあ、真秀さんも同じようなことしていたけどさ。自分の本を、超前面に押し出してたけど。

「え……えっと、ですの……？」

　いきなりの展開に、客役の真秀も、対戦相手のステラも、そしてスタッフ一同も、観客席の皆も、全員が唖あ然ぜんとした様子で固まっている。藤井寺Ｄだけは『オッケオッケ』というような表情で頷いているけど。もうこの人良く分からないな。

「な、何よこの空気は！　あたしが、この宇宙規模に輝き続けるあたしの演技が、まるで駄目だったみたいじゃない!!」

　うん、駄目だったんですよ。マキシさんがドジっ子の演技など絶対に出来ないということを、全員が悟った。絶望的にドジっ子に向いていない人間というものがいるのだと、そう分かった。誰も面と向かっては言わないが、場の空気でそれを察したようだ。『もーもー！』と、牛みたいな声を上げている。

　いやまあ、マキシさんはちょっと自じ己こ顕けん示じ欲よくが強いので、やっぱり押せ押せアイドルとしてやって行くのが一番だと思いますよ。人には向き不向きが存在するのだ。

「と、とにかくですわ！」

　我に返った真秀が、どうにか司会としての仕事を全うする。

「えっと、何だかとんでもないことが起こったような気がしましたけど、それはそれですわね……つ、次はステラさんの手番となります。ドジっ子書店員の演技、準備はよろしいですわね？」

「ああ、任せとけよ」

　マキシの番が終わり、次は、対戦相手、早崎ステラの手番。

　見れば、いつの間にかステラは学ランの上からエプロンを纏まとっていた。

　丁ちよう度ど、本ほん田だ書店の桜さくらがしているような、書店員らしい格好。まるで、学校帰りの高校生が、制服のまま書店で働いているかのようなリアルさがある。確かに、まず格好から入ろうとするのは大いにアリだ。

　衣装を整え、準備万端という様子の早崎ステラ。

　しかし、中性的でキリっとした容姿に、毅き然ぜんとした態度を持つステラの雰ふん囲い気きは、ドジっ子店員とは程遠いものがある。ある意味では、マキシ以上に本人と役やく柄がらとの間に差異があると言えるだろう。

　下手にドジっ子を演じてしまえば、それはかえって痛々しさの方が目立つ、ちぐはぐなものになる可能性もある。そんな姿を衆目に晒さらすことになってしまったら、ひょっとしたら今後の活動にも影響を及ぼすかもしれない。

「それじゃあ、始めるぜ！」

　ステラの言葉と同時に鳴る開始の合図。

　その場にいる全員の視線が集まる中。

　早崎ステラの演技が、始まった。




　ドジっ子書店員なりきり対決　早崎ステラの場合

　ステラは、真剣な表情のまま、レジカウンターへと向かい。

「ふわぁ!!」

　何もない所で、いきなりすっ転んだ。

　可か愛わいらしい声を、響かせて、早崎ステラは盛大にすっ転んだ。

『……はぁ？』

　突然の事態に戸惑っているのは、俺だけではない。客役である筈の真秀もまた、ステラの突然の行動に見入ってしまっている。

「うううううう」

　妙な声を上げて転んでしまったが、どうにか持ち直すステラ。痛そうにお尻を押さえながらもレジの机に手を置いて。

「ひゃあぁ!!」

　そのまま勢い良くレジを叩き落とした。派手な音を立てて床に転がるレジ。中の硬貨が勢いよくばら撒まかれる。

「あ、ああああ」

　ステラは、普段の毅然とした男らしい様子とはまるで違う、弱々しい声を上げながら、床に転がる硬貨を追いかけて行く。その、不安定な姿を見て、嫌な予感がしたのは、俺だけではなかっただろう。

「ひゃぁぁぁ!!」

　果たして、その予感は的中する。前まえ屈かがみで歩いていたステラが、そのまま頭から本棚に突っ込んだのだ。何も見えていないような、いっそ思い切りの良い勢いで。

　悲鳴を上げるステラの上に、バラバラと落下して来る本達。

『ＩＤＯＬ‐ＢＬＡＳＴＥＲ』や『食事時のにゃにゃつの習慣』といったタイトルの本が頭に当たり、その度に『ひゃぁ!?』と悲鳴を上げるステラ。しかし、必死で頭を押さえて耐え切ると、散らばった本をかき集め、よろけながらも、本棚へと戻していく。

『なっ、ひょっとして、これがドジっ子の演技だって言うのか!?』

　余りに突然の事態に、思わず見入ってしまったが、よく考えれば今は演技対決の最中。ということは、今までのは、正しよう真しん正しよう銘めい、ステラによる演技で。

　目の前で繰り広げられる出来事に、しんと静まり返ったスタジオの中、その場にいる誰も、何も言わない。皆、まるで授業参観で我が子を見守るような思いで、ステラの動きを見つめている。

　やがてステラは、落とした本を全て元に戻すと。ふらつきながらも振り返って。そしてふらふらと、ステージの中央、スポットライトが当たる部分まで歩いて。

　そこで、一度に背筋を伸ばし。

　エプロンを、まるでマントのように脱ぎ捨てて。

「……これが、ドジっ子店員。俺の演技だ」

　先程までの気弱な様子が、噓うそのように。

　何かをやり遂げたというようなキメ顔で、カメラ目線で、言い放った。

「「「う、うおおおおおおおお！！！！」」」

「「「きゃ──────────！！！」」」

「「「ステラ様──────！！！！！」」」

　瞬間、爆発したかのように盛り上がる観客席。

　観客席のみならず、スタッフの中からも、歓声と拍手が上がる。

「俺にもドジっ子店員が見えた！　見えたぞ!!」

「ああ、まさにドジっ子店員が降り立った！　天てん孫そん降こう臨りんにも匹ひつ敵てきする偉い業ぎようだ!!」

「ドジっ子戦国時代の幕開けだー!!」

「今年のアカデミー賞は総なめだー!!」

「俺、この番組が終わって実家に帰ったら、ドジっ子店員になるんだ!!」

　大盛り上がりである。誰もが今のステラの演技に圧倒され、そして歓声を上げている。

　人が変わったと思わせる程の、圧倒的なドジっ子っぷり。その姿に、俺も思わず拍手を送りそうになってしまった。だって、俺の目にも確かに、ドジっ子の姿が映っていたのだ。ドジっ子のビジョンが見えたのだ。

　恐らく、『週に三日、放課後に書店でバイトをしているドジっ子女子高生。ドジが多くて店長からは叱しかられてばかりだけど、本が好きで……でもやっぱりドジってしまう！　良かれとやったことが全部裏目に出て涙目、でもそこも可愛いと密ひそかに評判で、店長もクビに出来ない、いやむしろそれが売りの書店の看板娘！』に違いない。うん、だってそう見えたんだもん！

　これは最早、誰かに問うまでもない。勝敗は、明らかだった。

　真秀が、大きく手を掲かかげて宣言する。

「これはもう、全員一致で決まりですわね!!　『アイドルライブロワイヤル』第二戦の勝者は！　挑戦者、早崎ステラですわ!!」




　アイドルライブロワイヤル　第二戦　　勝者　早崎ステラ




「な、なぁーんでよぉー!!」

　マキシの叫びがスタジオの中に響くも、正直今回に関しては自じ業ごう自じ得とくと言わざるを得ない。いや、完全にお前が悪かったです。

　未だに、会場の熱気も冷めやらない。

『でも、本当に何だったんだ今の。かなり凄かったぞ』

「ええ。私の目にもドジっ子が透すけて見える、見事な演技だったわね。あの演技と比べると、あの白いのの演技はカスよね」

『いやまあ、マキシさんは演技していませんでしたしね』

「あら、どうやら、あの学ランの演技についても、解説があるみたいよ？」

　夏野の視線の先にあるのはステージ上、司会用のスタンドテーブル。

「何て素晴らしい演技だったのでしょうか!!　これこそステラさんの本気といったところでしょう!!　それでは、今回の勝負について、専門の方をお招きしていますので、早速解説して頂きましょう!!」

『専門の方？　そんな奴、いるのかよ』

　普通の書店員だったらそれこそ全国にいるだろうけど。ドジっ子書店員の解説なんて、そんな変な方向に秀ひいでた人なんて本当に存在するのだろうか。

「いるとしたら、演技を遙かに超えた、ドジっ子書店員そのもの、みたいな人間でしょうね」

『いや、そんな奴こそいないだろう』

　ステラの演技は、そんじょそこらのドジっ子ではない。まさしく『ドジっ子　オブ　ドジっ子』と呼ぶに相応しい演技であった。あれ以上のドジっ子となれば、それはもうドジで店を滅ぼすレベルの書店員ではないか。

　そんなはた迷めい惑わくな奴なんて、いる筈が……。

『……いや、待てよ』

　心当たりが、一人いる。むしろ、どうして気が付かなかったのか。考えてみれば、あのステラの動きを俺は見たことがあるじゃないか。あの、書店員に向いていないにも程がある動き。書店を経営していることが間違いじゃないかと、そう思わせるようなドジな人物を、確かに俺は知っている。

『まさか……』

　俺の不安を裏付けるようにして。

　真秀の招きに従い、宗像に続く新たなる解説者が、ステージ上に現れる。照れくさそうに頭を掻かきながら現れた男性。それは、メタボリックな体型にピンク色のエプロンを着た、ラブリーチャーミーなドジっ子。

「いやあ、ははは……」

　本田文ふみ夫おである。

　俺が毎日通う、本田書店の店主。通称オッチャン。そして、中年男性連続失踪事件の被害者の一人として、娘である桜が捜していた、その人だった。

「さあ本田さん、今回の勝負、いかがでしたか!!」

「いやぁ、見事な演技だったねぇ。僕も、うん、演技指導と言われて最初は戸惑っちゃったけど、あそこまで立派にやってくれるなんて、おじさんとしては鼻が高いよ」

「本田さんも普段は相当なドジっ子だとお聞きしていますが」

「いやいや、そんなことはないんだけど……ないんだけどねぇ。あんまり上う手まくいかなくて、妻だけでなく娘達にも呆れられている有様だよ」

　真秀とオッチャンが勝負の解説らしきことをしているが、その内容は、ちっとも頭に入って来ない。脳内が、疑問符で埋め尽くされている。

　何故今、オッチャンがこの場にいるのか。

　いや、オッチャンだけではない。第一戦の際に現れたマッスル宗像もそうだ。

　中年男性連続失踪事件の被害者とされていた人々が、どうしてここで、勝負の解説の為に現れるのか。まさか最初からテレビ局が仕込んでいたとでもいうのか。

「どうやら、そう簡単でもないみたいよ？　あっちの舞ぶ台たい袖そでの観客席を見てみなさい」

　夏野が指差したのは、俺達がいるのとは反対側の観客席。今、ステージ上の早崎ステラは、そちらに向けて笑顔で手を振っている。

『あっちって、今ステラが手を振っている方か？　……何だ、あのむさ苦しい集団？』

　このスタジオの観客席には、どちらかというと若い観客達が揃っている。秋月マキシ・早崎ステラがそういった層に対して大きな人気を持つ為、今回のイベントの観覧を希望するファン達は、若者の割合が多い筈だ。しかし、今ステラが手を振っている集団は、どちらかというと中年。しかも男性ばかりが固まっている。勿論、アイドルの好みに関しては、個人個人の嗜し好こうもあり、特に口出しをするつもりはないのだけど……。

『なっ、あれは!?』

「気が付いたようね」

　そのむさ苦しい集団に共通していること。それは、中年男性であること。そしてその中には、俺も良く見知った顔が何人か存在している。

　たった今、解説を終えて観客席へと戻って来たオッチャンこと本田文夫。

　同じく、第一戦で解説を担当した宗像腕力。

　横で拍手をしているのは、ペットショップの店長であるアフロこと犬いぬ飼かい潔きよしで。

　その隣にも、まだまだ多くの中年男性が並んでいる。新稲葉の街のどこかで見たことのあるような、そんな顔ぶれ達。

　新稲葉を襲った、中年男性連続失踪事件。

　その被害者と思われる人物達が皆、その場に揃っていたのであった。




「……意外なところで、事件が解決したわね」

　夏野は、納なつ得とくしたようにため息を吐いた。

「本当に無駄な労力を使わなくて良かったわ」

『解決って、じゃあ、中年男性連続失踪事件は……』

「ええ、どうやら。白いのではなく、あの早崎ステラによるものだったようね」

『あいつが……？』

　マキシとステラの、生放送での対決。中年男性が失踪しようが、大勢には影響しないだろうと、一旦忘れようとしていた事件。それがまさか、こんな所で、事件の真相に辿り着くなんて。

「間違いないでしょうね。まだ全員なのかは分からないけど。しかもどうやら、強引に連れて行った、という訳ではないみたいね」

『それは……確かに、ああやって手を振っているもんな』

　中年男性達は、皆笑顔でステージ上の早崎ステラに対して手を振り、応援をしている。ステラと中年男性ズの関係は、見るからに良好である。そこに、無理矢理だったり、暴力沙ざ汰ためいた印象はない。

『マキシの時も話したけど。目の前に大きな勝負を控えているっていうのに、どうしてこんなバカげたことする必要があるんだ？』

　こんなバカげたことするぐらいなら、その時間にもっとアイドルとしてやることはいくらでもあるだろうに。

「それは、中年男性の失踪と捉えるから、バカげたことに思えるんじゃないかしら？」

『……はぁ？』

　夏野は、真剣そうな顔で告げる。

「ステラの側からしたら、事件は全く別の意味を持つものだったのかもしれないわ。例えば、このアイドル対決に、密接に関係しているとしたらどうかしら？」

『……まさか、この対決の為に、中年男性を集めたっていうのか？』

「ええ、そういうことかもしれないわね。早崎ステラは、この番組で白いのと争うことになるだろう勝負内容を事前に予測し、その勝負内容に関わる中年男性に協力を仰あおいだ。つまりは、中年男性は、あの学ランの戦力となる為に、集められた……失踪させられた」

『そんな……』

　ウェイトリフティング対決には、スポーツジムの主を。

　ドジっ子書店員対決には、ドジっ子書店員を。

　勝負に関わりのある人物を探し出し、あらかじめ指導を仰いでいたというのか。

「どんな方法を使ったのかは分からないけど……ともかく、その道のプロフェッショナルの協力を得て、万端の準備の上で今日に臨んだってことね」

　確かに夏野の言う通りなら、一戦目と二戦目に、ステラが見せたパフォーマンスの内容にも説明が付く。

　一戦目のウェイトリフティング対決。

　単純な腕力なら、マキシの圧勝と踏んでいたこの勝負だが、結果はステラの勝利。

　新稲葉の誇るマッスルトレーナー宗像腕力によって、事前にウェイトリフティングのテクニックを教わっていたのだろう。マキシの腕力がいかに優れていようとも、力任せの素の状態だ。一流のトレーナーから授かったテクニックの前では分が悪い。

　二戦目のドジっ子書店員なりきり対決。

　あのドジっ子姿は本田書店のオッチャンそのものだった。あそこまでのドジっ子具合は、真似しようと思っても、簡単に真似出来るものではない。それこそ、事前にドジっ子書店員対決が行われることを予測して、つきっきりで指導をされでもしない限り、難しいだろう。

　しかし、早崎ステラは、その困難を完かん璧ぺき以上に実現してみせた。

　それは恐らく、オッチャンによる指導、それだけではなく。

『オッチャン達の動きを……まんまコピーしたって言うのか？』

　早崎ステラの、作家性。

　それは、現在流行している作品の、後を追うような作品を執筆すること。流は行やっているものを、正確に追って行く作風。何かを真似て、自分のものとすること。既にある技術体系を、自分の内側に組み込むという能力。それこそが、早崎ステラの才覚であるとするならば、あの完璧な演技内容にも納得がいく。

　だが、一つ疑問が残る。

『でもさ、勝負内容を事前に予測って……勝負内容は、完全にランダムで決まっているんじゃなかったのか？』

「確かにランダム。でも、ある程度は絞り込みが出来るわよ？」

『へ？』

「ランダムとは言っても、それはあらゆる可能性から勝負内容を選び出す、なんて膨ぼう大だいなものではないわ。あくまでもテレビ的に可能なもの、そしてアイドルに関係のあるものに限られるでしょう。ランダムなんて言うけれど、選択肢は決して多くはない」

　夏野は、視線をステージへと向けたままで告げる。

「更に言えば、この『アイドルライブロワイヤル』の、過去の放送で出て来た勝負内容も参考になるわね。番組的に盛り上がった内容は、繰り返される可能性が高い。あとはそうね、そこにいる、藤井寺Ｄだったかしら？　その趣味・嗜好からもまた推測は出来る。ここまでやれば今回の勝負内容……完全ではなくても、七・八割くらいだったら予測出来るんじゃないかしら？」

　だとしたら。

『その七・八割の予想において、確実な勝利を手にする為に、新稲葉の中年達を集めて回ったって言うのか？』

「そういうことね」

『……そんな』

　一戦目は、筋肉の使い手、宗像腕力。

　二戦目は、ドジの使い手、本田文夫。

　他にも、中年男性達それぞれが、年齢を重ねる上で手に入れてきた技術。各分野におけるスペシャリスト達。つまり、早崎ステラは、彼らの技の全てを身に付けた上で、この戦いに臨んでいるということだ。ほとんどが無駄になるかも知れない技術も、全てだ。

　全ては、この場で秋月マキシに勝利する為に。

「ええ、八割の確率を、早崎ステラは努力で凌りよう駕がした。その結果が、この二勝で。そしてこの先も、ステラのカバー範囲内って可能性が高いわ」

『そんなんじゃ、マキシだって流石に……』

　対するマキシは、たった一人で、その全てと戦わなければいけない。

　第一戦、第二戦共にステラの勝利。この『アイドルライブロワイヤル』は、先に三勝した方の勝利となる。連続して負けてしまったマキシには後がない。

　ここまでの勝負内容は、全てステラが予測した通りに進行している。この流れがこのまま続いては、マキシが完封されてしまう。

　今も気き丈じようそうに振る舞っているマキシ、依然として闘志だけは充みち満みちているが、その表情には僅わずかに焦りの色が浮かんでいる。もう、一つの勝負も落とすことが出来ない状況なので、無理もないのだが、平常心を失いつつあるようにも見える。

　どうにか踏ん張って欲しい、落ち着いて欲しいが。

　しかしそこに、真秀の声が響く。

　無慈悲に、最後になるかもしれない舞台へと、ステージが進む。

「さあ、では運命の第三戦を始めましょう！　ステラさんは既に二勝、マキシさんの方に後はありません！　そんな状況下での次なる勝負は──！」

『……頼む』

　何でもいい。ここで終わることだけは、絶対に駄目だ。

　せめて、マキシが有利になるような種目に当たるようにと、祈ったその瞬間。

「わたくしも大好きな、かわいいかわいいワンちゃんと一緒の対決！　その名も犬追い祭り、ですわ!!」

『……あぁ』

　終わった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【アイドルライブロワイヤル】……　南海テレビにて毎週日曜のお昼に放送されているアイドル育成型対決バラエティ。生放送にもかかわらずアイドル達の勢いとノリを重視している為、放送事故スレスレになることもしばしばだが、最終的には収まるところに収まるという不ふ思し議ぎっぷり。南海テレビの名物番組であり、スタジオ観覧チケットの倍率は数千倍とも言われている。

【唯見黒翼在天涯】……　水無川真秀の著作。その温厚で引っ込み思じ案あんな性格から『天使』と称される教師が宿題を忘れた生徒を初めて注意する、というだけの内容。しかし、他の著作の例に漏れず、凄すさまじい厚さと内容の濃さを誇っている。表紙裏表紙に留とどまらず、ページの端部分まで真っ黒の装そう丁てい。千ページを超える厚さによる重さのせいで、間違えて書店ではなく、石材店に納入されそうになったという逸いつ話わがある。




















『これは終わったなぁ……』

　もうステラの能力とか、そういったものとは関係ないところで、終わった。

　動物関係の対決ということで、ステラは恐らく、アフロから学んだ技術で戦たたかいを挑いどんでくるつもりだろう。アフロ仕込みの、どんな動物でも骨抜きにしてしまう技術、アレには俺も苦しめられたものだ。

　しかし、そんなステラの努力も、無む駄だに終わる。何な故ぜなら、輝けるアイドル、秋あき月づきマキシが持つ大きな弱点。それは、犬が大の苦手、ということだからだ。

　子供の頃、隣に住む伊い佐さ坂さかさん家ちで飼われていたハチという名の犬に咬かまれ、高熱で三日間寝込み、その間犬耳の妖怪の出てくる悪夢にうなされ続けたというトラウマを持つマキシなのだ。

　真ま秀ほの告げた『犬追い祭り』という、けったいな名前の勝負。それがどんなものであれ、犬が関かかわっている以上、マキシに勝ち目はない。ステラが何をするでもなく、勝手に自滅してしまうだろう。

　この前の俺への対応を考えるに、犬嫌いが治っているなんてこともあり得ない。

　現にマキシは、『犬追い祭り』という単語を聞いた時点で頭がフリーズしたらしく、ピクリとも動かない。ちなみに、どれくらい動かないかというと、真秀によって散々追い詰められた結果、舞ぶ台たい袖そでで放心状態になっていた映は見みが復活し、心配して駆け寄って行ったくらいだ。

「あ、あの、先輩？　大丈夫です……か？」

「い、いぬ、いぬいぬいぬ」

「せ、先輩!?　大丈夫ですか!?　し、しっかりして下さい！」

「いぬ、ぬ、ぬぬぬぬぬぬぬぬ」

　大丈夫じゃない。映見の言葉も届くことなく、完全に終わってしまっている。これはもう、どうしようもない。マキシがあんな状況では、戦いにすらならない。

『……まさか、こんな幕切れなんて』

　この『アイドルライブロワイヤル』は、三戦三敗でマキシの負けだ。秋月マキシのアイドル道はここで終わってしまう。

「じゃあ、帰りましょうか」

『いくらなんでも軽過ぎるよ!!』

　気軽な様子で告げる夏なつ野のの言葉に、思わずツッコミを入れる。

　いやいやいや、確かに絶望的な状況だけど、もうちょっと粘ねばらない？

「だって、もう勝負が見えているじゃない。まあ、このまま無様に醜態を晒さらすくらいなら、私が介かい錯しやくしてあげても良いのだけど」

『コワイ!!』

「その後、返す刀であの学ランも斬きって捨てれば、勝負はノーカウントってことになって、白いのの負けもなくなるんじゃないかしら」

『負けはなくなるけど、命もなくなるんじゃないの!?　ついでに番組も!!』

　やべぇよ。この人だけは敏びん腕わんの藤ふじ井い寺でらＤでも制御出来ないよ。番組を根こそぎ破壊して去っていく、キングボンビーみたいな奴だよ。

「じゃあ、破壊犬からの熱烈なリクエストにお応こたえして、やって来ましょうか」

『何で俺が頼んだみたいな話になっているの!?』

　もう本当にこの人、誰か止めてくれないか。

「あら？」

　太もものホルスターに手をかけ、席から立ち上がりかけた夏野の動きが不意に止まる。

「……まあ、ここで終わらないくらいには、根性あったみたいね」

『え？』

　夏野は、つまらなそうに吐き捨てたが。

　しかし裏腹に、その顔は嬉うれしそうで。

　夏野の視線の先。

　そこに、未いまだ消えることのない一つの光。

　その輝きを、見た。

「ぅ……うう……」

「せ、せ、先輩？」

　映見によって揺さぶられる、マキシの身体からだ。

　それが、時折虚こ空くうを摑つかむように、抗あらがうように、ゆらりと動く。その瞳ひとみに浮かぶ光。分厚い雲に覆おおわれて、星の光すら届かない暗夜の中であっても、必死でその存在を主張するような、力強い光。それが、消えない限り。秋月マキシは、終わることがない。

　そう、勝負はまだ、終わっていないのだ。

「……その根性に免じて、一つ手助けでもしてあげようかしら。さあ、死ぬ気で追い立てて来なさい駄犬」

『はぁ？　追い立ててって、何を言ってる……って、何でまた持ち上げられてるの!?』

　意味の分からない言葉と同時、背中をむんずと摑まれて、持ち上げられる。急速に変化した視界には、スタジオの天てん井じように吊つるされている照明と、何だか良く分からない機械群がある。

　それはつまり、俺は天井を向いているということで。

「さあ飛びなさい、犬ミサイル！！！」

『俺ええええええええ！！！？？？』

　振りかぶった体勢から、ステージ上へと容よう赦しやなく投げられる俺の身体。

　夏野の手を離れ空中へと躍おどり出だした瞬間、真秀の声が響く。

「準備が出来ましたわね。それでは『アイドルライブロワイヤル』第三戦！　犬追い祭り、スタートですわ!!」

　果たして、それがどんな勝負なのかすら分からないまま。

　運命の第三戦は、俺が空中にいる間に始まってしまったのだった。


　　　　　　　　



『アイドルライブロワイヤル』第三戦、犬追い祭り。

　それは、ステージに設置された、迷路のような数十メートルのコースを駆け抜けてゴールする、ただそれだけのレース。

　一番のポイントは、コース上に何匹かの子犬が放されている、ということと、その子犬達と一緒にゴールをしなければならない、ということだ。

　そのままただ駆け抜けては、可か愛わいい子犬を踏んだり、追い抜いたりしてしまう。だから速度を調節し、あっちこっちに動いてしまう子犬の機き嫌げんを上う手まく取りながら、慎しん重ちように犬を追い立て、全すべての犬をゴールさせた後に自分もゴールする、そのタイムを競きそう対決。その名の通り、犬を追い立てながら走るレースなのである。

　必要なのは体力や走力以上に、子犬を扱う手腕。当然、ステラはその部分を強化して来ているに違いない。アフロから、子犬の扱いもバッチリ教わっていることだろう。

　対するマキシは、そもそも犬が苦手であり、近寄ることすらも困難な為ため、最初から勝負になりようがなかった。

　そう、俺が夏野によって投げつけられ。

『ぐえッ!?』

　ステージ上のマキシの背中へと、叩たたき付つけられるまでは。

「ひゃぅッ!?」

「か、和かず人ひと君？」

　不本意ながら普段から投げられることに慣れている俺だ。マキシの背中にぶつかって、ステージ上に無事着地。顔を上げた俺と、映見に支えられていたマキシの視線が、合う。

　ほんの一瞬。想おもいを伝えるには全く足りない程の刹せつ那な。

　しかし、次の瞬間に、マキシの口は、何かを言いたげに開いて。

「い」

『い？』

「い、犬ぅうぅぅぅぅぅぅぅ！！！」

　いきなり叫び、走り出した。

『お、おい!!』

　戦うんじゃないのかよ。さっき浮かべていた瞳の光はなんだったんだ。ステラに負けても良いって言うのか。

「どっぐううううぅぅぅぅ！！！」

　しかし、マキシは涙目のままで走り出す。

　足をもつれさせながら、前方へと。

「和人君！」

『ッ!?』

　映見の声に、マキシの進行方向を見やる。マキシが進んで行く先にあるのは、この第三戦用に新しく組まれたセット。『犬追い祭り』用のコースだ。

『そうか！　分かった！』

　瞬時に判断。夏野が、俺をここに投げた理由を、頭でなく心で理解した。

　自分のやるべきことを見み出いだして、俺も走り出す。

　そう、マキシを追いかけて、コースを走る。

　既にスタートの合図は出ている。ステラだって、もう走り始めている筈はずだ。

「いぬうううううううう！！！」

『良し、そのまま行くんだ!!』

　叫びながら、『犬追い祭り』のコースへと入って行くマキシ。あまりのマキシの勢いに、行く先にいた子犬達は、驚おどろいたように飛び跳ね、次いでマキシから逃げるように走り出す。それに遅れないように、俺も追いかける。

「犬ううううううう!!」

『いいぞ！　その勢いで走り続けろ！』

　思った通りだ。

　マキシは、俺から逃げるように全力で走る。そして、コース内にいる子犬達は、凄すごい勢いで迫ってくるマキシから逃げるようにして、必死で逃げ出す。

『ああ、そっちじゃないこっちだ！　行けえ!!』

「いやあああああ！！！　犬がぁ！　犬がぁ!!」

『よし！　そこでしゃがめ！　上から来るぞ！　気を付けろ！』

「いやあああああああああああ！！！」

　マキシを追い立てるように、必死で吠ほえながら、全力で走る。

　時折、飛び掛かるような動きを見せれば、マキシは姿し勢せいを低くして逃げる。その身体に潰つぶされまいと、子犬は必死で逃げて行く。俺が、マキシの足下に突っかかれば、マキシはジャンプして逃げる。そうすると、足元の犬を掬すくい上あげるような形になる。

　俺に追われるマキシ。マキシに追われる犬。

　犬　→　マキシ　→　犬　という、奇妙な行列が異常な速度で進んで行く。

　マキシ本人は、無心で逃げているだけだろうが。しかし形だけを見れば、マキシが犬を追い込んでいるように見えるだろう。『犬追い祭り』という、その勝負にのっとった形で、レースを行っているように見える筈だ。

「な……何だッ!?」

　別のコースを走っているステラの姿がチラリと見えた。マキシの姿と、その速度に驚きよう愕がくしたステラが、速度を上げようとする。しかし、マキシの方が速い。

　俺から、死ぬ気で逃げているマキシの必死さが、ステラを上回っている。ステラが会得した技術は、恐らく小手先とは言えないレベルのものだろう。しかしそれは、マキシの本気の行動に、というか死ぬ気での逃走に勝ることはない。

「いぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬううううううう！！！」

『見えた。ゴール！　よし！　ラストスパートだ！！！』

　最後の直線、一気に加速。

　マキシと、その前方を走っている子犬達を一気に追い立てる。

　そして。

「ゴ──ルですわ！！！」

　ゴールテープを切ったのと同時、ファンファーレが鳴る。

　先にゴールテープを切ったのは、マキシだ。




　恐らく最後まで、自分が何をやっているのか分からなかっただろう。マキシはゴールテープを切っても、そのまま止まることなく。勢い余って、スタジオの外にまで走って行ってしまう。その後を、番組スタッフと黒服達が慌あわてて追いかけて行くのが見えた。

　しかし、どんな形であれ、先にゴールを通過したことには、変わりはない。

　第三戦。

　ここまでステラの作戦に、いいようにされて来ていた閉へい塞そくを打ち破って。

　秋月マキシは、初めて勝利をもぎ取ったのだ。




　アイドルライブロワイヤル　第三戦　　勝者　秋月マキシ




『……ふう』

　マキシの勝利を見届け、観客席に戻る。突然投げられた上、全力で走ることになってしまったので、正直かなり疲れた。

「あら、お帰りなさい」

　しかし、戻って来た俺を迎えたのは、憎たらしい夏野の笑顔で。

『なーにが「お帰りなさい」だよ。少しは説明してからにし……いや説明したとしても投げられたくはないけど!!』

「あら、説明している暇ひまはなかったし。それに私のコントロールと、頭脳をもってすれば、この結果は当然予想されていたことよ。この世の全ては私の手の平の上で動いているのだから」

『だからお前は何様なの？　神様なの？』

「犬を正確に冷れい酷こくに投げつける、二代目名人とは私のことよ」

『初代は誰なの!?』

　第三戦は無事にマキシの勝利で終わり、俺の存在を咎とがめられることもないらしいから、文句はもう言わないが。まさか、こんな形でテレビデビューする羽は目めになるとは思わなかったけれど、まあ、上手く行ったのならば何よりだ。

「うんうん、ようやくあたしも調子が出て来たみたいね。さあ、ここから巻き返すわよ、覚悟していなさい!!」

「せ、先輩！　凄かったです！」

「ええ、そうよね！　輝いていたわよね！　あぁ、自らの輝きで動物達すらも従えてしまうあたしってば、なんて輝いているのかしら!!」

　ステージ上では、逃亡から戻って来たマキシが盛大に勝利宣言をしている。

　ようやく一勝をあげたのが嬉しいのか。それとも、さっきまで一勝する度に観客席へのアピールをしていたステラが羨うらやましかったのか。うん、多分両方だな。

「さあ！　この調子で残り二戦も行くわよ！」

　そんな勝者の様子とは対照的に、ステラの方は、悔くやしそうに顔を歪ゆがめている。

「くそ、まさかあんな強引な手で来るなんて！」

　ステラは、中年男性の揃そろっている観客席に向かい、不ふ甲が斐いない自分を恥じるかのような視線を送っている。その視線の先にはアフロが立っていて、ステラに向けて微笑ほほえみ『十分見せてもらったよ。それでも、動物達を大切に思う君の気持ちは、決して間違っていないからね』と優しく告げるかのような視線を返していた。

　ちなみにアフロも解説の役目を任されていたようだが、俺の乱入によって勝負がハイスピードで終わってしまった為、出番がなくなってしまったらしい。ごめんね。

　とにかく、三戦目にして初めて、ステラの思おも惑わくを外すことには成功した。しかし、依然として、状況はステラの二勝一敗。マキシが追い詰められていることに変わりはない。次の四戦目で負けてしまえば、それで終わりという状況は変わらないのだ。

　しかし、さっきまで感じていた不安は、既に払ふつ拭しよくされている。

　何故なら、マキシが笑っているから。

　映見と仲良く笑い合っている、気き負おうことのないその姿。いつもと同じ、いつものようにうるさく、いつものように輝いている笑顔を取り戻したから。

「……まあ、ぶっちゃけ、調子に乗り過ぎていてウザいわね」

『だから、何でそんなに評価が辛からいの？』

「もう一回犬を投げつけてやれば、ちょっとは落ち着くかしらね？」

『本当に勘かん弁べんしてください。折せつ角かくうまいこと回り始めてきてるんだからさ』

　夏野さん、敵なのか味方なのか、本当に分かりませんよね。




「そ、それでは！　『アイドルライブロワイヤル』第四戦を、始めますわよ！」

　準備が終わり。司会者の真秀が、改めて声を上げる。先程までよりも気き勢せいが弱いように見えるのは、ステラの敗北の為だろうか。

「ご主人ー！　気合が入ってないぞー！」

　間かん髪はつ容いれずに、執しつ事じの佑ゆう斗とからのヤジが入る。真秀は何かを言おうとしたが、黙って視線だけで抗議の意思を返して。

「それでは、第四戦、お二人はアイドル！　アイドルならば、アイドルらしく振る舞うことこそ、何よりも大切！　という訳で第四戦では、アイドルとしてのオーラ対決を行いますわ!!」

　真秀の宣言と共に、観客席から歓喜の声が上がる。

『ここに来て、急にアイドルっぽい話になって来たな』

　最初からこういう路線で行くべきだったのではないだろうか。だって二人ともアイドルなんだから。

　しかし、今度こそマキシにとって、絶対的に有利な勝負と言える。

　このアイドルオーラ対決が、アイドルとしての資質を競うものである以上、ステラも誰かから学ぶということは出来ない。まさか、アイドルのオーラを纏まとう中年男性が、新しん稲いな葉ばに存在したとは思えない。ステラは、自前のオーラで勝負に挑むしかないのだ。

「いえ、そうでもないんじゃないかしら」

『知っているのか夏野!?』

「アイドルのオーラ自体は纏っていなくても、アイドルのオーラに詳しいだろう人物が、いるわよね？」

『はぁ？　誰だよそれ』

「アナタ、まさか忘れているわけじゃないでしょうね。今回姿を消している中にいるでしょう？　一人、アイドルに詳しい人物が」

『……おい、それって、まさか』

　そう、だった。そもそも、中年男性連続失しつ踪そう事件を俺達が知ることになった切っ掛け。それは、マキシが持ち込んで来た書き置きからだ。その人物がいなくなったことから、全てが始まったのだ。

　最初に失踪した中年男性。

　そして、このアイドルオーラ対決において、ステラに寄与出来る人物。

　弾はじかれたようにステージを見れば。

「…………!?」

　そこには、信じられないものを見た、というような顔で立たち竦すくむマキシの姿があった。

　それだけで、何が起こったのかを把は握あくする。

　一番そこにいて欲しくなかった人物の姿を、確認する。

　マキシの視線の先。スタジオの闇やみに溶け込むようにして立っている、黒い服装。

　巌いわおのような体たい軀く。真一文字に結ばれた口元。感情を隠すような、サングラス。

　仏ほとけ坂ざか大だい門もん。

　秋月マキシの担当編集者にしてマネージャー。

　だが今は、マキシの傍そばではなく、ステラ側へと付いている。

　恐らくは彼こそが、マキシにとって最大の敵だ。




「…………」

　マキシは言葉もなく、大門を見つめている。

　そこに、先程までの強気な様子は見られず。

「…………」

　大門もまた、何も言わない。

　秋月マキシと、仏坂大門。

　二人が、どれほどの信頼関係で結ばれているのか、それを外野である俺が知る術すべはない。それでも、マキシが常に大門を傍において頼っているのを見るに、互いを尊そん重ちようして認め合う、そんな尊とうとい関係であるに違いない。

　夏野と鈴すず菜なだって、表面では色々と辛しんらつな言葉を掛けるものの、しかし編集者としては間違いなく信頼し、自分の書いた原稿を預けているのだ。ましてマキシは、アイドルのマネージャーとしての活動も、そして部下である黒服達の統とう括かつも全て任せ、大門もそれに応えている。

　そんな風にして共に歩んで来た二人。

　しかし運命は、こうして二人を分かった。

　交わることのない視線。

　敵としての、再会。

「ああ、大門師匠は、お前のマネージャーだったな、秋月マキシ」

　マキシの視線に気付いたステラが、マキシに向けて遠えん慮りよのない言葉を掛ける。

「アイドルとしての振る舞いを学ぶのもそうだが……俺が一番、大門師匠から教わりたかったのは、その男らしさだ。迅じん速そく果か断だん、無言実行、その男らしさこそ、俺が知りたかったものだからな」

「……」

「ああ、別にこれは、俺だけの意図じゃないぜ？　大門師匠もまた、お前とは一度敵に回ることで、その実力を知りたいって寸法だ。流石さすがだ、凄すげぇ男らしい理由じゃないか。でも、今のお前に、師匠の期待に応えることが出来るかな？」

「…………」

「秋月マキシ、果たしてお前は、大門師匠に、相応ふさわしい力があるのか？」

　挑ちよう発はつするように告げて来るステラに対し、マキシは何も言わない。いや、ステラを見ていないわけではない。ただ、ステラを通して、ひたすらに、その背後にいる大門だけを見つめている。

　その顔は、今までに見たことのないくらいの不安と、悲哀に満ちていて。

「……大門」

　呟つぶやく言葉も、また小さい。これまで背後で自分を支えてくれた相手が、今は敵として目の前にいる。マキシのショックは、相当なものだろう。

　大門の意図は分からない。本当にステラの言うように、あえて自ら敵となることで、マキシの実力を測ろうとしているのだろうか。

　マキシは、それでも大門に向けて何かを叫ぼうとして……しかし、思い止とどまった。薄々と、マキシも気付いていたのかもしれない。今回の中年男性連続失踪事件、それがステラの手引きであった以上。こうして大門が立ちはだかるということを、予感していたのかもしれない。

　だが、マキシはアイドルで、作家で。

　そしてここは、テレビの生放送の現場だ。

　故に、今のマキシにとっては、大門は敵側の人間でしかない。この番組が終わるまでは、マキシは自分の力だけで駆け抜けなければならない。

　だから、何も言わない。

　ただ、大門に向けて、鋭い視線を飛ばしたかと思うと。

「ふんッ!!」

　振り返り、自分の陣地へと帰って行く。そこで、映見が驚くのも気にせずに。一度大きく、自分の頰ほおを張った。

　それで、マキシの瞳からは迷いの色が消えた。

　アイドルとして、舞台に臨のぞむ表情に変わっていた。

『……マキシ、大門さん』

　ああ、今のマキシからは見えないだろうけど。

　マキシの背中を見る大門さんが、一度深く頷うなずいた姿が、俺達からは見えていた。

　二人の絆きずなが途切れたわけではない。

　だけど、ここは戦いの場で、だからこそ言葉は交わさない。

　その信念を抱いて、第四戦が始まる。


　　　　　　　　



「ふふん、オーラ対決とはまた面白いじゃない！　良いわ、このあたしの内に秘めたる輝きを、全身全霊で受け止めなさい、この学ラン!!」

　再び観客席の方を向いた時、そこには元通りの秋月マキシが戻っていた。普段通りの賑にぎやかな様子で、ステラに宣言する。

「へっ、こっちだって、負けるつもりはないんだよ！　俺の意地と、そして大門師匠の期待に応える為にも、絶対に負けはしない!!」

「その意気や良し！　ならば刮かつ目もくして清聴しなさい、この秋月マキシを！　プロミネンスよりも熱く激しい、魂たましいの輝きを!!」

　言って、マキシは手を広げる。

「誰が敵に回ったとしても、あたしの輝きは決して曇くもらない！　だって、最後に輝くのはあたしだから！　あたしの輝きは、誰かを照らすその為にあるんだから！　世界中に届け、この輝き！　山を越え谷を越え、世界各国を照らしなさい!!」

　大門を睨にらみ、そして、この世の全てに見せつけるように回転して。

　白い衣装をひらめかせて、舞台上で踊り舞い、ポーズを決める。

　そして。

　次の瞬間。

　スタジオが、白い光に包まれた。




『な、何事だ!?』

　誰かが照らしたわけでもない。照明が変わったわけでもない。

　信じられないことに。

　マキシ自体が、光っていた。

　どうやっているのかは全くもって不明。原理に一切の説明なし。

　しかし確かに、その身体から逬ほとばしるまばゆい程の輝きが、周囲を照らしている。

　目に見えるほどの輝きを持つ、秋月マキシの本気の発はつ露ろ。

　光り輝く超新星。ダイヤモンドの煌きらめき。

　そう、それこそがアイドル。その輝きこそがアイドルのオーラの発現。

　圧倒的な、アイドルとしてのオーラが形となって、スタジオを満たす。

　誰も文句を付けようがない程の、超ちよう弩ど級きゆうアイドルオーラ。

「ふん、まあなかなかやるじゃない。まあ、それぐらいやってくれないと、面白くないわよね」

『ああ、流石はマキシだ』

　うん、まあ冷静に考えてみると結構おかしいんだけど。何なのあのアイドル、ホタルか何かのＤＮＡでも身体に埋め込んでいるの？　火星でアイドルでもやるつもりなの？

「な、何というオーラ!?　どうですか解説の大門さん!?」

　マキシの輝きに目をやられたのか、いつの間にかサングラスを着用していた真秀が、同じくサングラスをした解説役の大門さんに話を振っている。

「ああ、見事なものだ。現在のアイドル業界において、あれ程のオーラを出せるアイドルはそうそういないだろう。見るもの全てを照らして光る、まさに覇は王おう色のオーラと呼べる代しろ物ものだ」

「成なる程ほど!!　それでは対するステラさんの方、どう挑んでいくべきでしょうか？」

「目の前の輝きに目を眩くらまされてはいけない。この勝負のポイントはあくまでも観客の心を摑むということ。あのアイドルを応おう援えんしたいと、そう目を引き付けることこそが大事なのだ」

「ほっほーう」

　そんな、真秀と大門さんのやり取り。

　しかし、マキシの放つオーラは、ばっちりと観客の心を摑んでいることだろう。後攻のステラにとっては、かなり不利な展開である。

「あらあら、この敵犬ってば、一体どちらの味方のつもりかしら？」

『いや、だって、この勝負はどう考えてもマキシに有利だろ？　そもそもアイドルとしてのキャリアが段違いだし、先攻を取ったことで観客にも鮮烈な印象を残している。ここからの逆転は難しいんじゃないか？』

「ええ、そうね。そのことは当然、大門から教わっている筈。だから、勝ちの目を残す為には、あの白いのとは全く違うオーラを出していくしかないわ」

　力に対して力で挑んでも、無駄なだけだ。ステラの取るべき方策は、マキシの発した、圧倒的なオーラに対抗するのではなく。もっと嫋たおやかで繊せん細さいな、美しいオーラによって、マキシとの差別化を図はかることか。

　ステージ上、先手を取ったマキシのオーラに晒されたステラは。

「…………まだだ」

　しかし、目も潰れんばかりの輝きを前に、闘とう志しを失っていなかった。

　アイドルとしての意地か、未来への希望か、あるいは、マキシに対する想いの強さ故か。いずれにせよ、この圧倒的なオーラを前にしてもなお、その戦意は失われていない。

　早崎ステラ。この場に立つだけの資格を備えたアイドル。

　だから、マキシのオーラに向けて、負けずに挑んで行く。それは月に挑むかのような蛮ばん勇ゆうであるが、決して躊躇ためらうことも、戸と惑まどうことも、ない。自らの力を振るって、圧倒的な光に挑んで行く。

「負けるかぁ!!」

　ステラはマキシの前に躍り出て、一度激しくマキシを睨んだかと思うと。

　振り向き、学ランのボタンを外して、一気に脱ぎ去る。黒い学ランが放ほうり投なげられて、宙を舞い。更に、その下に着ていたシャツをも放り投げる。

「あ、あれは！」

『知っているのか夏野!?』

「いや、単に脱いで気合入れただけじゃないの？」

『普通!!』

　しかし、効果は絶大だ。衣服を脱いだ下に見えるのは、肌色。自らの柔やわ肌はだを晒すことで、見る者に驚きよう異い的てきな破壊力を与える奥義。つーか脱いでアピールする。

　学ランの上から見えるシルエットからは、女性的な凹凸は確認出来なかったといえど、その衣を脱いだ姿は分からない。ひょっとしたら、とんでもない最終兵器を隠しているのかもしれない。

　そう、この場において、ステラが選んだ手段。

　それは、エロス！

　あまりにも原始的で、だからこそ効果的。

　確かに、自らに注目を集める為の常じよう套とう手しゆ段だんと言える。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！！」

　ステラが上半身を晒しながら、ポージングを決める。

　アイドルとして、マキシと遜そん色しよくない程のオーラが、スタジオ中に満ちて行く。そう、そのしなやかな身体が見せる、男らしくも女らしいアイドルオーラだ。

　しかし。

『……あれ？』

　オーラよりも先に、気になることがある。

　上着を捨て去り、シャツさえも脱ぎ去り、裸となった早崎ステラの上半身。

　そこに、あるべきものがない。

　女性ならばあるべき膨ふくらみが、そこにはないのだ。

　これはまさか、夏野と同じ、ひんにゅ……。

「何か言ったかしら駄犬」

『いえ何でもないです』

　夏野からの殺意をごまかすように辺りを見れば、スタジオ中が混乱している。ステラのポージング。そしてそこにあるべきものの不在を見てのことに違いない。

　確かに、今衆目に晒されているのは、学ランの上から確認出来た通り、女性的な要素の薄い、何とも平へい坦たんなまな板……いや、要素が薄いというか、あれはむしろ。

『……ちょっ、ちょっと待てよ。ま、まさか……!?』

　よくよく考えてみれば、そもそも、あいつが、早崎ステラがそうであると、俺達は一度も確認していない。見た目と、その行動だけで勝手に判断してしまっていた。その服装や言動から、何度も疑問を持っていたにもかかわらず、勝手に決めつけてしまっていたのである。

　しかし今、目の前にある真実。

『ひょ、ひょっとして……』

　俺が脳内で辿たどり着ついた、その衝しよう撃げきの真実を。

　早崎ステラは、精一杯の大声で、スタジオの全部に届かんばかりに、叫んだ。

「俺は、男だああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁ！！！！！！」

『やっぱりかああああああああああああああああああああああああああ！！！！！！』

　瞬間。

　時が、止まった。




　アイドルライブロワイヤル　第四戦　　勝者　秋月マキシ




「くそ、何で負けたんだ!!」

　第四戦の結果が出たスタジオの中、早崎ステラの叫び声が響く。ステージに四よつん這ばいになり、敗北を嘆なげきながら、床に拳こぶしをぶつけるステラ。その姿は、あまりにも悲壮で。

　しかし今、そんな『彼』に向けるべき言葉は、たった一つ。

『いや、お前男だからだろ……』

　敗因はそれだけです。たった一つの単純な答え、それは『男だから』だ。

　ジェンダーとか、色々言いたいことはあるとは思うけど、でも流石に無理だよ。

　そりゃ別に、アイドルだからって、女性でなければいけないというわけではない。むしろ男性のアイドルだって沢山いるけど、でも、この『アイドルライブロワイヤル』は女性アイドルの為の番組ではなかったのか。ほら、流石の藤井寺Ｄも動どう揺ようしているようだ。番組スタッフ達も、ステラが男だということに気付いていなかったんだね。

　仲間である、水み無な川がわ真秀ですら、マイクを摑みながら目をひん剝むいてカタカタ震えているところを見ると、やはり知らなかったのだろうか。

　しかし、それも無理はないことだ。今、ステージ上で嘆いている早崎ステラは。


　名前：女性っぽい。

　外見：男らしく女性っぽい。中性的な外見。

　体型：筋肉質だが、華きや奢しやで女性っぽい。

　声　：低音の女性声。

　著作：主に女性向けの作品を書いている。

　行動：女性アイドルのマキシに対し『アイドルとしての座を奪うばう』と喧けん嘩かを売る。



　このように、要素を並べてみれば、勘かん違ちがいしたってしょうがないじゃないか。

　いや確かに、女性だって確認していなかったのは色々と問題だったのかもしれないけれど。それはステラさんの方にも責任があるんじゃないですか？　学ランだって、一人称の『俺』だって、そういうキャラ付けなんだ、くらいにしか思いませんでしたよ。

　しかし、ここに来ての、突然のカミングアウト。というか、そもそも本人としては、隠していたつもりなどなく、周りが勝手に勘違いをしていただけだったのかもしれないが。とにかく、女性アイドルとして応援していたのが、実は男性だったのだ。ある意味では、ファンに対する裏切りとも取れる行為なのではないか。

　果たして、観客席ではどんな反応がされているのかと、耳を澄ませてみれば。

「がーん……だな」「裏切られた気分だ……」「まさか男だったなんて！」「そうだな、騙だましやがって！」「でも、顔は可愛いよな」「ああ、身体も中々いい感じだよな」「じゃあ、別に女じゃなくても良いんじゃないのか？」「むしろ、男だから良いということもあり得るのではないか」「Ｓ・Ｕ・Ｔ・Ｅ・Ｒ・Ａ！　ＳＵＴＥＲＡ!!」「じゃあ別に気にしなくてもいいよな！　ステラー結婚してくれー!!」「俺もみなぎって来た!!　ス・テ・ラ・ちゃーん!!」「ステラ様ぁー!!」「男だって大・大・大好きだよ──！！！」「こんなに可愛い子が女の子の筈がなぁーい！！！」

『……駄だ目めだ、この国』

　ステラがカミングアウトした直後こそ、悲鳴のような声が上がっていたものの、しかし今は元通りにステラに対して歓声を送っている。その数は減っているどころか、むしろ増えているようにすら感じられる。男だとカミングアウトした結果、ファンが増えるってのはどういう事態なのだろうか。男なんだよ？　いいの？

　ある意味では、内面を評価されているということでもあるのだけれど。女だと思っていたのが男だったんだぜ？　ＣＤを割ったりしてもおかしくないんじゃないの？

　こんなスキャンダルをテレビでお届けしても良いのか……と今更ながら心配になったが、しかし、いつの間にか立ち直った藤井寺Ｄは『成程、そういうのもあるのか』と言いたげな顔で頷いているので、どうやら問題ないらしい。本当に良いのか。本当に？

「くそっ！　くそっ！」

　ステラは、未だに悔しそうに床を叩き続けている。そしてそれを神しん妙みような目つきで見つめているのは、観客席の中年男性の集団。

　その中には『くそっ、僕の鍛きたえ方かたが足りなかったからこんなことに。もっと胸筋を鍛えていれば！』などと悔くやんでも悔やみきれないような表情をしている中年男性……というか宗むな像かた腕わん力りきがいる。いや、そういう問題じゃあないですよね。

「俺の男らしさが足りなかったっていうのか!!」

　などと、ステラは悔やんでいるが、いやむしろ男らしさしかなかったというのが正直なところだ。むしろ、その点においてはパーフェクトだった。惜しむらくは、マイナス方向にパーフェクトだったということだ。

「くそ、こんなことならもっとしっかり鍛えるべきだった！　良く効くアロマオイルを使って、綺き麗れいなネイルも塗ぬって、お肌のお手入れもすべきだったんだ!!」

　うん、全部間違っている。ベクトルは全て逆方向だ。乙女かよ。

　ともかく、男らしくあろうとした、男。勝つ為には女らしさを出さなければならず、しかし自分は男だとカミングアウトしてしまい、結果として敗れることになってしまった早崎ステラ。

　今、彼の周りにいる誰もが、どう声を掛ければいいのか分からないようだ。

　司会であり、仲間である水無川真秀も、近寄れない今。

「いつまで、そこに倒れているつもり？　全然、輝いてないわね」

「……え？」

　ステージに膝ひざを突いたステラの頭上に、影が差す。

　その影の持ち主は、アイドルにして作家、秋月マキシ。

「何やってるの？　まだ勝負は終わっていないでしょ？　一戦目と二戦目はあんたの勝ち。そして、三戦目と四戦目は、この輝いているあ・た・しの勝ち」

　マキシは、ゆっくりと、その場全員に言い聞かせるようにして、言葉を紡ぐ。

「まだ勝負は、二勝二敗の五分よ。決着は付いていないわ。それなのに、ここでそうやって諦あきらめて、決まっていない勝負を投げ出すの？」

「で、でも、俺は……」

「そうね、確かにあんたが男だっていうのなら。たとえこの戦いで勝ったとしても、超国民的女性アイドルであるあたしに成り代わることなんて出来ないわ。まあ、男じゃなかったとしても無理だけど！」

　マキシの言葉が、ステラを貫く。

「だけど、それが、ここで勝負を止やめる理由になるって言うの？」

「……!?」

「まだ決着は付いていない。そんな中ちゆう途と半はん端ぱな所で勝負を止めるなんて、そんな男らしくも女らしくもアイドルらしくも作家らしくもないことを、するつもりじゃないでしょうね？」

「……それは」

　マキシは、ステラを煽あおるように、あるいは励はげますように、言葉を紡ぐ。

　アイドルにして、作家。そんな、世にも珍めずらしい立場を共有する二人だからこそ。こうして放たれる言葉に意味があり、力がある。

「ほら、いい加か減げん立ちなさい。これから、最後の勝負が始まるってのに、いつまでそんな風に意味もなく悔しがっているの？　そんなんじゃ、いつまで経たっても、この輝き続けるあたしには追いつけないわ。立ち上がらないままじゃ勝負にもならない。根性見せなさいよ。男の子なんでしょ？」

　どこか優しげな、その挑発。

　本当に、妙なところで甘くて。

　それでも、いつだって本気でぶつかっていく奴だ。

　アイドルとしても、作家としても。その向こう側にいるファンと読者を見据えて、その為に全力を尽くして踊り、歌い、書いていく。そうやって、アイドルと作家の二つを矛盾なく成立させる稀き代たいの傑けつ物ぶつ。

　それは確かに、憧あこがれるべき相手で。

　そして、打倒したいと、そう思わせるような姿だった。

「…………ふんッ」

　ステラが立ち上がる。

　その瞳に宿るのは確かな意思と、不ふ屈くつの闘志。

　先程までの弱気さは、そこにはない。

　秋月マキシの言葉が、早崎ステラを呼び起こしたのだ。

「……負けた後に、やっぱりナシなんて言うなよな」

「ふん、そんな輝いてないこと。するわけないじゃないの」

　マキシの前で立ち上がるステラ。

　二人の作家が、再び向かい合う。

「そんなわけで……そこの司会者！」

「な、何ですの!?」

　突然のマキシからの呼び出し。ステラのカミングアウトで呆ほうけていた真秀は、慌てた口調で反応する。

「最後の五戦目……どうせ、歌とかダンス勝負って感じなんでしょ？」

「うっ!?」

　図星という反応を見せる真秀。まあ、そりゃ『アイドルライブロワイヤル』なのだから、アイドルとしての技量を競い合うのが当たり前の話である。ここまでの戦いが微妙におかしかったのだ。

「でも、それは中止よ！」

「……え？」

「あたしは、秋月マキシはアイドルであるのと同時に、作家なのよ。そしてこっちの学ラン……いえ、早崎ステラもまた、アイドルにして作家。だから最後は、そんな二人の、アイドルで、なおかつ作家な戦いで決着を付けるしかないじゃない!!」

「あ、アイドルで、なおかつ作家な戦い……？　な、何を言っているんですの……？」

　しかし、真秀は相変わらずマキシの言葉が理解出来ないようで。

「はぁ？　あんた、作家なのに、そんなことも知らないの？　全く輝いてないわね」

　マキシは、一度芝しば居いがかったように首を振ると、何にも恥じることのない、飛び切りの笑顔で。

「あるでしょ？　この場に相応しい、あたし達に相応しい、最高の戦いが!!」

　告げる。それは、何度も聞いて、味わって。

　俺にとってもすっかり馴な染じみとなった、その勝負の名。

「あたし達はアイドルで、作家。だったら最高の戦いで決着を付けましょう。そう、最高の執筆戦で!!」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ＩＤＯＬ‐ＢＬＡＳＴＥＲ】……　早崎ステラの著作。アイドルを目指していた筈の普通の女子中学生が、いつの間にか零れい細さい事務所に所属し暗殺技術を学び、いつの間にか超巨大事務所に所属するライバルアイドルとの暗殺合戦に突入し、いつの間にかアイドル界の頂点に君臨していく物語。アイドル合戦的には、生放送中が一番危険らしい。読者が抱いた感想の半分以上が『アイドルってすごい、改めてそう思った』だった。

【食事時のにゃにゃつの習慣】……　猫ねこ野の不知火しらぬいの著作。長年生き続けた結果、人の姿を手に入れたネコマタが、飲食産業に興味を持ち、オンボロ屋や台たい一つから国内有数の食品企業のトップに上り詰めるまでを書いている。内容の八割方が食事についての記述であり、テーブルマナー本としても評価が高い。




















「さあ、いよいよ勝負は、最後の一戦を残すのみとなりましたわ。ここまで互いに二勝ずつ、つまり泣いても笑っても、これにて決着。水み無な川がわグループがスポンサーでお送りしたこの『アイドルライブロワイヤル』。秋あき月づきマキシ　対　早はや崎さきステラ、そのラストバトルを、始めますわよ!!」

　真ま秀ほが、大きく手を上げて、告げる。

「最後の勝負は！　執筆対決、ですわ!!」

　その宣言と同時、再び観客席から歓声が上がる。

　流行の最先端を、まるで波にでも乗るように乗りこなし、話題の作品を次々と出版していく、輝ける白い作家、秋月マキシ。

　そんなマキシの後を追うように、流行をも追って行き、模も倣ほうという技能を活いかして食らいついていく、男らしく黒い作家、早崎ステラ。

　俺が、一番見たかった勝負。

　作家としての実力が、今、ここで問われる。

「ちなみに、『アイドルライブロワイヤル』に則のつとった特別ルールとして、最終戦には、それぞれ一人のパートナーを用意して頂きますわ。その確認をもって、勝負の了解・開始と致します!!」

「良かったな、ご主人が戦うことにならなくて。パートナーになってくれる友達がいないもんな」

「い、いますわよ!?」

「毎晩話し掛けている、犬のぬいぐるみは友達じゃないからな？　トカゲの奴もだ」

「ぬいぐるみの他にもいますわよ！　……いますわよ!?」

　最終戦において、必要となるパートナー。

　マキシは、自らのパートナーとして、大おお澤さわ映は見みを選んでいた。

　元々、この『アイドルライブロワイヤル』は、最終戦では、お互いに一人以上のパートナーを用意して、チーム戦での戦いをするのが通例らしい。マキシが映見を拉ら致ちしようとしたり、無理矢理ステージに立たせようとしたのは、最初からここでの登場を考えてのことだったようだ。

「大船に乗った気分で行きなさい、後輩！　大丈夫、あたしのシャイニングアシストがあるから、何も心配しなくていいのよ!!」

「えっと……はい、頑がん張ばります」

　自信満々というような様子のマキシに対し、映見は相変わらずオドオドとした様子だった。最初に比べれば、まだマシだけど。一応、正常な意識を保っていることだし。

　ともかく、最後の勝負が執しつ筆ぴつ戦せんとなれば、パートナーに映見を選んだマキシの選択は大正解と言える。映見もまた、執筆戦においては一いつ家か言げんある作家。既に夏なつ野のとの戦いも行っているということで、経験もバッチリなのだ。

「いつかこういう大おお舞ぶ台たいがあることを見越して、映見と執筆戦を行っていたのよ。つまり、全すべては私の計画通りってことね」

『いや、お前はあの時、怒りのままに襲おそい掛かかっていましたけど？』

「あら、そうだったかしら」

『そうでしたよ』

　あの時の夏野さんの暴れっぷり、忘れたくても忘れられませんとも。何か、俺が映見と一緒にいるところを見て、超怒り狂ったりしてたし。

「……そう、あの時の怒りが蘇よみがえって来たので、ちょっと斬きらせてくれる？」

『駄目に決まっているよね!?　今は映見とマキシを黙って見守ろうよ!!』

「取って置きのお仕置きがあるのよ。アナタの生命戦維を裁ち切るお仕置きが」

『そのまま取って置いてくれませんかねぇ!!』

　とにかく、マキシに関しては、先程の啖たん呵かを聞いたこともあってか、それ程心配はしていない。問題は、やはり映見だ。

　執筆戦の経験に関しては問題ない。メンタル面に関しても、まあ、映見を信じよう。あまりにプレッシャーが掛かりすぎて、逆に平静になってしまっているのが、現在の映見の状態だ。すっかり目が据わっていることだし。全部諦あきらめているのかもしれないけど。

　だから残る問題は、一つ。それは、映見と相対することになるだろう、ステラ側のパートナーの存在。

　ここまでステラに様々な技能を教え、あるいは勝負の解説を行ってきたのは、今回起こった中年男性連続失しつ踪そう事件の被害者だった。つまりこの第五戦においてステラのパートナーとなるのもまた、失踪した中年男性のうちの一人だ。

　俺は、既にそれが誰だか分かっている。そう、今回の事件において姿を消していた中年男性。その中で、まだ現れていない人物がいるのだ。

　それは、執筆戦という舞台に耐えうる人物。

　そして、映見にとっても因いん縁ねん浅からぬ相手。

「…………えっ？」

　ステージ上に現れた、新たな人影。映見は、その人物に対して驚おどろきの声を上げる。

「悪いな、愁しゆう山ざん師匠。急な出番になっちまってさ」

「構わないとも。約束通り、君に協力するのは勿もち論ろんだが……」

　ステラの背後から、彼女……じゃなくて彼を守るようにステージへと上がって来たのは、帽ぼう子しにトレンチコートという季節外れの格好に、白髪しらが交じりのひげをたくわえた、渋しぶい声をした人物。

「……パパ？」

「それ以上に。娘の成長を測る、良い機会なのだからな」

　大澤愁山。

　かつて、俺と夏野の前に立ちはだかった、大御所作家。そして、大澤映見の父親が。

　ステラ側のパートナーとして、マキシと映見の前に立ちはだかったのだった。

『……やっぱり、愁山か』

「まさか、お漏もらしストーカー爺じじいがここで出てくるとは思わなかったわね。まあ、でも執筆戦の対決で良かったわよね。お漏らし対決とかじゃなくて」

『それは放送倫理委員会に喧けん嘩かを売る対決ですもんね!!』

　しかし、個人の性せい癖へきと性格は置いておくとして、確かに愁山は大御所作家だ。そうは見えなくとも、文ぶん壇だんにおいて高い地位を持つ、作家なのだ。

「パ、パパ！　何で？　どうして……こんなところに？」

「ふむ、そうだな」

　まさか、失踪していた父親と、こんな所で再会するとは思っていなかったのだろう。

　娘の、映見の悲痛な声が響き。父親は、その理由を語り始めようとする。そう、こうして娘の前に敵として現れたのだから、そこには相応の決意があって然しかるべきだ。肉親の情すら裏切るだけの、理由が。

「話せば長くなるのだがな」

　愁山は、その重々しい口を開く。

「儂わしが日課の、朝の散歩をしている時、不意に尿意を催もよおしてしまってな」

『おいこの話を止めろ』

　絶対に止めろ。

　テレビ的に絶対に駄だ目めだよ。ただでさえ色々限界な状態の映見なのに。ここで父親の痴ち態たいなんぞ明かされてしまっては、いよいよ壊れてしまうかもしれない。

「まあ、それは冗じよう談だんだが。実は少し彼女に……というよりも、彼か。ともかく少し借りが出来てしまったのでな。今回の勝負、こちらの早崎ステラ君に、少し力を貸すことになったのだよ」

　そこで愁山は会話を区切り、大きく視線を動かした。

「…………」

　まずは、ステージ上にいる、秋月マキシを見る。

　次に、観客席をぐるりと見回して。

　最後に、またステージ上にいる自分の娘、大澤映見を見つめる。

「ふむ。どうやら、儂の方にも、本気になる理由が出来たと、そういうことらしいな」

　帽子を深く被かぶりながら、愁山はそう呟つぶやく。

　そんな愁山の横に立ち、身体からだの前で拳こぶしを突き合わせるのはステラ。

「ああ、愁山師匠の事情は分かっているぜ。師匠は、師匠の敵と戦う。そんで俺は、秋月マキシと戦う。何も問題はない、そうだよな？」

「ああ、何も問題はないとも、ステラ君」

　そう答える、愁山の目には、最早マキシも、あるいはステラも見えていない。ただ、目の前に立っている自分の娘を、自分の敵を、強い視線で射い貫ぬいて。




「儂は、儂の全力を以もって、叩たたき潰つぶすだけだ」




「「「「「──ッ!?」」」」」

　瞬間、隣にいる夏野が立ち上がった。まるで、目の前にいきなり猛獣でも現れたかのような、劇的な反応。俺も思わず身を竦すくめてしまう。

『お、おい、どうしたんだ？』

「……あのお漏らし爺、とんだ食わせものね」

『え？』

「全く、それだけの力を持っているくせに、私にあっさりやられてみせるなんて……舐なめられたものよね」

　そう答える夏野の言葉は、僅わずかに震えていて。

　見れば。ステージ上にも同じような反応をしている人物が四人。大澤映見。秋月マキシ。早崎ステラ。水無川真秀。彼女達、四人の作家もまた、愁山に対し、畏おそれるような視線を向けている。

　それで、俺にも合点がいった。

　大澤愁山が、作家として、本気を出そうとしているのだ。

　俺達が愁山と最初に出会った時、愁山はいとも簡単にやられ、夏野によって吊つるされていた。しかしあの時の愁山は、娘を想おもう気持ちこそが最優先であって、恐らく夏野を倒そうなどとは考えていなかったに違いない。

　しかし今、大澤愁山が、本気を出そうとしている。目の前に立つ映見……いや、対戦相手を滅ぼそうと。

　映見が振るう大澤流執筆術、その師匠たる人物。その全力が、ここで、娘である映見に対して向けられるというのか。

「……荒れるわよ、この執筆戦」

　夏野に言われるまでもなく、分かる。

　この先、とんでもないことが起こる。




　執筆戦。

　作家同士が、己が矜きよう持じを懸かけて争う闘たたかい。

　ステージ上に用意されたのは、二組の机と、それぞれに二つの椅い子す。机の上には、筆記用具と、積み重なった原稿用紙。

「最終対決は、それぞれの作家に、短編小説を書いて頂きますわ！　その上で、審しん査さ員いんが短編小説を読んで、最終的な判断を下させて頂きます。評価基準は、内容やスピードや芸術点に至るまで、とにかく全てとなります!!」

　ステージ上の真秀の言葉に、隣の席の夏野が呟く。

「……ふうん。最もノーマルなタイプの執筆戦ね」

『執筆戦に、ノーマルとかあるんだ』

　そもそも執筆戦の存在自体がどうかしているので、ノーマルもアブノーマルもないだろ。執筆戦というものについて一回検証すべきだと思うんだけども、しかし事態が妙にシリアスな方向で進んでいるので、口を挟むことが出来ない。

　ともかく、出来上がった短編小説を読んで、審査をするというタイプの勝負らしい。

　ということは。一番の問題は、審査員が誰かということ。

　短編小説の出来を判断し、公平なジャッジを下す、そんな審査員が必要なのだ。そこまでの人材などそうそういな……いや、俺がいるだろ？　この場においては俺くらいしかいないように思うのだけど、どうだろうか。さあ、俺に審査をプリーズ！　俺以外にそんな大役が務まる奴はいないんじゃないですか!?

「まあ、丁ちよう度ど良く、この場には……」

『うんうん』

「このわたくし、水無川真秀という唯一無二の作家が控ひかえていることですし、わたくしが審査員役を仰おおせつかりますわ!!」

『えぇ────────!?』

「おーい、文句言われているぞ、ご主人」

「誰にも言われていませんわ!?」

　すかさず入る、執しつ事じによるヤジ。

「世界中の書籍を収集してきたわたくし、読み続けてきたわたくしであればこそ、適切な判断が下せるというもの！　決して、どちらかに肩入れするような真ま似ねは致しませんわ。もし不正が判明した時は、もういっそ腹を切らせて頂きますわ!!」

「そんなものテレビで映せる訳ないだろ、ご主人ー！」

　全く以てその通りです。どうして君達は、放送コードの限界に挑ちよう戦せんするようなことばかりやろうとするの？

　しかし、司会という立場であるわけだし、一応妥だ当とうと言えなくはない。まあ、ここで仮に真秀がステラの側に肩入れなどした場合、怒りに燃えた俺と、ついでに暴れ足りない夏野さんが乱入して酷ひどいことをすると思うので気を付けて下さいね。




　執筆戦に参加する四人の作家が、それぞれの席に着く。

　外野にいる俺ですら、緊きん張ちようしてしまうのだから、今マキシと並んで、カメラの前に立たされている映見の心中はいかばかりか。まあ、あくまでも主役はマキシ、映見はサポート役なので、番組のことまで考える必要はないだろうが。映見にとっては、きっと、目の前に座っている父親にどう立ち向かうかが全てに違いない。

　その一方で、マキシ。

　そもそも緊張とかいう概がい念ねんとは無む縁えんであるアイドル。すっかり手慣れた様子で、観客席に手など振っている。マキシにとっては、アイドルと作家の二足の草鞋わらじは不可分のもの。だからこそ、この執筆戦という舞台にあっても、自然体のままでいられるのだ。それが映見にとって、支えとなればいいのだが。

　対する早崎ステラと、大澤愁山。

　二人は何もせず、ただ目を閉じて椅子に座っている。この二人がどのような執筆戦を行うのか、全く分からない。ただ、ステラは、愁山から何かしらの執筆術を教わっている可能性もあるので、その脅きよう威いは未知数だ。

　四人の中央に立った真秀が、とびきりのカメラ目線で笑う。

「それでは！　これにて最終決着となります第五戦！　『アイドルライブロワイヤル』最終戦、執筆戦勝負!!」

　秋月マキシ＆大澤映見　ＶＳ　早崎ステラ＆大澤愁山。

　そして、高く上げられた腕が振り下ろされる。

「レディ……………………ファイトッ!!」

　こうして。

　長かった『アイドルライブロワイヤル』は、ついに最後の戦いを迎える。














《以下の単語が用語集に登録されました》

【南なん海かいテレビ】……　アイドル育成型対決バラエティ『アイドルライブロワイヤル』を放送する在京ローカルテレビ局。バラエティやドラマなど、独自の番組制作には定評があり、ローカル局にもかかわらず全国的にファンが存在する。名物社長による『南海テレビなんかい!!』というギャグは一世を風ふう靡びしなかった。






　開始の瞬間。

　まず動いたのは、秋月マキシ。

「じゃあ後は任せるわよ、後輩！」

「ふぇっ!?」

「あたしは、あたしの戦場に行ってくるわ!!」

　マキシはあっさりと立ち上がり、映見の元を離れると、自らのマイクを手に、先程のゴンドラの上に飛び乗って。

「さあ、ここからがアイドルの真しん骨こつ頂ちようよ！　皆、あたしの歌を聞きなさい!!」

　おもむろに歌い始めた。

「くそ、負けるか！　俺も行くぜ!!」

　ステラも負けまいと、ステージ脇に置かれていたマイクスタンドを摑つかむと、それを振り回しながらマキシのゴンドラに飛びついてよじ登り、歌い始める。

　秋月マキシと早崎ステラ、二人のアイドルは、決着を付ける為ために、飛び出して。

「フウー!!」

「イエー!!」

　広いとは言えないゴンドラの上で歌い出す。白と黒の衣装が、もつれ合うように舞っている。二人のテンションも、既に最高潮で。

「ハアッ!!」

「ヘイッ!!」

　二人、互いにマイクを握りしめ、歌声をぶつけ合うように熱唱している。

　しかもゴンドラの原動力である黒服の皆さんが張り切っているのか、移動速度がえらいことになっているので、カメラも十分に二人を追えていない。テレビ映りのことを完全に無視した暴走特急と化している。

　その光景を見て、俺が思うことはただ一つだ。

　うん、これは、俺の出番だな。つーか、衝しよう動どうが既に抑え切れない。

　息を深く吸い込み、大きな声で、叫ぶ。

『執筆戦じゃねえええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！！！！』

　叫び続ける。

『じゃねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！！！！！！』

「ふんッ!!」

『たわば!!』

　夏野からの一撃が入り、ようやく俺の叫びが止まる。

「何よ駄犬、いきなり興こう奮ふんし出して。落ち着きなさいよ」

『……いやこれ、俺がツッコむべき箇所だったじゃないですか。だってあまりにもツッコミどころが巨大なんだもん。俺がやらねば誰がやるんですか』

「はぁ？　何がおかしいっていうのよ」

『いやいやいや、おかしいところばかりじゃん』

　マキシとステラはいきなり歌い出してるんだぞ。そもそも、執筆戦してないじゃないかよ。

「何言ってるの？　ちゃんとしているじゃない」

『そりゃまあ、映見と愁山達は確かにしっかりやってるみたいだけどさ』

　マキシとステラの二人がいなくなったステージ上はと言えば。取り残された映見と愁山が向き合い、お互いに原稿用紙に万年筆を振るっている。

「ううう……ううううう……」

　一人取り残され、泣きそうになりながら、必死で原稿用紙に向かう映見。そこで書こうとする意思があるだけ、成長したと言えるだろう。今までの映見ならば、カメラを向けられた時点で意識を喪失していた筈はずだ。

　そして、その対面。

「どうしたどうした！　お前の成長を儂に見せてみろ、映見!!」

　妙に張り切った様子で、映見に声を飛ばす大澤愁山。因縁のある二人……というか、親子の対決ということなのだが。基本的には互いにどうこうすることなく、原稿用紙に向けて筆を振るうばかりである。これ、余りにも不ふ憫びんすぎやしないか。ちょっと、世の中は映見に厳しすぎるんじゃないのか。頑張れ映見。

「……何言ってるの。映見だけじゃないわよ。ちゃんと、あの白いの達だって、執筆戦をしているわ」

『はぁ？』

　おやおや、夏野さんがおかしなことを言い始めましたよ。

　夏野の視線の先には、ゴンドラの上で歌い踊る二人のアイドルの姿。

　どう見ても、執筆戦をしているようには見えない。いや俺は別に、執筆戦を見極めるプロとかじゃないんだけど、それでもあれが執筆戦じゃないことは分かるよ。だって執筆してないもん。

「あら、素人しろうとにはそう見えるのかしら」

『いやそもそも、執筆戦のプロとかいるの？』

「良く見なさい、そして聴きなさい。ああやって作家二人が激突するのなら、それは執筆戦をおいて他にはないということを知りなさい。あれは、執筆戦よ」

『……はぁ』

　夏野の言葉に半信半疑ながらも、アイドルの歌に集中してみる。

　俺に歌の良し悪しは、はっきりとは分からないけど。それでも二人が歌っているところに、特に何かがあるわけではない。二人、普通にアイドルソングを歌っているので、そもそも勝負すらしていない。これ別にテレビでやらなくっても、そこらのカラオケボックスか何かで好きなだけやればいいじゃないですか。

　歌ってる歌自体も、秋月マキシのヒット曲のうちの一つ『放課後のルミエール』で、だからといって、特に何も……。

『……いや、違う？』

　歌は確かに、マキシのアイドルソングの一つなのだが。しかしその歌詞は、俺が知っているものと微妙に異なっている。何か『闇やみ』とか『夜』とか、そんな感じの単語が歌詞に混ざっている。そんな暗い印象の単語は、マキシのアイドルソングにはそぐわない。

　しかし、今聴こえて来るということは、それを歌っているのは、マキシではなく。

『ステラの奴、マキシとは違う歌を歌っている？』

　いや、それも考えづらい。もしもステラが全く違う歌を歌っているのならば、もっと不協和音のような、聞くに堪えないものになってしまっているだろう。しかし実際には、まるで違い和わ感かんのない、ただ一曲のアイドルソングのようにしか聞こえない。

　同じメロディに、違う歌詞。

　されど、一つの曲としか聴こえない。

　つまり、これは。

『歌っているのは、あくまでもマキシのアイドルソングだけど。その歌詞を、微妙に違う形へとステラが変えて歌っている……？』

「どうやら、そうみたいね。あの学ラン、歌の間に空いた隙すき間まに、本来とは違う歌詞を、即そつ興きようで挟み込んでいる。まるでバックコーラスのように、メロディは白いのの方に合わせたままで、だけど自分の歌詞を入れて来ている」

『ステラが、歌詞を……でも、そんなことしてどうなるって言うんだよ』

　夏野は、僅かに感かん嘆たんするかのように告げる。

「分からない？　相手の歌のリズム、隙間を解かい析せきして。更には、自分の歌詞を割り込ませることで、歌の流れを自分の方へと向けているってこと。つまり、あの白いのの歌を、真っ向から乗っ取ろうとしているということよ」

『の、乗っ取る……？』

　何だそれは。正直、俺には夏野が何を言っているのか良く分からない。

　だって、二人のアイドルが、同じ歌を歌っているようにしか聞こえないのだ。水面下でそんな戦いが起きてるっていうのか。

『つーか、そもそもそんなことが可能なのか？』

「信じられないことだけどね。早崎ステラの持つ、相手を模倣する技能。それを発はつ揮きすれば、出来なくはないかもしれないわ」

　その時代に流は行やっているものを、自分のものとして模倣するステラの作風。それを、歌という分野において行ってみせたというのか。

　対象は強烈に意識しているライバル、秋月マキシだ。敵を知り己を知れば……という慣用句があるように、相手を倒す為には、相手を知ることこそが一番肝要なのである。

　だからステラは、マキシの書く本の作風だけではなく、マキシの歌う歌に関しても、事前に対策を練ねっていて。

　それが、今ここで噴出した。

　歌っている途中の歌を、乗っ取らんとする暴挙。

　見れば、マキシの顔に僅かな驚きよう愕がくが浮かんでいる。歌っている最中ということで、ハッキリと表に出すことはしていないものの、しかしステラの意図に気が付いたのだろう。自分の歌が、今まさに危機に立たされているという、その事実を。

『なんて奴なんだ……』

　マキシにとってみれば、断だん崖がいの一本橋の上を駆けている途中で、背後から刺客に追われているような状況。背後に気を取られれば、自分が橋から落下してしまう。かといって、背後を気にせずに走ったとしても、いつ追いつかれ、危機に陥おちいるか分からない。

　もし、一瞬でも気を抜けば。その瞬間に、歌を奪うばわれるだろう。たった一瞬の油ゆ断だんすらも許されない、ギリギリの状況なのだ。

　それが分かっているだろうマキシは、歌とダンスを止めないように、しかし油断ならないという視線をステラに飛ばしている。

　ステラもまた、自分の意図がマキシに伝わったことを理解した笑みを浮かべて、攻撃を続行する。

　一見して、二人のアイドルがただ歌を歌っているように見える。

　しかし実態は、一つの歌を奪い合う、限界ギリギリの勝負。

　自分の歌で、相手の歌を防御するか。

　自分の歌で、相手の歌を侵略するか。

　この土ど壇たん場ばにおいて、いつの間にかそんなアイドルの矜持を懸けた戦いが、繰くり広ひろげられているのだ。

『……そうか』

　夏野の言っている意味が、ようやく分かった。

　今、マキシとステラが互いに武器としているのは、己の歌。そして、己の歌詞。

　自分の歌詞を守る為に、相手の歌詞を防ぎ切る。

　自分の歌詞を認めさせる為に、相手の歌詞を割り砕く。

　その応おう酬しゆうが、一つの歌となって、観客を盛り上げている。

　追われるマキシの歌声が、聴くもの全てを吹き飛ばすような勢いを持つ大砲だとしたら。追うステラの歌声は、隙を狙ねらって撃うち込こまれるスナイパーライフルだろうか。歌う二人に重なるようにして、アクション映画のガンファイトのようなビジョンが浮かぶ。

　互いの歌は、弾丸となって放たれる。

　その弾幕を、ダンスとステップで回かい避ひしていく。

　そうして奪い合うのは、それぞれが胸に秘めた、自分の歌詞。

　自分の、大切にしている歌詞を、相手に奪わせまいとする勝負。

　歌詞という文字列をぶつけ合う、この戦い。

　ペンを持たずとも。

　原稿用紙に向かわずとも。

　踊り、歌いながらの戦いであっても。

　それでも、確かに執筆戦だ。

　アイドルにして、作家という、この世に他にはいないだろう、稀け有うな二人。

　秋月マキシと。

　早崎ステラ。

　そんな二人にしか、出来ない勝負。

　そんな二人だからこそ、可能となった激闘。

「そうね、名付けるのなら『宣姫絶響執筆戦シンフオニツクゲイン』ってところかしら。ここに来て、新たな執筆戦まで創りあげるなんて、まあ、あの白いのらしいって言えば、らしいかしら」

　新時代の執筆戦が、今ここに誕生した。執筆戦と名乗っておきながら、執筆をしないという、まさに逆転の発想から生じた激戦。

　常識など、クソくらえだ。

　俺達は今、歴史の転てん換かん点てんとなるべき戦いを、目にしているのだ。




　アイドル達の歌は、盛り上がりを維い持じし続けたまま、二人ともに止まることなく、二番へと突入する。

『……ん!?』

　マキシの顔に、決然としたものが浮かんだと感じた瞬間。マキシの歌っている歌詞が、先程までのものから変化した。

「へえ、やる気ね」

『これは？』

「あの白いの、追われるのをかわし続けるだけじゃあ満足出来ないみたい。自分の方も、即興で新しい歌詞をつけながら歌うみたいよ」

『なっ!?』

　確かに、これは、俺の聴いたことのある歌とは違う。ステラが、オリジナルの歌詞をぶつけて来るというこの状況を覆くつがえそうとして、マキシもまた、新しい歌詞を執筆しながら歌うという領りよう域いきに突入しようとしている。

　ただ追うステラから逃れるだけでは満足せず。追ってきた相手を、正面から受け止めて、ねじ伏せてみせる。まるで、それこそが、秋月マキシだと言うかのように。

「……!!」

「！！！！」

　マキシの反撃を受けて、ステラの追随速度が、僅かに緩ゆるみ。

　しかし、歌が進むにつれて、またも盛り返してくる。

　一進一退で激突する、二人の歌。二人のアイドル。

　戦いは、歌だけに止とどまらない。いつの間にか接近していた二人のダンスが、激しくなっている。その動きは、歌の盛り上がりと連動している。

　勇気ある歌詞に乗せて、腕が飛び出し。

　威い勢せい良い歌詞に乗せて、ステップが速度を増す。

　歌詞に合わせるように二人、ダンスを踊っている。

　触れれば吹き飛ぶような勢いの応酬は、しかし一つも当たることはない。互いの習得したダンスの技術が、拮きつ抗こうしている。相手が歌詞と共に放つ一撃を、自分もまた歌詞によって盛り上がった動きで回避する。それは、それぞれの歌声が手足に染み渡り、身体を動かしているかのよう。

　本気で殴なぐり合あいをしているかのような、激しいやり取り。しかし何も知らない者が見れば、ただダンスを踊っているだけに見えるだろう。

　歌とダンスが融ゆう合ごうした、全身で書き記す執筆戦。

　これこそまさに、アイドルにして作家という二人の戦いだ。




　ここまで一度も、マキシがミスすることはなく。

　従って、ステラの歌詞もその後を追い続けている。

　二人のアイドルの戦いは、いよいよ終しゆう盤ばんに差し掛かり始めた。

　そんな二人の負担は、疲労となってその顔に現れている。

　無理もない。相手を常に気にしながら、歌とダンスを完かん遂すいするということ。それが、どれ程難しいことか。互いに、歌にもダンスにも、一切の妥だ協きようをしていない。その上で、歌詞を奪い合う執筆戦を同時に進行しているのだ。そんな難事をここまで成なし遂とげるとは、二人ともに、何という体力と、精神力なのだろうか。

　こうして執筆戦を行えるのも、きっとこの一曲が限界で。

　まもなく、その最初で最後の一曲が終わろうとしている。

　今二人が歌っている二番のサビの部分。これが終われば、少し長めの間かん奏そうを挟んで、最後のサビへと突入して行く。

　ここが、最後の分ぶん水すい嶺れいだ。

「！！！！」

「！！！！！」

　そして、どちらも勢いを消すことなく、サビを歌い切った。

　やがて歌声が止やむ。間奏に入ったのだ。

「……ふん」

「……ヘッ」

　与えられた、最後の休息。

　ゴンドラの上の二人が、互いにポージングを決めながら笑い合う。

「やるじゃねぇか、秋月マキシ」

「そっちもね、早崎ステラ」

「だが、勝つのは俺だ、俺はここでお前に勝って、真似だけじゃない、模倣だけじゃない、本物だって証明するんだ！　二に番ばん煎せんじと呼ばれて来た過去に、俺は、訣けつ別べつしてみせる!!」

「そう、だったら、全力で挑いどんで来なさいよね。あんたの持つ全力、アイドルにして作家であるその全力で、あたしを越えてみせなさい。まあ、簡単に越えられるあたしじゃないけど!!」

　二人の意地の、ぶつかり合い。きっとこの先、相手のことを気にしているような余裕はない。ただ、自分に飛んでくる銃弾を撃うち落おとして、向こう側に自分の攻撃を徹とおす、それだけしか考えられないような激戦になるだろう。

　観客が、激しく盛り上がり。

　俺も夏野も、ただ見守ることしか出来ない。

　歌声のないメロディが、しばしスタジオに流れ。

　そして、間奏が終わり……。




「…………ッ！！！」

　その、僅か、一瞬前に。

　ステラの歌声が、スタートを切っていた。




『何ぃ!?』

　間奏が終わり、最後のサビが始まるその刹せつ那な。

　そこに、ステラは一瞬早く、自分の歌声を滑り込ませた。ほとんどフライング気味で始まった一声。少しでもタイミングがズレてしまえば、致ち命めい的てきになってしまっただろう、拙せつ速そくの一撃。

　しかしステラは、賭けに勝った。

　この執筆戦において、初めて、マキシの先手を取ったのだ。

　ずっと、マキシの歌を模倣し続けて来たステラは、ここで、大きな一歩を踏み出した。ずっと後追いで歌って来たからこそ、この場においての奇き襲しゆうが、大きな意味を持つ。

「──!!」

　結果的に一歩遅れることとなったマキシの歌声が、その後ろを付いて行く。

　それでも調子を崩くずさず、張りのある歌声をキープしているのは見事だったが。その顔には、明らかな焦あせりが見て取れた。

　マキシにとって、相手を追うという歌い方は、初めての経験の筈。

　しかもそれは、ステラの持つ模倣能力があるからこそ可能な歌い方。

　慣れない歌い方を強しいられて、マキシの歌声が僅かに小さくなる。限界が訪れたのか、それとも何かアクシデントでも起きたのか。いずれにせよ、初めて二人の間に、ハッキリとした優劣が生まれたのだ。

「────!!」

　勝負はまさに最終段階。後は、最後のサビを歌い切るだけ。

　ステラにとっては、ここから先、自分自身の歌詞をただメロディに合わせて歌うだけで良いのだ。そこに、今更ミスするような要因は見られない。

　対してマキシは、自分のペースを奪われ、すっかりバランスを失っている。逆転する為には、圧倒的に時間が足りない。

　このままでは、マキシが負けてしまう。

　あの輝けるアイドルが、負けてしまう。

『そんな、あいつが……負ける、のか？』

　頭を過よぎった事実が目の前を暗く染める。思えば、秋月マキシが誰かに負ける、なんて場面を、想像出来ない自分がいることに気が付く。

　夏野との戦いも、引き分けという形で終わり。その後も、マキシは己を貫つらぬいて、その輝きを見せ付けていた。常に自信に溢あふれ、輝いている、絶対的な存在。大仰なことを叫びながら、しかしその言葉の強さに恥じないような力を、確かに見せてくれるアイドル。夏野とはまた違った形で、信頼とも取れるような感情を抱くに値あたいする作家。

　それが、俺にとっての、秋月マキシという人間だった。

　だから、マキシの敗北がここにあるなんて、信じられない。そんな姿を、見たくない。

　あの、自じ信しん過か剰じようで天てん真しん爛らん漫まんなマキシが、全力を出して戦って、それでも負けてしまうという場面を、どうしても見たくはなかった。

　直視する勇気を失い、耳すら塞ふさぎたい程で。

　思わずステージから目を背そむけてしまいそうになり。

『!?』

　しかし、目を背けようとしたその瞬間。

　俺は、確かに見た。

　俺の隣に座る夏野霧きり姫ひめが。

　まるで眩まぶしいものを見るように、マキシのことを見ている、その姿を。

「…………」

　夏野は無言で。

　しかしその顔には、マキシの敗北に対する不安とか、もう勝てないだろうという絶望とか、そんな影は微み塵じんも見られない。

　言葉にせずとも分かる。

　そうやって、目を奪われているということが。

　どれ程の劣れつ勢せいにおいても、決して目を離さないということが。

　千の言葉よりも雄弁に。夏野がマキシの、勝利を、信じていることを示していた。

『……そうだ』

　俺だって、マキシの活かつ躍やくを見て来た。

　最初に出会って、夏野と妙な勝負を行い、新しん稲いな葉ばの街を駆け抜けた。

　紅葉もみじを連れ出す為に孤島へと向かい、自らの信念を叫んだ。

　サイン会では、アイドル作家としての本ほん領りようを、見せつけられた。

　最初から、マキシは何も変わっていない。

　マキシは、全く成長していない。

　何な故ぜなら、秋月マキシという存在は元々完成されていたから。

　ファンのことを想い、読者のことを想い、その為に輝く人間。

　アイドルとしても、作家としても、常に自分を見る誰かのことを考え、その為に恥じないような生き方をしている人間。

　自分を見てくれる他人の存在によって成立する光。

　それは、たとえば月が輝く様子に似ているのかもしれない。

　月は自ら輝くことはないけれど、太陽の光を反射して輝き、地上に光を届け続けているのだ。マキシも同じように、いつだって自分に向けられた応おう援えんを受け止めて、それに恥じないだけの光を、生み出そうとしている。

　絶望の底において見えた光。秋月マキシという人間が、どれほど鮮せん烈れつな印象を俺の中に残していたのか、それを改めて思い知らされた。

　だから、信じられる。

　ここで終わるような奴ではないと、そう信じている。

　だって、その証しよう拠こに。

「！！！！！！！！」

　マキシの歌声が、俺の耳に届き、聴こえるのだ。

　復活した歌声は、今や確かな響きを伴ともなっていた。自信溢れるその歌声は、マキシが自らの拠より所どころを取り戻したことを証明している。

　マキシは、聴いたことのあるメロディで、新しい歌詞を紡つむいでいる。

　瞬間、ステラの顔に浮かんだ、驚愕。

　対照的に、笑顔を取り戻したマキシ。

　その口の動きは、歌っている内容は、同じものだ。

　そう。同じ歌詞が、紡がれている。

　ここに来てマキシの歌声が、ステラの歌声に追いついた。

『……そうか！』

　マキシの考えが、分かった。マキシは、ステラのような模倣能力は持ち合わせていない。だから、ステラの歌詞に後から合わせて行く、という器用な真似は出来ない。後出しの権利は、ステラだけのものなのだ。

　本来ならば、先に歌われる歌詞を、マキシが予測出来る筈がない。

　だが、最後のサビだけは違う。マキシのアイドルソングにおいて、最後のサビは、一番のサビの歌詞を踏とう襲しゆうするという慣習が存在する。そう、最後のサビの歌詞だけは、事前にそれを知る機会があったのだ。

　ステラも、このままでは自分の歌詞を読まれるという危険性を分かっていた筈だ。

　ならば、サビ部分を変えれば良い、しかし、それは出来なかった。何故なら、模倣を主とするステラには。自らの歌詞を創り上げるということは出来ても、マキシの創り上げた、アイドルソングの構造までを破壊して、創り上げることは出来なかったのだ。

　ここに来ていよいよ、アイドルとしてのキャリアの差が生まれた。

　ステラ自身が、一番の時点で歌ったサビの歌詞。それを、マキシはしっかりと記憶している。銃弾飛び交う戦場においても。自らの歌とダンスを完遂しながらも。それでも、マキシは、ステラの歌を認識していた。自分に向けて侵攻するその歌詞を、しっかりと聴いて、覚えていたのだ。

　こうして、戦いを繰り広げる相手であっても、マキシにとっては自分を追いかけている後輩であり、大切な存在だと思っているのかもしれない。

　だからこそ、その歌声を覚えている。自分の歌を乗り越えようとする相手を尊そん重ちようし、全力で戦いながらも、それでも他人のことを忘れていない。

　自分以外の誰もが、マキシにとっては大事なものなのだ。

　だからこそ、ここで二人の歌声は一致する。

　僅かにずれながら縺もつれ合あって来た歌声は、ここに来て、ついに並んで走り始めた。

　同じ歌詞を抱き、同じ歌声に乗って並走する二人。

　歌うものが同じ文章であるならば、勝敗を決めるのはただ純粋に互いの実力。気合。

　最早、銃弾を飛ばすまでもない。互いの拳で殴り合うような、インファイトの応酬。

　同じ歌。

　同じダンス。

　歌もダンスも、表情も雰ふん囲い気きも、あらゆる動作が執筆戦を奏かなで、同調する。

　それは、最初から決められていたユニット、二人組のアイドルのようで。

　二人のユニゾンが、重なり合いながら天てん井じようへと昇って行く。

　そのまま、最後まで歌い切り。

「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　最後の叫びと共に。

　二人の歌が、終わった。




　瞬間、マキシとステラの二人とも、ゴンドラの上に倒れ伏した。

　全精力を使い果たし、力尽きたのだろう。

　そんな唐突な幕切れにもかかわらず、観客席からは、割れんばかりの拍手が轟とどろいていた。俺も、夏野も、観客席の中年男性達も、番組スタッフ達も、皆が心からの称賛を浴びせていた。

　スタンディングオベーション。

　二人に向けた、最大級の賛さん辞じだ。

「……ふふ」

「……へへ」

　ゴンドラ上に倒れた二人は、顔を横に傾かたむけて笑い合う。

　観客席からは、全くの互角に見えた勝負。勝ちとも負けとも見えなかった勝負。当事者である二人の間で、どんな結論が出たのかは与あずかり知しらないことであるが。それでも二人、後悔のない結果に終わったということだけは、分かる。

　月よりも優しく、星よりも麗うるわしい。

　陽光のように降り注ぐ、ライトの下。

　汗と涙に塗まみれた、アイドルらしからぬその顔が。

　晴れやかな充足に、満たされていたのだから。

　こうして。一つの戦いが、終わった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【宣姫絶響執筆戦】……　シンフォニックゲイン。秋月マキシによって発案された、歌をテーマとした執筆戦。歌を使用する、ということ以外、まだまだ体系化されておらず、その形式は通常の執筆戦と大きく異なっている。元来の執筆戦の歴史からは大きくかけ離れたものであり、これからの発展が期待されている。命名：秋あき山やま忍しのぶ。

【放課後のルミエール】……　秋月マキシの楽曲。アップテンポで大変ノリの良い曲。ライブの際には観客のボルテージが際限なく高まり、会場をサイリウムの輝きで埋め尽くす。早崎ステラもこの曲の研究の為、ＣＤが砕けるほどの回数を聴き続けていたとか。






　そして、忘れてはならないもう一つ。

　熱気冷めやらぬゴンドラ上での激げき闘とうを、天とするならば。

　歓声から遠いステージ上で行われるものは、地の激闘。

　全てに向かう決着の、裏面。

　もう一つの戦いもまた、進行している。




　ステージ上で万年筆を動かし続ける映見。

　実際、映見は頑張っていた。慣れない大勢の前での執筆、しかも相手が自分の父親というこの状況下で、良くやっている。

「う、うう」

　震える身体を机に縛り付けて、映見は書く。執筆に集中することで緊張から逃れようとしているかのように、一心不乱に文字を書き連ねている。

　対する大澤愁山はと言えば、しばらくの間執筆をすることなく、娘が原稿用紙に向かっている姿を、父親の目で見つめていたが。

　しかし、不意にその瞳ひとみが、険けわしさを取り戻した。それは、厳きびしくも厳いかめしい、峻しゆん烈れつな山脈のような雰囲気を持つ、まさに大御所作家に相応ふさわしいオーラ。お漏らし爺と同一人物とは思えない、真ま面じ目めな顔。それこそが大澤愁山の、本気なのだろうか。

「成なる程ほど。映見よ、作家として経験を積んだようだな」

「え？」

　声を掛けられた映見が、顔を上げ。

「ど、どうしたの？　急に、パパ？」

「ふむ、我が娘がこうして立りつ派ぱに成長し、作家としての道を歩んでいるのだ。見事だ、良くぞここまで至った。それを喜ばない親などいまいよ」

「そ、そうかな？」

　突然の父の態度に、映見は緊張を緩めて微笑ほほえみを浮かべ。

「だから、儂も全力を以って戦おう。儂に出せる全ての技術経験能力にて、映見よ、お前を叩き潰してやろう」

「え？」

　しかし次の瞬間には、厳しい言葉を掛けられて、映見の表情が固まる。

　それは、親から子への、訣別の言葉。今、この瞬間、そこにいるのは親と子ではなく。ただ、互いに戦いを繰り広げるべき二人へと、変わったのだ。

　愁山は、おもむろに着ていたトレンチコートを脱ぎ捨てた。

　ステージの床に落ちたコートが、ずしんと、不自然な音を立てる。

「ふうん、重り入りのコートを脱ぎ捨てた。どうやら、あっちも本気のようね」

『重り入りコート!?　何でそんなの着てるの!?』

「何言ってるの、修行用に決まってるじゃない。ちなみに、私のコートにも重りが仕込んであるわよ？」

『マジで!?』

　今明かされる衝しよう撃げきの真実。長いこと一緒に暮らしているのに、今まで気が付かなかったよ!!　つーか、修行って、何の修行なの!?

「日頃の修行が、ハサミの速度を増していくのよ」

『ありがた迷めい惑わく過ぎる!!』

　ステージ上。コートの重みから解き放たれた愁山は、ぐるぐると腕を回し、何かを確かめるように拳を握りしめると、ようやく万年筆を手に持ち、その切っ先を映見に突き付けた。

　それは宣戦の儀ぎ。

　いよいよ大澤愁山の執筆が、始まる。

「映見よ！　我が娘よ！　この儂の屍しかばねを、越えてゆけ!!」

　そう叫び。

　瞬間、愁山の執筆が爆発的に開始された。




『あ、あれは……！』

　いきなり愁山が見せた体勢は、まさに異い形ぎようの執筆スタイル。

　何しろ、愁山は最初から二本の万年筆を手にしていた。二本の万年筆で、二枚の原稿用紙に対し同時に執筆を行っていく。その、妙な書き方には、見覚えがある。

　あれは、大澤流執筆術『双文曲筆ダブルドライバー』。

　かつて映見が夏野に対して使用した時には、体力不足により、途中で使えなくなってしまったその技を、愁山は息一つ切らせることなく見事に使いこなす。

　二倍の速度で、原稿用紙に文字を刻んでいく。しばらくの間執筆していなかったのは、ハンデのつもりだったのか。あっという間に、先行する映見との差が埋まって行く。

『な、なんて速度なんだ……！』

　そして、何という迫力だろうか。原稿用紙に向けて二本の万年筆を振り下ろすその姿は、まるで牙きばを剝むく虎とらのよう。未いまだ見たことのない、それが愁山の本気なのか。

　映見もすっかり、その迫力に呑のまれてしまっている。

　自分が挑んだ壁かべの高さを、ようやく知ったというように。

『……いや』

　映見は、その異様さに、しばし息を止めていたが。

　しかし、そこで終わろうとはしなかった。

「パパ、凄すごい……だけど、私も！」

　自分が行くべき作家としての道を、見み出いだして。前に進もうと、そう決意したのだ。

　だから、自分を覆おおい尽つくそうとする濁だく流りゆうに、逃げるのではなく。壁が立ちはだかっても、決して諦めずに。己を徹す為に、戦う為に、己の技を、ぶつけようとする。

　生来の性格は、中々変わるものではないにせよ。作家として一人前になろうとする、その強い覚悟が、映見の内部で燻くすぶり、熱となって噴出していた。

　決意を込めたその瞳が、明るく輝いて。

「大澤流執筆術……大澤映見！　行きます!!」

　映見の万年筆が、唸うなりを上げる。




　そこからは、とてもお互いに短編小説を書いているだけとは思えない、信じられない戦いが繰り広げられた。

　万年筆が、原稿用紙が乱れ飛ぶ、異様な光景。

　連打される、大澤流執筆術の数々。

　映見が自分の机を揺らせば、その振動が遠く離れた愁山の机にも伝わり、執筆の妨さまたげとなり。

　また、映見が弾はじき飛とばしたインクの滴しずくが、雨となって愁山の原稿用紙に降り注いだりもした。

　あるいは、いつの間にか原稿用紙で折られた紙飛行機が、まるで艦かん上じよう爆ばく撃げき機きの如ごとき軌き道どうで襲い掛かったりした。

　俺が知る技も、知らない技も、あらゆるものを総動員した、映見の攻撃。

　最早、これは真っ当な執筆戦ではない。

　万年筆と原稿用紙という範はん囲いに収まらない執筆活動が、ステージ上で乱舞する。

「大澤流執筆術っ!!」

「…………!!」

　映見は意地になるように、己の技をひたすらに重ねて行く。対して愁山からのアプローチは、一切ない。映見が放つ技をただ受け入れ、そして完全に防ぎきるだけ。

　机を揺らす振動には、同タイプの振動を足元で発生させて防御し。

　降り注ぐインクの雨に対しては、引き抜いた原稿用紙で傘かさを作り、防ぐ。

　紙飛行機は、己の吐息を圧縮して叩き付け、撃げき墜ついする。

　全ての技を、確実に迎撃する。

　まるで、どんな技も、効かないと語るように。あるいは、どんな技でも撃って来いと、胸を貸すように。その名の通り、高く険しい山となって、映見の全てを受け止め、そこにいた。『大澤愁山』の名前は伊だ達てではない。

「うぅ……」

　停滞する状況。このままでは埒らちが明かないと踏んだのか、映見の瞳が輝いた。手の中で万年筆を回転させ、それを目の前に置いて、構えを取る。大技を、繰り出すのだ。

「これは……この技は、二度と使うことはないって、そう思ってた、けど」

「……ほう」

「それでも。ここでパパに勝つには、使うしかないって、分かっているから！」

　映見は、自分の腕を高く振り上げて。

「パパに勝って、いつかの私を越えて、その先に行く為に、私はこの槍やりを執とる！　大澤流執筆術奥義、『操読者槍ブリユーナク』!!」

　その禁断の技を、万年筆のペン先に乗せて振り抜いた。

『操読者槍』。

　読者の行動を、執筆した内容を通して操あやつる、禁断の秘技。その効果を、俺達は身をもって知っている。かつて夏野も、この技によって操られた集団に襲われて苦戦……いや苦戦はしていなかったかもしれないが、とにかく厄やつ介かいで苦しめられた。

「パパには昔、この技の練習台になってもらった。だから、私のこの技の暗示も効く筈、だよ」

　映見の『操読者槍』の効果範囲内に、愁山は既に囚とらわれているらしい。たとえ、特別に狙った動作は強要出来なくとも、相手の行動を少し操るだけで、十分に執筆の妨害となる。その隙は、この拮抗する執筆戦においては致命傷で。

　愁山は為す術すべもなく、映見に操られようとして。

「……フッ」

　しかし、愁山は不敵に笑った。それはまるで、楽しくて仕方がない、という様な笑みで。そして、万年筆を強く握りしめる。

「ならば儂も、一つ技を見せようではないか。映見よ、お前が未だ知らない、大澤流の深しん淵えんの一端を、ここで!!」

　映見と映し鏡のように、腕を振り上げて。

　黒い万年筆を原稿用紙に叩き付け、吼ほえる。

「大澤流執筆術、奥義……『操作者槍ガングニール』！！！」

　そう叫ぶや否や。

『操読者槍』によって鈍にぶる筈だった愁山の執筆速度が、更に倍加した。




「何でっ!?」

『操作者槍、だと……!?』

　俺と、そして映見の悲鳴が重なる。映見の『操読者槍』は、確かに決まった筈だ。

　夏野といえども逃れることの出来なかったあの技、一度決まればそれで終わりの筈なのに、しかし愁山の動きは止まることなく。むしろ、その速度を増していた。

　必殺の筈の技が効かず……それどころか、逆に相手が有利になっている。

「分からないか、映見よ」

　映見の内心を見透かしているように、愁山の言葉が染み渡る。

「この技……『操作者槍』は、もう一つの大澤流の奥義、原理自体は『操読者槍』と同じものだが。根本的に異なるのは、この技が、読者ではなく作者、つまり己自身を対象としたものだということよ」

「さ、作者……自分自身!?」

「そう、己自身を操ることで限界以上の力を引き出し、誰にも妨害されることなく、執筆速度を劇的に増加させる。『操読者槍』と双そう璧へきを成す、究極の一撃。それこそが、奥義と呼ばれる所以ゆえんよ」

『操読者槍』とは、文章中に秘めたキーワードによって相手に暗示を掛け、その暗示の通りに他者を動かす術。

　それを、作家である自分自身に掛けることが可能ならば。自分自身のリミッターを解除し、限界を超えた動きをするように強いることも、出来る。それこそが、映見の暗示を超え、自らの身体を躍やく動どうさせる『操作者槍』。

　それは恐らく使用者の身体に大きな負担となるが……しかし、効果は覿てき面めんだった。現に、喋しやべりながらであっても、愁山の執筆速度はいささかも衰おとろえていない。

　これが、映見が未だ知らない、大澤流執筆術の最奥。

　この勝負においては、まさに必殺の攻撃。

「……あ」

　映見の瞳に、諦めの色が浮かぶ。形なり振ふり構わずに放った『操読者槍』が、無効化され。あらゆる技も、全てが防がれて。最早映見の手に、抗あらがう術は残されていない。純粋な執筆速度においても、愁山との差は歴然だった。

　勝てない。映見も必死の努力によって、力を付けて来た。そうして、自らの力に覚えがあるからこそ、間に横たわる広さを理解してしまった。映見と愁山の間には、絶望的なまでの実力差が存在している。

「そ、そんな……！」

　そこまでの差を突き付けられてなお、執筆が止まらないのは、映見の最後の意地だろう。しかし現実は残ざん酷こくで、愁山はもうすぐ執筆を終えようとしている。この戦い、決して速度だけが評価対象ではないといえども、戦意の抜けた状態では、勝利を得ることは望めない。

　映見の戦いが、このままでは終わってしまう。

　だけど、そんなことは、許せない。

『映見！！！』

　気付けば、叫んでいた。

　アイドルがどうとか、番組がどうとかいう話は既に頭の中からは消えていて。ただ、映見の勝利だけを願った。今まで、周りの人達に振り回されながらも、頑張り続けて来た映見には、勝利を手にして欲しくて。だから、叫ぶ。ここに至る映見の努力を、覚悟を知っているからこそ、必死で叫ぶ。

『映見……頑張れ!!』

　今の俺には、ただ願うことしか出来ない。作家としての道を歩む。その覚悟を決めた映見に対して、ただ願い信じることしか出来ないのだ。

　映見は、気弱な心を必死に奮い立たせて、ここまで頑張って来たのだ。俺は、俺が死ぬ前からずっと、その努力を知っている。その結果がこの敗北だというのならば、それはあまりにも、辛つら過すぎるではないか。

　しかし、願いは届かず。

「もう、駄目……！」

　ついに、ここまでどうにか保っていた心が折れ。

　映見の手から万年筆が零こぼれ落おちそうになった、その時。




　歌が。

　聞こえた。




　それは温かく、包み込むような、歌。

　不意にスタジオ中を満たしたその歌声に、この場にいる全員が息を呑み、そして、沈黙を保った。そうするだけの力が、歌にはあった。誰の心の中にもある優しさを照らし出すような、懐なつかしくて涙を誘う歌。

　聞くものを穏やかな気持ちにさせる、その歌の主は。

「大丈夫よ、後輩」

　歌は、映見の背後から聞こえていた。先程まで歌っていた、激しく荒々しい歌とはまるで違う、明るくも優しい、その歌声。普段のアイドルらしい歌とは、少し違う歌声。

　しかし、知っていた筈だ。こういうことが出来る奴だと、分かっていた筈だ。

　どのような活動に対しても、本気でぶつかって行き。それが不本意な結果に終わったとしても、それでも笑って次の舞台へと向かって行くその姿勢を。

　常に己を輝かせることを望み、その為の努力を欠かすことなく、自分自身の存在を強烈に印象付けていく、その在り方を。

　歌で、人に力を与えること。

　唄うたで、人の心を癒いやすこと。

　詩うたで、人と繋つながること。

　謳うたで、人を正すこと。

　踊ることも演じることも話すことも笑うことも、全て含めて。その姿こそが希望となり、誰かの心に光をもたらすもの。力尽きて倒れこんでも、それでもまだ誰かが戦っているのならば、立ち上がってその背を押すもの。

　それこそがきっと、アイドルと呼ばれる存在で。

　だから。

　彼女こそが、アイドル。

　秋月マキシが、映見の背に寄より添そっていた。




「せ、先輩!!」

「ちょっと待たせちゃったわね」

　マキシは、この絶体絶命の危機においても、朗ほがらかに笑う。

「ごめんね、独りで戦わせちゃったりして。でも安心しなさい、もう一人じゃないわ。あたしが付いているんだから。このあたし、秋月マキシがいる。あたしの歌が、あなたを導みちびいてみせる」

「……歌？」

　すがるかのような映見に、マキシは微笑みながら告げる。

「ええ、だから書きなさい。天と地と万物を紡ぎ、相そう補ほ性せいの巨大なうねりの中で、自分を縛る何もかもを、吹き飛ばすように書きなさい。あなたを襲う全ては、あたしの輝きで、歌声で、きっと払ってみせるから。だから、安心して書きなさい……藤ふじ巻まき蛍ほたる！」

　優しく。

　朗らかに。

　書けと、そう言った。

「…………」

　横にいる夏野は、何を思うのか、真剣な面おも持もちで二人を見つめている。

　執筆とは、読者や作者といった枠組みよりもまず先に、自分自身の意思によって形作られる。何よりも先に存在するのは、書こうとする意思。想いそのものをただ真まっ直すぐに貫くこと。

　読者にしろ、作者にしろ、一人で挑み、戦わなければならないもので。それでも、自分を支えてくれる誰かがいることの、どれ程頼もしいことか。自分以外の誰かがいて、本を通して同じ気持ちで笑い合うことが出来ることの、どれ程素す晴ばらしいことか。

　だから、戦う。

　どんな時でも一人じゃないと、そんな安心を心に抱いて、本と向き合う。

「あなたの背中は、あたしが守るから。だから全力で、全開で、後悔しないように、ここで！　藤巻蛍の勝利を、あたしに見せてちょうだい!!」

　根こん拠きよなどなくても、絶対に上う手まく行くとそう思わせる、その笑み。映見の肩に手を添えながら。そこに、絶対の信頼を置きながら。もう片方の手で、愁山をびしっと指差して、マキシは宣言した。

「さあ、行くわよ、藤巻蛍!!」

　そして。

「分かりました……マキシ先輩!!」

　映見も、マキシを信じ、微笑んで、その意思に応こたえた。

　重なった心。動き出す二人。

「～～♪」

　再び、マキシの歌声がスタジオ中を支配して。それに後押しされたように、映見の視線が真っ直ぐに飛んだ。

　その手には万年筆。

　行く先には、越えるべき壁。

　そして瞳に、最早消えることのない、焰ほのお色の意思を宿して。

　映見は、往ゆく。想いを分かち合い、奏でられた、喜びの歌を背にして。

　勝利の為に、走り出す。

「大澤流……じゃなくって!!」

　それは、既存のあらゆる執筆術とは異なる体系からなるもの。

　映見自身が、ここで生み出した、全く新しい法則によるもの。

　独りで使う技ではない。誰かを操る為の力ではなく、誰かと繋がる為の力で。自分を追い込む力ではなく、他人に近付いて行く為の力。それは、誰かと共に振るう力だ。

　それが、大澤映見の、藤巻蛍の辿たどり着ついた場所。

　作家として秋山忍と出会い、秋月マキシと出会って、己うぬ惚ぼれるなら俺との再会からも何かを受け取って、築き上げた、映見だけの技。

　何もかもが無む駄だではなかったと、そう証明する意志の限界点。

　二槍のその先にある、三番目の奥義、それは。

　歌に支えられ、背中を守られて、ここで発動する。




「大澤映見流執筆術！　『双作読者槍トリシユーラ』！！！！！！！」




　魂たましいを吐き出すかのような、映見の叫び。

　溢れるこの、想いの波が。

　万感の輝きを乗せて、放たれた。

『……くッ!?』

　視界全てを埋める、白い光。それは映見と、そしてマキシから発せられる魂の輝き。

　限界を超えた速度での執筆。万年筆を振るう度たびに、激しく輝く光芒こうぼう。

　その、あまりの速さに、原稿用紙が端から紙片となって舞い散る。普通の原稿用紙が、ついに執筆速度に耐え切れなくなったのだろうか。吹雪ふぶきの如く舞い上がる紙片に、スポットライトの光とマキシの衣装に反射した光、そして何よりもマキシ自身の放つオーラが当たり、周囲に輝きを散らしている。その目ま映ばゆい様は、ダイヤモンドかビッグバンか。

　一人では成しえなかった技でも、二人ならば扱える。

　一人では耐え切れぬ難局でも、二人なら越えて行ける。

　歌声に筆を乗せて。

　原稿用紙に声を伝える。

　その重奏が力となって、技となり、心を繋げていく。

　これこそが、『双作読者槍』。

　映見とマキシが二人で完成させた、最高の一撃。

「くっ、愁山師匠!!」

「……ステラ君か」

　復活したステラも、慌あわてて愁山に駆け寄るも、全ては遅い。圧倒的な光の奔ほん流りゆうに、既に飲み込まれてしまっている。眩しい光の中では、執筆など出来ようもない。

「──それでもぉ!!」

　ステラは、なおも抗った。最後の力を振り絞り、二人の光に挑んで行こうとする。ステラとて、きっと負けられない意地があり、何かを背負って生きている。マキシとの戦いで、その何か、を見出したのだろう。だから、決して諦めることはしない。

「絶対に……負けられないんだよ！　秋月、マキシぃぃぃぃぃぃ！！！！」

　その叫びに。

「負けられないのは、あたしだって同じよ!!」

　マキシもまた、叫ぶ。

「秋月マキシに、二度目の敗北はないの！　それに大切な後輩の前、無様に負けて転がるなんて、そんな輝かないことは、絶対に出来ないんだから!!」

「俺はぁ!!　お前に勝って、自分の価値を証明する!!　他人の猿真似だけじゃないって、そう証明する為に、負けられないんだよ!!」

　その、魂から絞り出したかのような叫びを。

　しかしマキシは、微笑みながら受け止めた。

「はぁ？　何を今更輝かないことを言ってるのよ。そんなもの、とっくに証明出来ているじゃない」

「え？」

「あの時。あんたは、あたしの歌を乗り越えて、あんたの歌を、歌詞を、響かせたじゃない。真似なんかじゃない、後追いでもない、あんたの歌を、きちんと、歌った」

「あれは、だけど、夢中で。それに、結局は追いつかれて……」

「何言ってるのよ。そうやって最初の一歩が踏み出せたのなら、何も心配はないでしょ。あんたの持つ、自分だけの歌、想い、ちゃんとあたしに伝わってきたわよ。だから、いつだって挑んで来なさい」

「……何だと？」

「あたしは、このアイドルと作家という道の先、そのてっぺんに、いつまでも君臨してみせる！　どんな挑戦者だろうとウェルカムなんだからね！　この先、何があろうとも、ファンが、読者がいる限り、あたしは絶対、挫くじけたりしないわ!!」

「そんなっ、俺は……！」

　その言葉に、僅かに瞳を伏せるステラを。

　マキシは、まるで眩しいものでも見つめるように。

「作家だってアイドルだって、まだまだ先は長いのよ！　だからまた、挑んで来なさい！　閃せん光こうは永遠に消えない!!　どんな暗闇の先でも、あたしは輝くんだから！！！！」

　そう、マキシが、高らかに声を上げて。

　その横で、映見は、更に執筆速度を上げる。

　結果として増した光量に、今度こそ踏ん張れず。それでも食らいつくかのように、机へしがみ付こうとするステラ。

「な……ぐぉぉぉぉぉぉ！！！！」

　けれど伸ばした手は届かずに、弾き飛ばされそうになって。

　揺らぐステラの身体を、後ろから支える手がある。

　大澤愁山だ。

「もう良いのだ。ステラ君よ。良く戦った」

「愁山師匠!?」

「そして、ここまでのものを繰り出したのなら、あっぱれと言うしかあるまい。大澤流の果て……至ったか、映見!!」

　そう叫ぶと、愁山はステラを庇かばうように身を投げ出し。

　光の中、二人まとめて吹き飛ばされた。

　対戦相手が消えたステージの上、万感の思いを込めて。

　心繋がる旋せん律りつが、通じ合う二人が、奇跡を呼ぶ。

「「これで……終わりッ!!」」

　映見とマキシの、重ねられた手が、原稿用紙に最後の一文字。

　終わりを告げる一文字を刻きざみ落おとした。




　かくして『アイドルライブロワイヤル』第五戦。

　秋月マキシの……否。

　大澤映見と秋月マキシの、勝利!!




　アイドルライブロワイヤル　第五戦　　勝者　秋月マキシ＆大澤映見




　勝負の決着が付いた瞬間。

　天井付近から白い紙吹雪と、金や銀色のリボンが舞い降りてくる。

　そして、観客席から巻き起こる、大きな歓声と拍手。それは、秋月マキシのファンだとか、早崎ステラのファンだとか、関係なしに巻き起こっている。ここにいる全員が、たった今、目の前で繰り広げられた熱戦に祝福を送っている。

　司会の真秀は、ステージ上の四人の姿を見て、そして観客席をぐるりと見回す。

「素晴らしい！　本当に素晴らしい戦いでした！　皆様方、闘いを終えた戦士……いいえ、アイドル、そして作家達に、もう一度惜しみない拍手をお願いしますわ！！！」

　更なる大きな拍手が巻き起こる。闘いを終えた四人に対して送られる、声援と祝福の声。観客席にいる中年達も、そして普段からこういう場面には慣れている筈の番組スタッフ達も、大きな拍手を送っている。

　それは、俺の隣に座る夏野霧姫も例外ではなく。

「ええ、なかなか良いものを見せてもらったわね」

　その声に明らかな喜びの感情を込めながら、拍手を送っている。

　こうして、長かった『アイドルライブロワイヤル』は、その幕を閉じたのである。

「ってちょっと待ちなさい！　まさか、これで終わりだと思っているんじゃないでしょうね！！！」

「はい？」

　しかし、下りかけた幕を、強引に上げようとする人物が一人。

　それは勿論、我らが輝く秋月マキシで。

　マキシは輝くような笑顔を見せながら、観客席を満足そうに見渡し。

「ああもう、テンション上がって仕方がない！　って訳で、まだまだこれからよ！　さあ映見も……ステラも、何を吹き飛んでいるの！　こっから更に輝いて行くわよ！　付いて来なさい！」

「ふぇ!?」

「あ、ああ!!」

　真秀から奪い取ったマイクを手にステージ中央に陣取り、映見とステラに対し、スーパーハイテンションのままで声を掛け。




「まだまだ歌うわよ!!　『ＩＤＯＬ‐ＢＵＳＴＥＲ』!!」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【操作者槍】……　ガングニール。自らの身体に暗示を掛けることで、その潜在能力を引き出し、普段以上の実力を出して執筆を行う、大澤流執筆術の奥義。操読者槍と違い、自分自身に対しては一切の遠えん慮りよをする必要がない為、限界を超えるほどの力を発揮することも可能だが、その後数日間は万年筆すら持てないくらい疲労するとか。

【双作読者槍】……　トリシューラ。信頼出来る誰かと共に放つ、大澤流執筆術を越えて大澤映見が生み出した新時代の執筆術。自分と相手の間で超高速の循じゆん環かんをする創作エネルギーが無限のマークを形作り、結果互いの力は二重螺ら旋せんを描きながら無む尽じん蔵ぞうに上昇していく。双作読者槍とはあくまでも、そうして高まった創作意欲のことを指すので、攻撃の為の技ではない。






　終わらない熱唱。

　マキシのコールと同時に、スタジオに曲が流れ始めて。いつの間にか、観客達は皆サイリウムを手にし、マキシの歌に合わせて振っている。

　いやいやいやいや、完全にノープランのまま急きゆう遽きよ始まったライブにもかかわらず、この準備の良さは何なのだろうか。そもそも、なんで曲が用意されているの？　ああ、藤ふじ井い寺でらＤが『こんなこともあろうかと！』みたいな顔をしているので、準備していたんだね。凄いなこの人。

　そんな超超ゲリラマキシライブの中で、ステラは曲に合わせて見事なダンスを披ひ露ろうし、映見もまた、慌てた状態のままで、身体をフラフラと動かしている。

『……いや、映見の奴、気絶してないか？』

　今になって自分がしでかしたことを認識したのか、もしくは突然のライブのせいか、意識が完全に吹き飛んでいるように見える。だって完全に白目剝いちゃっているもん。

　マキシ達の輝きに吹き飛ばされ、そのままステージの舞ぶ台たい袖そでへと引っ込んでいた愁山は、踊る映見の姿を見て、何やら感無量というような涙を流している。いや、助けてやれよ。未だかつてない程のピンチだぞ。

　まあ、とにかく、終わったのだ。

　ファンの為に、読者の為に、書き続けることを表明した秋月マキシ。自らの行く道を、マキシと共に切り開いた、藤巻蛍こと大澤映見。何やら吹っ切れたような顔をしている早崎ステラ。三者三様、それぞれに、良い顔をしている。良いものを、見せて貰もらった。

「さて、と……」

　満足な笑みを浮かべる俺の隣、夏野が立ち上がる。

『何だ、映見を助けに行くのか？』

「はぁ？　そんな訳ないでしょ」

　夏野は首を横に振る。しかも、尋じん常じようではない様子で。その身に纏まとうのは、強く硬い気配。まるで、これからどこぞの戦場に赴くかのようなオーラ。

「アナタ、そもそもここに来た目的、忘れてるんじゃないでしょうね？」

『……へ？』

　そう言って、夏野が指差した先。俺達とは反対側にある観客席。先程まで水無川真秀の執事、汐しお待まち佑ゆう斗との座っていた席だ。しかし今、そこに、ニンジャ執事は座っておらず。

『あいつは!?』

　代わりに、その席に座っていたのは、くすんだ色のロングヘアー、捕食者のように怪しく光る金色の瞳。その口元はこの距きよ離りからでも分かるように、ハッキリと三日月の形に弧を描いている。そんな、こちらをただ不安にさせる笑顔。

『柊ひいらぎ、菜な沙ずなッ!!』

　一つの戦いが終わった、この場において。

　それでもまだ全ては解決していないと、そう告げるように。

　全ての元凶となった人物が、ついに姿を現したのだ。


　　　　　　　　



　依然として、ステージ上はマキシ達のライブで盛り上がっており。

　彩り豊かなサイリウムの輝きが、観客席を埋め尽くしている。

　しかし、その喧けん騒そうとは対照的に、何もかもを飲み込んでしまう無む明みようの闇がそこにある。

　柊菜沙の、その瞳。得体の知れない視線が、確かに俺と夏野に向けられている。

「……柊菜沙。それと、あともう一人ね」

　夏野の言葉で、菜沙の隣に一人の人物が立っていることに気が付いた。

　上下ともに黒尽くめの服装、黒くろ髪かみに黒い帽子。ただ、口元を覆うマフラーだけは赤い。それは、夏野によく似ていて。しかし、体格はまるで少年のような、小柄な女性。

　真秀や鈴すず菜な、姫ひめ萩はぎ九く郎ろうをしても、その正体が分からなかった謎なぞの作家。

　穂ほ積づみ雷らい火か。

　その名の通り、雷のように鋭い視線を、俺に……ではなく、夏野に向けている。

「つまり、私の番ってことかしらね？」

『……夏野』

　あの、サイン会の後の地下倉庫に柊菜沙が連れて来た、三人の作家。

　そのうち二人は、既にこちらへと仕掛けて来た。

　水無川真秀は、姫萩紅葉もみじと。

　早崎ステラは、秋月マキシと。

　それぞれ自分と因縁のある作家に対し勝負を挑み、激しい戦いを繰り広げ。そして、敗れることとなった。

　数字だけを見れば、こちらの連勝中だ。しかし菜沙は、夏野達を倒すと宣言したにもかかわらず、三人のうち二人が敗れても、決して余裕を喪うしなっていない。それは先程、こちらに向けられた視線からも分かる。

　最後の一人、穂積雷火に、それだけの自信があるということなのだろうか。

　その相手は、秋山忍……夏野霧姫だ。

『動いた！』

　俺達の反応を確認したのだろう。菜沙は、まるで誘うかのようにしてスタジオの出口の扉の方を見ると、席から立ち上がりそちらへと歩き出した。雷火もまた、その後に続いて歩き出す。二度と、彼女達がこちらを振り向くことはない。

「……付いて来いってことね、面白い」

　その後ろ姿を見送った夏野は、自らも立ち上がり、決然とした顔を見せる。ついに自分の番が来たのだと、そう覚悟して、一歩を踏み出す。

　その顔を見て、俺も決意を固める。この決戦を、見逃すことは出来ない。それは、俺の中にある疑念と、向かい合うということなのだから。

『ああ、そうだな。行こう』

　菜沙と初めて目が合った時に感じた恐怖。何かおぞましいものを見てしまったかのような恐怖を、混乱を、未だに覚えている。相手は、その目的すらも知れず。更にもう一人は、何者であるかすら分からない。果たして、この先に待つのは、何か。

　不安はある、しかし、事ここに及んでは行くしかない。

　震える身体を抑えて、決意と共に俺も一歩を踏み出した。

　なに、こちらには神様お釈しや迦か様よりも頼りになる夏野霧姫がいるのだ。どんな企たくらみだろうが、たちどころに打ち砕いてみせるとも。

「ああそうだ、言っておくけどね」

　そうやって歩き出した俺に向けて、頭上から夏野の声が落とされる。

　背中が引っ張られる感覚と、次いで浮遊感。

「アナタは……ここまでよ」

『え？』

　持ち上げられながら聞いたのは、夏野の突き放すような冷たい声で。

　その言葉の意味を問う暇もなく。

　俺の身体は、宙を舞った。




『ふおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！』

　突然、飛ばされた俺。その視界に入るのは、スタジオの照明だとかサイリウムの光だとか、とにかく眩しいものばかりで目が痛い。そして観客席は床よりも高い位置にある為、滞空時間も長い。つーかこのまま落ちたら命に関かかわる。

『ぶべらっ!?』

　全身に走る衝撃。数秒にも及ぶ空中浮遊の末、床に激突するかと思われた俺は、直前で誰かの身体に当たり、そのままがっちりと両腕でキャッチされた。

　俺を投げた誰かさんの薄さと違い、しっかりとした厚みを持ったその胸の持ち主は。

「ん？　お前は確か、秋山先生の……」

『だ、大だい門もんさん？』

「何だ？　どうして上から降って来たんだ？」

　見上げた先にあるのは、黒服とサングラス。そして、特徴的な禿とく頭とう。

　マキシによって失踪が告げられたことから全てが始まり。しかし、早崎ステラの側の人間として登場した。秋月マキシの担当編集者にして、マネージャーである仏ほとけ坂ざか大門、その腕の中に俺はいたのだった。

「……と、どうやら、終わったようだな」

『ん？　ああ、ライブか……映見の奴、大丈夫なのか？』

　大門は俺を抱えたまま、ステージの上、並んで歌っているマキシとステラを見つめている。マキシとステラ、手を繋いで、観客席に向けて大きく手を振っていた。ライブは大だい盛せい況きようのうちに終了したらしい。ちなみに映見はとっくにダウンしている。

「一時はどうなることかと思ったが。しかしマキシも、どうやら調子を取り戻したようだな。あのサイン会の一件以来、どうにも精彩を欠いていたからな。荒あら療りよう治じに出た甲か斐いがあった」

『……大門さん』

　何故、彼がマキシの前に敵として現れたのかは分からない。しかし今、マキシを見つめる表情を見て、二人の間にある、確かな信頼関係を確信する。その瞳は、サングラスで覆われていて見えないけれど。しかし、そこに優しげな光が浮かんでいることは、俺にも分かる。

「皆にも、大澤先生にも礼をしなければならない」

『……大澤先生？　愁山がどうしたんだ』

　大門は、まるで誰かに自白するかのように語り始める。

「元々は、早崎ステラから『秋月マキシに勝つ方法を教えて欲しい』と頼まれただけだったのだがな。最近たるんできていたマキシに活を入れる為に協力したが。気付けば、大澤先生も巻き込んで、随ずい分ぶんと大事になってしまっていた。まさか皆、仕事に無理矢理都つ合ごうを付けてまで、こぞって集まって来るとはな」

　大門による、独白。

　それはまさかの、中年男性連続失踪事件の真相で。

「最初は大澤愁山先生に頼んで人を集める予定だったが。ステラ自身が頼み込んだら、どんどん集まってしまった。あいつも流石さすがは、アイドルというところか」

　大澤愁山の執筆術、『操読者槍』。確かに、アレを使えば、人を操り、集めることが出来るだろう。しかし実際の、中年男性達の様子を見るに、決して無理矢理集められたのではなさそうだ。それは観客席に座った中年達の態度から分かる。

　彼らは皆、ステラの真しん摯しな態度に打たれ、自らの意思でステラの戦いに手を貸していたのだろう。わざわざ、あんな書き置きを残し、自らの生活を犠ぎ牲せいにしてまで、ステラの勝利の為に尽くしたのだ。

　つまり、新稲葉を襲った中年男性連続失踪事件、その全ぜん貌ぼう。

　そもそもの発端は、『アイドルライブロワイヤル』でマキシに勝利する為に、中年達の協力を必要とした早崎ステラで。

　実際に動いたのは、仏坂大門と大澤愁山、その二人だったということか。他の中年達は皆、ステラの心意気に打たれ、自発的に協力を申し出た、と。

『な、なんじゃそりゃあ!?』

　蓋を開けてみれば、何ともお粗そ末まつな事件。

　結局、一人のアイドルの真摯な心が中年達を動かした、それだけだ。

　妙に、計画的な犯行になっていたのも、暴走系アイドル、秋月マキシのマネージャーをこなす大門さんが実行犯として関わっていたのなら納なつ得とく出来る。

　失踪した中年達は、ステラのことを、娘……じゃなくて息子を見るような目で見ていたのかもしれない。そりゃ、自分のことを全力で慕したってくれるんだから嬉うれしいだろうよ。まあ、勝手に失踪した分のツケは、それぞれが払って欲しいものだ。特にオッチャンとか、勝手に店を空けてしまったということで、奥さんからキツいお仕置きを受けるに違いない。他人事じゃないな。

「結局、ステラにはまだ、自分の道が見えていなかったということかもしれんな。アイドルとして生きるか、作家として生きるか、どちらも諦めるか……それとも、そのどちらをも極めるか。選択肢はいくらでもあるのだと、マキシの言葉で気付いたのならば、あとはもう大丈夫だろう」

『……大門さん』

　未来はいくらでも開けている。なろうと思えば、どんなものにでもなれる。アイドルの道を進むなら、まあ少しは応援してやろう。作家として新たな道を進むというのなら、それはもう大歓迎だ。

「男らしくなるのか、女らしくなるのかは、まだ分からんがな……」

　その辺はまあ、本人が決めて行けば良いと思うが。そういうデリケートなところには触れませんので。男らしくありたいと願っているにしては、根本のところで女らしい、というか女々しいんだよね、ステラさん。

　しかし、大門さんの言う通り、選択肢は多い。ステラがどのような道を歩んで行くのかは、まだ分からない。分からないからこそ、未来は楽しいのだ。

　今、ステージ上でマキシと歌っているステラの顔は、輝いていて。

　響く二つの歌声。

　最大の敵であり、最高の同類。

　秋月マキシと早崎ステラの戦いは、こうして終わったのだった。




「さて、それじゃあ、うちのお姫様を迎えに行くか。しばらくは色々言われるだろうが、まあしょうがないな。ここでお別れだ、ワンちゃん」

『ワンちゃん!?』

　また容よう貌ぼうに似合わぬ呼び方をなさいますこと。

　と、去り際に大門さんが、こちらを振り返る。

「ああ、そういえば、秋山先生を探しているのか？　秋山先生なら、先程スタジオを出て行くのを見かけたぞ。あれは、地下駐車場の方だったな。どうしてそんな所に向かっていたのかは分からないが……」

『地下駐車場だな!!　ありがとう!!』

　大門の下を離れて駆け出す。

　南海テレビの地下駐車場。そこに、夏野は向かっていて。

　そしてその先に、敵もまた、いるというのか。

　一体何が待っているのか、そこで何が起こるのか。

　分からない。分からないが、しかし。

『行くしかない、よな……』

　今は、ただ進むことしか出来ない。


　　　　　　　　



『夏野ッ!?』

　そうして辿り着いた、地下駐車場。

　俺の目に飛びこんで来たのは。

　傷だらけで膝ひざを突く、夏野の姿だった。




　そして、何もかもの終わりが、始まる。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【中年男性連続失踪事件】……　新稲葉を襲った、イマイチ深刻なんだかふざけているんだか良く分からない事件。失踪者は皆『探さないで下さい』という置き手紙を残し、ある程度の身辺整理を済ませた後に失踪している。失踪した人物の年齢層には幅があるが、何となく中年である。




















　南なん海かいテレビ。

　その巨大ビルの、地下駐車場。

　何度か迷いながら辿たどり着ついたそこには、信じられない光景が広がっていた。

『夏なつ野のッ!!』

　コンクリートの床に膝ひざを突き、両手を地面に突いている夏野の姿。

　その長い黒くろ髪かみは乱れ、全身に擦すり傷きずやアザのようなものまで出来ていて、周りの床には血まで飛び散っている。顔には濃こい疲労の色と……そして、追い詰められた獣のような、満まん身しん創そう痍いの姿。

　その視線の先、夏野の向かいに立つのは、穂ほ積づみ雷らい火か。

　そちらも無傷ではない。夏野のハサミによるものだろう、長いマフラーや服が所々切り刻まれており、被かぶっていた帽ぼう子しはどこかへと消え、乱れた黒髪を露あらわにしている。致ち命めい傷しようではなさそうだが多数の切り傷を負い、荒い息を吐いて、消しよう耗もうしている。

　一目見て分かる、熾し烈れつな闘たたかいの跡。

　しかし、どうしてこんなことになっているのか。俺がここに辿り着くまでの時間は、そう長くはなかった。それなのに二人は、もう既に激しい戦いを、繰くり広ひろげている。真ま秀ほやステラの場合は、戦うよりもまず先に、それぞれの目的があったのに。まさか、雷火の目的は、ただ戦うことだけだったというのか？

　割って入ろうにも、二人の戦意が強烈過ぎて、身が竦すくんでしまう。俺が何かをすれば、それで均きん衡こうが崩くずれてしまいそうな恐れがあり、近付くことが出来ない。

　意思とは別に、後ずさりしてしまう俺。

　その身体からだが、不意に誰かに当たった。

　振り返れば、奴がいた。

『……ッ！　お前は!!』

「あぁ、春はる海み和かず人ひと君、来たんですねー。お久し振りです、元気にしていましたか？」

　闘う二人の作家を、視界に収めて笑う、そいつ。

　全すべての騒動の、元凶。

　理解出来ない遠くの存在。

　柊ひいらぎ菜な沙ずなだった。




「まあ、菜沙さんは色々と大変で、ちっとも元気ではなかったですけどねー。今回も色々と、テレビ局の方にも根回ししましたし、それはもう大変でしたとも。労いたわってくれてもいいんですよ？」

　菜沙は、その三日月に歪ゆがんだ唇くちびるから、人を食ったような言葉を吐き出す。

　その一挙手一投足が、恐ろしい。夏野達の醸かもし出だす戦意とは、まるで違う雰ふん囲い気き。全てを飲み込む泥のような、奥底の見えない悪意。

「ああ、でも、良く、ここにいることが分かりましたねー。まあ、あれだけアピールしたんだから、来てくれないと困る訳ですが」

　ならば、俺と夏野をこうして地下駐車場に招き入れたのも、菜沙の立てた計画の一環だったというのか。現に俺も夏野も、こうしてまんまとおびき寄せられていて。

　そして、今夏野は、傷付いている。

　これまで、傷を負うことなど滅めつ多たになかった、強い夏野。俺の中において、絶対の強者として君臨していた筈の夏野は、今や満身創痍といった状態だ。

『おい夏野！　大丈夫か！』

　菜沙の登場で、我を取り戻した。なけなしの勇気を振り絞り、夏野の元へと走る。

　すぐ目の前で夏野が傷付いている。それを黙って見過ごすことなど、絶対に出来ない。どれ程危険な場所であっても、こいつの隣にいるということ、それだけは俺が果たすべき役割だと、そう思うから。特に何かを出来る訳ではないけれど、それでも俺は夏野の近くにいたい。いなければならない。

　秋あき山やま忍しのぶという作家、それ以前に、夏野霧きり姫ひめという個人の側に。たとえ犬と化したこの身であっても、盾たてになることくらいは出来る。だから急いで駆け付けようとして。

　しかし、夏野へと向かう途と上じように、影が差す。

　俺の行く手を遮さえぎるように現れたのは、穂積雷火だった。

　先程見た位置からは随分と離れているのに、何という速さだろうか。夏野と同じく、傷を負っている筈はずの雷火は、俺の目の前に高速で回り込んだかと思うと。

『ぐ………ッ！』

　そのまま、俺の首を摑つかみ、身体を吊つり上あげる。

　いきなりのことに、抵抗も何も出来なかった。俺を軽々と持ち上げると、自分の顔に近付けて行く。

　そして、その目を見た。

　夏野ではなく、俺だけを見つめている、その瞳を見た。

　強い視線。因いん縁ねんの相手を見るかのような、鋭く激しい光。俺を通して夏野を見ているとか、そういうものではなく。確かに、俺という存在を認識している視線。

　どうして、そんな目で俺を見るのか。

　どうして、そんな感情を、向けられるのか。

　全く分からない。本当に、分からない。

　俺は、こんな奴のことは知らない。俺とこいつの間に、因縁なんてない。過去に出会ったこともない。俺とは無関係だと、そう思っていた。

　しかし雷火の視線が、全てを否定している。

　お前だと。

　お前こそが、目的なのだと。

　そう告げる眼光に、しかし、このままではいられなかった。

　たとえどんな感情を向けられていようとも、俺の足を止めるには至らない。今の俺は、夏野の所に向かわなければならない。だから全身を動かし、必死で暴れて、その手から逃れようとする。

『放せ……放せよッ!!』

「……」

　しかし拘こう束そくが緩ゆるむことはない。

　俺を摑む雷火の右手は、ピクリとも動かず。

　そして、次し第だいに、力が入り始めた。

『……ッ!!』

　首を摑んだ手が、締め上げられる。本人の顔や、手袋越しに伝わる体温に、変化などなく。しかし激しく燃える意思が、自然と手に力を籠こめようとしているのか。段々と、俺の呼吸も苦しくなっていく。

　もがいても逃れられない絞首台。声を発することも出来ない。このままでは命を落とすと、そんな危機感のままに身体を動かすも、全ては無む駄だに終わってしまう。薄れて行く視界、熱を失っていく肉体。これまでに体験したことのない、緩やかな終わり。

『……や、めろ……！』

　声にならない声で。

　届く筈のない声を、掠かすれながらも漏もらした、その時。




「……君が、悪いんだ」




　そんな、軋きしむような声を聴いた。

　様々な感情がない交ぜになった、その声を聴いた。

　雷火の発した声。マフラー越しであっても俺に届いた、その声。意思に逆らって、どうにか絞り出したといった様子の言葉。今まで、言葉を発してこなかった雷火が、俺に向けて、そう言ったのだ。

　俺が悪い、と。

　初めて感情を、露わにした言葉を。しかしその感情に応こたえるような余裕は、俺にはない。首を絞められている以上に、言葉の真意を測りかねているからだ。

　俺は雷火を知らず。従って、雷火に応えることは出来ない。

　首を絞められ続け、意識がいよいよ薄れる。闇やみに落ちて行こうとする、その時。




「……アナタ、そんな駄犬の相手をしている場合なのかしら？」




　視界の端に映る、黒い影。

　そして揺れる黒髪と、闇の中に灯ともる赤い瞳。

　それは待ち望んだ声で、待ち望んだ姿。

　夏野霧姫が、復活したのだ。

「──ッ!?」

「遅いッ!!」

　背後を取っていた夏野は、反応されるよりも早く雷火の足を払う。俺の方に集中していた上、片手を上げたまま棒立ちの状態になっていた雷火は、背後からの攻撃に反応出来る筈もなく、大きくバランスを崩し。

　それを逃がすことなく入る夏野の追つい撃げき。

「──終わりよっ!!」

　短く告げた言葉と共に。

　全体重を乗せた夏野の蹴けりが、雷火の身体を穿うがった。

　完全に無防備な状態で攻撃を受けた雷火は、踏ん張ることも出来ず。衝しよう撃げきで俺の首から手を離すと、その身体は思い切り吹き飛んだ。

　コンクリートの床に激しく叩たたきつけられるも、勢いを殺しきれずに。

「！！！！！」

　そのまま、地下駐車場の壁かべにぶち当たった。

　雷火の口元を覆おおっていた赤いマフラーが、はらりと落ちる。

　動かない。

　さすがに死んではいないようだが……死んでいたら困るのだが。雷火は一撃で意識を刈り取られて、倒れ伏していた。

「これで、私の勝ち、よね」

　明確な勝利宣言。

　本当に、桁けたが違う程に、強い。こうなるならば、俺が助けに行く必要なんてなかったくらいに、圧倒的。

　それが、三人の作家のうち最後の一人、穂積雷火との、あまりにもあっけない、決着だった。




『うげぇ!!』

　ようやく拘束から逃れられたので、必死で深呼吸。

　しかしどうにも上う手まく行かずに、えずいてしまう。

「あらあらどうしたの？　呼吸すらも満足に出来ないのかしら、この首犬は」

『ムチャ言うなよ。首が絞まっていたんだぞ……』

　雷火の手から逃れ、床に落ちた俺に、夏野が近付いて来る。

　夏野もまた、全身にダメージを負って、更には足を引きずっているようにも見えるのだけど、軽口を叩けるくらいなら大丈夫なのだろうか。

「当たり前でしょ。この私を誰だと思っているの？　絶対無敵の夏野霧姫様よ？」

『い、いや……無敵だったら、早く、助けて欲しかったんですけど』

　だって地味にピンチだったんですよ。今まで刃物とか、刃物とか、刃物とかには、しばしば襲おそわれてきたけど、直接的に首を絞められるというのは初めてだった。やっぱり首を絞められるのって苦しいんだね。うん、二度とごめんだ。

「そう、つまり刃物が癖くせになっちゃったって言うのね？」

『ごめんだって言ったよね!?』

「新しい扉を開いちゃったのかと思ったわ」

『そっちに行ったら戻ってこれなくなるんだよ!!』

　何でそんな、人の嫌がることばかり率先してやろうとするの？　ドＳなの？　知っているけどさ！

『……はぁ』

　どっと疲れた。

　とりあえず呼吸は落ち着いたので、側に近寄って来た夏野を見上げる。

　服の所々が破れ、更には至るところに傷を負っており、血も流れている。痛々しいことこの上ない。絶対無敵の夏野霧姫様が、こんな有様になっているってことは、つまり雷火がそれだけ強敵だったってことだろうか。

「別に……そんな大したことはなかったけどね」

『……本当か？』

「あら、心配してくれるの？」

『当たり前だろ』

　地下駐車場に到着した時に見た、夏野の姿を思い出す。

　全身に傷を負い、床に膝を突いている姿を見せられて、心底肝きもを冷やしたものだ。それが、あまりにも衝撃的な光景だったから。

　そんな姿を見せられたら、そりゃ心配する。確かに俺は普段から夏野の手によって酷ひどい目に遭あわせられているけれど、だからと言って、夏野が痛めつけられればいい、なんてことを思う訳ではない。別に、奴ど隷れい根こん性じようが染み付いているという訳ではなく。

　心から、嫌だった。

　あんな姿を、二度と見たくない。

　それは、俺の偽らざる本心で。




「そう……ありがとう」




『……え？』

　俺の内心の呟つぶやきに対して、静かに落とされる夏野の言葉。

　その夏野の姿が、妙に素直で。

　思わず夏野の方を見返してみれば、夏野もまた俺のことを見つめている。

　そこに、俺を揶や揄ゆするような様子はなくて。

　ただ言葉通りに、素直な感謝の表情が浮かんでいる。

　それが、何だか、いつもの夏野らしくなくて。

　ひょっとしたら、気の迷いかもしれないんだけど。鬼の霍かく乱らんなのかもだけど。

　妙に、可か愛わいく見えてしまって。

　胸が高鳴ったような、そんな気すらして。

　だから、俺は。

『そ、そうだ！　あいつ、穂積雷火！　あいつってば結局、何者だったんだ！！！』

　そんな不ふ埒らちなことを考えていると知られたら、それはもうどんな目に遭わされるか分かったものじゃないし。夏野に悟られる前に、迅速に、話題を変えてごまかすのだ。

　しかし夏野は、別に気付いた様子もなさそうで。

「……さぁ。結局、分からなかったわね」

　そう、僅わずかに目を伏せたまま答える。ごまかしの為ために引っ張り出して来た話題だけど。しかし実際、それは、大きな問題である。

『分からなかったって……戦う前に何か、話したりしなかったのかよ』

「あいつをこの地下駐車場まで追って来たら、すぐに襲い掛かって来たし。特に何かを言われたりはしなかったわよ。ひょっとしたら戦闘中に会話イベントが起こるのかと思っていたら、そんなこともなかったし」

『現実を見ろ』

「まあ、確かに、何かを言いたげな様子ではあったけど。でも結局、機会があったにもかかわらず、何も言わなかったってことは、別にどうでも良かったってことじゃない？　単に私と戦いたかっただけ、とか？」

『……それは』

「そこそこ手て強ごわい相手だったけどね、結局は、こんなものよ」

　夏野は、雷火が何も言わなかったと思っているようだけど。

　しかし俺は、雷火の言葉を聞いた。

　俺に向けて放たれた言葉を、聞いているのだ。

　──君が、悪いんだ。

　そう、断罪するように、告げた。

　恐らくはそれこそが、雷火の行動の根本にあるものなのだろうが。しかし雷火はそれ以上何も語ることはなく、意識を喪失してしまった。

　雷火の感情は、確かに夏野に対しても向けられている筈だ。あの、夏野に向けられた鋭い視線。それが、理由のないものだとは思えない。そこには強い感情が、譲ゆずれない意志があった。雷火は、何かを夏野と、そして俺に対して求めていたのだ。

　それこそが、穂積雷火の行動理由。

　本人に聞くのが一番早いのだろうけど、しかし本人は完全に気絶中で。

　ならば、話を聞くべきは……。

「いやー、お疲れ様でした、秋山先生」

　そう、一人、残っている。

　パチパチと。

　乾いた拍手の音が、地下駐車場の中に響く。

「じゃあ、ここからは私の出番ですねー」

　地下駐車場の壁に身を預け、夏野と雷火の闘いを傍ぼう観かんしていた人物。

　ここまで、三人の作家を俺達に向けてけしかけていた、黒幕。

　柊菜沙が、いよいよ動き出す。


　　　　　　　　



　菜沙は、身を預けていた壁から離れ、地下駐車場の中央、俺達の方へと歩いてくる。

　その足音と共に告げられるのは、その穏やかな口調とは裏腹に、不快感を覚えずにいられない言葉だ。

「そうですね。非礼を詫わびなければいけませんね。先月、あのサイン会の後に先生方に告げた言葉。あれは全て撤てつ回かいさせて頂きます。姫ひめ萩はぎ先生・秋あき月づき先生・秋山先生、皆様確かに、素す晴ばらしい作家であると断言させて頂きます。先生方を貶おとしめるような発言をしてしまったのは、完全に私の不理解と見識の浅さによるものです」

　コンクリートを打つ足音が、段々と近付き、夏野の目の前一メートルくらいという地点で止まる。手を伸ばせば、摑み掛かれるような距きよ離りだ。

「とはいえ、流石さすがにこんな場所と状況では、お詫びにはなりませんね。日を改めて後日。書しよ林りん社しや第二文芸部副編集長、柊菜沙として、正式に謝罪に伺わせて頂きましょう」

　そう言って、菜沙は踵きびすを返し。

「それでは、秋山先生。ごきげんよう」

　それだけを告げて、また歩き出す。

『…………は？』

「…………は？」

　呆ぼう然ぜんとする俺達の前、もうこの場所に興味がないかのように歩き出す柊菜沙。つい先程、手が届きそうだった距離は既に大きく離れて。

「って、ふざけるんじゃないわよ!!」

　叫びながら駆けだす夏野。すぐに菜沙の背中に追いつき、背後から襟えり元もとを摑むと、強引にこちらに向き直らせる。

　こちらを向いた柊菜沙の顔。そこには、つい先程まで感じていたような不快さはない。

　色が抜け落ちてしまったように。あるいは、憑つき物ものが落ちたように。

　そこにあるのは、理性的な感情。副編集長という、その肩書に相応の、真っ当なものだった。少なくとも、話をしてみようと、そう思わせるような姿で。

　しかし、それでも、夏野の剣けん幕まくは衰おとろえない。

「ふざけてるの!?　何をそんな、口先だけで謝って終わらせようとしているのよ。こっちは、アナタ達のせいでとんだ迷めい惑わくを被こうむっているのよ。何が『この子達に倒されてみちゃいませんか？』よ。ふざけるんじゃないわ!!　しかも終わったら、謝ってハイ終わりって、一体どういうつもりなのよ!!」

　胸ぐらを摑み、一方的に感情をぶつける夏野。その姿は、普段のように静かに怒りを溜ためるものとは違う。ただ感情のまま、本気で怒っていると、そう分かる姿だ。

「アナタ達、一体、何を考えて……」

　見れば、菜沙の胸ぐらを摑む手が僅わずかに震えている。

「そうですね、流石にこれで終わりという訳にはいかないでしょう。だからここで、私の目的を、計画を、全て話しましょう。ええ、ネタばらしというやつですね。これを伝えることこそ、私の取るべき責任です」

　菜沙は、一度だけ夏野を見つめ、告げる。

　邪気のない言葉で。噓うそのない瞳で。

「私の方で用意させて頂いた闘いは、全て終わりました。三人それぞれ、善戦はしたんじゃないかと、そう思うのですが、いかがでしたでしょうか？　しかし、大事なことはそこではありません。こちらの目的は、勝つことではない。あなたたち三人の大作家と、戦うこと。戦って、成長すること。それこそがつまり、私の計画です」

　自身の計画の全てを、語る。




「私が連れてきた三人の作家。三人とも、それぞれに良い才覚を持ち、良い作家になる素質を持った、良い子たちです。しかし、編集者の視点から見て、彼女達には少し問題があった。いや、これはちょっと言い方が悪かったですね。成長するにあたって、引っかかる部分があったと、そう言いい換かえましょうか」




「水み無な川がわ真ま秀ほ。彼女は、その蒐しゆう集しゆう癖へきから来る深い知識を、作品に盛り込み、読者に伝える力に優れています。しかし、知識とは、ただ積み上げれば良いというものではない。それでは、ただのデータベースと同じです。自分が得た知識を、本に書き記すに当たって、一旦自分の中で消化し、自分らしく変えていくことが、彼女には足りなかった。だからこそ、自分の中に確固たる世界を持つことを、知って欲しかった。知識を組み合わせて新しい何かを作ることを、覚えて欲しかった」




「早はや崎さきステラ。彼は、そうですね。流行を読み、その波に乗ることには優れています。幼少期から、誰かに影響されることが多かったのでしょう。誰かを模も倣ほうし、似せることには才能を持っていたけれど、しかしその才能に縛しばられていた。何者にも似ていない自分だけのものを持っていなかった。だから、誰にも邪じや魔まされない自分自身を自覚して欲しかったのです。外の世界から影響を受け、それでも揺らぐことのない信念を、手に入れて欲しかった」




「そして、穂積雷火、彼女は──」

「だ　か　ら!!」

　夏野の叫びが、菜沙の言葉を遮り、地下駐車場に響き渡る。

　天井すら揺らす程に攻撃的な、叫び。

「そんなことを、聞いているんじゃないのよ。アナタの本当の目的を、こんな沢山の人を巻き込んで、こんな大がかりなことをした目的をここで吐けと、そう言っているの！　それ以上、ふざけたことを言うようなら……！」

　夏野の手が、太もものホルスターに伸びる。引き抜かれるのは、銀色のハサミ。地下の薄暗い照明に照らされて、刃が鈍にぶく光る。夏野は本気で、それを振るうつもりだ。

　しかし菜沙に、怯おびえや焦あせりは見られない。

　そのハサミで刺されても構わないと、そう言うように。

　凶器を前にしても、全く態度を変えていない。

「いえ、私の目的は、私の言った通りのものですよ。決してふざけてなんかいません」

「そんなことの為に……」

「はい。そんなことの為に、やったんですよ」

　菜沙は、強い口調で断定した。

　そこが、自分にとって譲れない場所だと言うように。

「そんなことの為に全てを費ついやす、それが編集者というものです。作家の為には、何だってするのが、編集者です」

　夏野に、作家に向けて、言い切った。




　菜沙の言葉に、熱が入る。

　真剣に。

　真しん摯しに。

　自分の言葉を、微み塵じんも疑っていないように。

「この私の、柊菜沙の目的。それは全て、作家のレベルアップ。それだけです。良い作品を書いてもらう為、それ以外にありません。むしろ、それ以外に、私達編集者にどんな目的が必要だと言うのですか。私は、作家の為なら、どんなことでもするでしょう。試し練れんが必要なら与えます。苦難が必要なら与えます。問題が必要なら与えます。関門が必要なら与えます。全ては作家の為、本の為。その為なら、全ての汚名を背負ってみせます。それが私の、柊菜沙の矜きよう持じです」




「だから私は、誰に嫌われたって構わない。作家に嫌われようと、編集者に嫌われようと、読者に嫌われようと。他の誰にも理解されないとしても、それでも、良い作品が生まれるというのなら、私は喜んでその立場を受け入れます。世界全てが敵に回ったとしても、必要な犠牲です」




「こんな役目、私一人で十分ですから、部下には作家との関係はできる限り良好にするように教えてありますが。私だけは、作家に嫌われていくべきです。その怒りを、一身に集める為に。作家の不満を、他に漏もらすことのないように。その結果として、作者と編集者と読者が、良い作品を作っていけるのだとしたら、それは、私にとっては、何よりも喜ばしい話です」




　静かな瞳で夏野を見つめながら、それでも菜沙は言う。

　自分が自分に課しているものを、誇ほこるように告げる。

　ならば。あの不快な雰ふん囲い気きも、全ては自分でそう演じていたというのか。

　作家を育てる為、自分が悪を背負って、その他の誰にも悪意が向かわないように。その為に、ああいった空気を纏まとっていることを自らに任じていたとするならば。

　それは、何という、苛か烈れつな生き方だろうか。

　編集者とは、それほどに多くのものを背負っているのか。

　それ程の覚悟がなければ、作家と共には歩めないのか。

「そう。どうあっても、まともに話をする気はないということね。だったら……!!」

　夏野が、動いた。振りかぶったその手の中には、銀色のハサミ。

　銀の刃が、菜沙の首筋に到達しそうになり。

『待て、夏野!!』

「駄犬ッ!?」

　慌あわてて止める。

『聞こう。こいつの話を』

「はぁ!?　何でよ!?」

『何でかな。分からないけど、聞かなきゃいけない気がするんだよ』

　菜沙の話、それを、俺は聞いておかなければならない。共に作者の隣にいる存在だからこそ、聞かなければならない。ここで話を中断させる訳にはいかない。

『つーかお前……何を慌てているんだ？　らしくないぞ、ちょっと落ち着けよ。どうするにせよ、こいつの話を全部聞いてからでも遅くないだろ？』

「う、うるさいわね。黙ってなさい、切り刻むわよ！」

「春海和人君、ですか。成なる程ほど……」

『え？』

　夏野に胸ぐらを摑まれ、ハサミを突き付けられたまま、菜沙は俺の方を見つめてくる。

「うん、雷火ちゃんがあんなに感情的になるのも分かりますね。しょうがないですよ。だって、出来ることなら私だって……」

　瞬間。菜沙から殺気が吹き出した。

『──ッ!?』

「──!!」

　捕食者のような、粘ねばり気けを持った視線。

　その視線に射止められ、身体を動かすことが出来ない。

　高い金属音が、辺りに響く。それは、夏野の持つハサミが、コンクリートの床へと落ちた音だ。この状況で夏野がハサミを落とすなんて考えられない。まさか夏野も、今の殺気にやられて……？

「話が途中でしたね。続けましょうか」

　今、この場を支配しているのは、柊菜沙だ。

　俺も、夏野も、菜沙から目を離すことが出来ない。




「私は、出来ることなら、自分の担当作家だけでなく、私に関かかわる全ての作家に対して、何かしらの助けが出来ないかと考えています。まあ、これはお節せつ介かいで、ありがた迷惑の自己中心的な考えだと言われればその通りなんですけどね。でも、それなりに納なつ得とくし、協力してくれる編集者もいるんですよ？　そう例えば、秋月先生のところの大だい門もんとか」




「大門は今回のことで、かなり動いていたようですね。うちのステラちゃんも大分お世話になりました。とは言っても、全ては秋月先生の為だったようですが。ステラちゃんに協力したのは、大門なりに、秋月先生のプラスになると判断したのでしょう。ただ結構過か保ほ護ごなところがあるので、三〇分に一度は必ず掛かってくる電話を無視し続けるのは骨が折れたみたいですけどね。ああ、大おお澤さわ愁しゆう山ざん先生もそうですね。藤ふじ巻まき先生の為にもなるということで、ステラちゃんに協力していただいたみたいです。二人にはお礼を言わなければなりません」




「姫萩先生は……そうですね。元々は私の担当だったのですが、ある意味では、一番計算が狂いました。いや、私が甘かったと素直に認めましょう。姫萩先生は、新しい自分の世界を、見事に創り上げてらっしゃいました。下へ手たに私が突つつく必要など全くありませんでした。流石は、九く郎ろうの妹さんだ。数々の非礼を詫びなければいけません。病気で死んでしまった九郎も、天国で妹さんの成長を喜んでいるでしょう……」




『……病気？　九郎さんが？』

　柊菜沙による、姫萩紅葉評。そして、かつての自らの部下であった姫萩九郎に向けた、まるで追つい悼とうのような言葉。僅かな違い和わ感かんを覚える。何かは分からない。しかし、決定的に何かがおかしい。

「最後に、秋山先生。アナタです」

「──ッ!?」

　しかし菜沙は、そんな俺の疑問など知る筈もなく、最後に残った秋山忍への言葉を紡ぎ始める。

　お互いの吐息さえも感じられそうな超至近距離で。

　一人の編集者と、作家が向かい合う。

「……と、その前に一つだけ前言を撤回させて頂けますでしょうか」

　菜沙は一度だけ目を伏せると、数瞬置いて顔を上げて。

「秋山忍先生。やはりアナタは、最低の作家です」

　そう、真まっ直すぐに告げた。

『なっ!?』

「……はぁ？」

　ここに来ての突然の態度の豹ひよう変へん。しかし、そう告げた声音は、先程までと変わることなく。ただ、それが柊菜沙にとっての、真実であるかのように告げられた言葉。

「最低の作家、ねえ。ええ、良いわ。変に持ち上げられて、陰でこそこそ企たくらまれるより、そういう分かり易い方が好きよ」

　ハサミを落とし、満足に動けない中、強い視線だけを飛ばす。

「ただせめて、その理由を聞かせて貰もらっても良いかしら。何故、私が最低の作家なのかしら？　まさかここで、本の内容がどうとか、生活態度がどうとか、そんなくだらないことを言うつもりじゃないでしょうね？」

「勿もち論ろんそんなことを言うつもりはありません。私が、秋山先生を最低と、断ずる理由はただ一つです」

　菜沙は、夏野を真っ向から見据え、静かに告げる。




「秋山先生、なんであんな噓を吐つかれたのですか？」




　告げられた菜沙の言葉。それは、今までの駆け引きじみたものではなく、ただ純粋に疑問というようで。

「秋山先生。どうして、『穂積雷火から何かを言われることなどなかった』なんて、噓を吐いたのですか。私はちゃんと、聞いていましたよ？　ここに辿り着いた秋山先生に対して、雷火ちゃんは色々と話をしていましたよね？　特に、秋山忍の大ファンだと、最初にそう、言っていたじゃないですか」

『……え？』

　穂積雷火が、秋山忍の、ファンだって？　あんなに敵意のある視線を飛ばし、夏野を攻撃し、傷つけていた雷火が、秋山忍のファンだっていうのか？




「ええ。私の知る限り、誰よりも秋山忍の作品を愛していた雷火ちゃん。誰よりも秋山忍に近付く為に、秋山先生と同じように作風を変えて、驚きよう異い的てきな執筆速度で何作もの作品を書き続けた雷火ちゃん。『地じ獄ごく雑ぞう炊すい』の浜はま田だ陽よう一いち。『ムー大陸のお母さん』の野の田だ拳けん治じ。聞いたことはありませんか？　『ＣＡＮ　Ｉ　ＤＡＮＣＥ？』の竹たけ口ぐち詳しよう子こ。『電車の鉄てつ人じん』の加か賀が鉄てつ人ひと、『食事時のにゃにゃつの習慣』の猫ねこ野の不知火しらぬい、他にも挙げればキリがありません。それらは全て、雷火ちゃんがペンネームを変えて書いた作品なんですよ？　勿論、秋山先生はご存じですよね？　先程本人から聞いてましたもんね？」




「雷火ちゃんが、作家として限界を超えた執筆活動を行ったのは。複数の作風を自分の中で制御していたのは。それは全て、憧あこがれの秋山忍に近付く為。そして、そんな彼女が最も愛している作品こそ、秋山先生の『大罪シリーズ』です」




「ですから彼女は、秋山先生に『何故、大罪シリーズの続きを書かないのか？』と問いました。私はハッキリと聞いていましたよ。同じ作家ではなく、ただの一人の読者として発せられた、悲痛な叫びを」




「……ッ!!」

　至近距離から告げられる菜沙の言葉に対し、夏野は反論も出来ずに聞き続けている。

　その顔に、いつもの強気な様子は見えない。ただ、菜沙のなすがままにされている。

「しかし、秋山先生は、雷火ちゃんの言葉に応えることなく。それどころか、何度も問われた言葉も無視して、力尽くで雷火ちゃんを黙らせることを選んだ。互いに傷を負いながら……それでも決して答えなかった。あまつさえ、何も言わなかったと噓を吐いて、読者の精一杯の叫びを、なかったことにしようとした。それが、私が秋山先生を、最低と断じる理由です」




「ねえ、秋山先生。教えて下さいますか。どうして、あんなことを？　答えて下さい。一体、何の為に、あんな噓を吐いたんですか？」




　菜沙は、言うことは終わったというように、視線を夏野へと向けた。

　しかし、夏野は。

「…………」

　何も、言わない。

　いや、言葉を返そうにも、その言葉を自らの中で押さえこんでいるかのようで。一つでも言葉を口にすれば、それが何か、致命的な結果を生むと、そう思っているような。

『お、おい夏野。お前、さっきから何でそんな言われてばっかりなんだよ！』

　だから代わりに、俺が言葉を発するしかない。このまま、言われるがままになっているなんて、そんなのは夏野らしくない。こういう時こそ俺の出番だ。

『ちゃんと言ってやればいいだろうが。「大罪シリーズ」の最終巻は、「色欲」は、スランプで書けないって!!』

　全く、聞いていれば、さっきから随ずい分ぶん好き放題言いやがって。

　穂積雷火がどうした。

　秋山忍の読者がどうした。

　そもそも、何を勝手に、一番の読者を名乗っているんだ。俺の方がよっぽど、秋山忍の愛読者としての自信があるっていうんだよ。何と言ったって、こっちは一回死んで、そこから本が読みたくて復活して来たのだから。その在り方は、誰にも負けていないという自信がある。負けてたまるか。

「まさか、スランプだとでも言うつもりですか？」

「……え？」

　しかし、無慈悲な菜沙の追撃。

　夏野は、まるで心を読まれたかのように、驚おどろきの顔を見せる。

「だったら、どうしてさっき、雷火ちゃんにそう言ってあげなかったのですか？　ただ、『スランプに陥おちいっていて書けない』と。そう言ってあげれば良かったじゃないですか？　何故、そう言わなかったんですか？」

「そ、それは、そんなことを言う間もなく……向こうから襲い掛かって」

「噓ですね。何ですか、その言い訳は。雷火ちゃんは、何度も何度も、質問を繰り返していた筈です。しかし、秋山先生は何も返さず、力での行動に出た。まるで、後ろめたさを隠すかのように」

「ち、違う！　そんなこと！」

　いつもの天下無敵な夏野らしくない態度。

　そんな夏野を、見上げるように。菜沙が哂わらい、言う。

「……秋山先生。ひょっとして、『書けない』のではなく、『書かない』のではないですか？」

「な、何を!?」

　菜沙の言葉に、夏野は目に見えて動どう揺ようを返す。

「別に、ただこちらの予想を言っただけですよ。根こん拠きよなんてありません。ただ、私には、秋山先生の行動が余りにも不可解に思えたものですから。しかし、流石にそれはあり得ませんよね。何しろ、秋山先生ほどの作家が、『書けない』ならばともかく『書かない』理由なんて、ある筈がありません……そう、たとえば──」

　菜沙は、その三日月の瞳で俺を射い貫ぬく。

「──自分の書いた本を読んだら、死んでしまう人間でもいない限りは」

『ッ!?』

　菜沙の言葉を聞いて、脳のう裏りを過よぎるのは、未いまだ目覚めぬ姫萩九郎の肉体と、それに付き添う紅葉と佐さ茅ちの姿。

　そうだ、九郎さんは、確かに言っていた。

　自分の殻からを破って成長を遂とげ、自らが獲かく得とくした作家性をしっかりと制御してみせた、妹の姿を見て。




　──これでもう、思い残すことはありません。




　どうして未だに、九郎さんが目覚めないのかは分からない。しかし、九郎さんが抱えていた未み練れん。それが最愛の妹、姫萩紅葉のことで。その未練が解消されたことで、生き返ったその意味を失い、今のように目覚めぬ状態になったとしたら。

　未練こそが、己を支えるもの。

　一度死んだ魂たましいを、この世に繋つなぎ止とめている、縁えんだとしたら。




　思い出す。

　──君が、悪いんだ。

　俺と同じく『大罪シリーズ』の最終巻を待ち望んでいるという、穂積雷火の言葉を。




　思い出す。

　──そんなに読みたいの？

　まるで、こちらの反応を窺うかがうように告げた『大罪シリーズ』の作者、秋山忍の言葉を。




『まさか……そうなのか？』

　九郎さんの未練が紅葉だとしたら、俺の未練は？

　いや、そんなものは、最初から分かり切っている。

　秋山忍の『大罪シリーズ』、その最終巻『色欲』を読むことだ。

　あの、俺が命を喪うしなうことになった強盗事件。あの強盗事件において、猟りよう銃じゆうで撃うたれた俺は、まだ読んでいない本を読みたくて、犬の姿になってまで復活したのだ。つまり俺は、一冊の本を求めるが為、命を取り戻した。

　だったら。もし俺が、自らの未練に相対したら。『色欲』を読み、未練から解放されたら。ひょっとして、俺も九郎さんと同じように……？

『……おい、夏野』

「な、何よ。今忙しいから、後にしてくれない？」

『答えろよ。まさか、俺が「大罪シリーズ」を最後まで読んだら、九郎さんみたいに起き上がらなくなると、そう思ってるんじゃないだろうな。未練を果たしたら、もう二度と目覚めなくなるんじゃないかって。だから「色欲」を書かないなんて言うんじゃ……』

　まさか。

　そんな筈はない。

　自らが書くべき作品を。

　待っている読者がいる作品を。

　そんな個人的な理由だけで、書かないだなんてこと、ある訳がない。

　だって、秋山忍は、作家なのだから。

　誰のものでもなく。

　全ての読者にとっての、作家なのだから。

「……そ、そんな訳ないでしょ。そもそも、あのシスコンガラスだって、ただ長めに寝ているだけよ。二度と目覚めないだなんて、何を言ってるのかしら。この駄犬は」

　夏野は否定するが。

『じゃあ、どうしてお前は、「色欲」を書かないんだ？』

「だ、だから、スランプで書けないだけだって、そう言っているじゃない！　この秋山忍がいくら天才だからって、すぐに書ける筈だって、そんな勘かん違ちがいしないで欲しいわね。私にとっても『大罪シリーズ』は大事な作品なんだから、そんなに気楽に書けるものじゃないの。ちょっと書けないからって、文句言われる筋合いなんてないわよ」

『本当か？　本当にそんな理由で、書けないのか？』

「な、何よ。うるさいわね。ご主人様の言うことを疑おうっていうの？　そんなことが、許されるとでも……」

『夏野ッ!!』

「──!?」

　これだけは、ごまかされる訳にはいかない。

　夏野の赤みがかった大きな瞳を、真っ直ぐに見つめる。

　これまでにないくらいの真剣さで、夏野と向かい合う。

　そう、それは。

　俺の生きる目的、そのものについての話だから。こうして俺が、訳の分からない状態で、犬の身体に身をやつしてまで生き返った、その理由だから。

　だから、聞く。

　聞いておかなければ、いけない。

『教えてくれ。夏野……いや、秋山忍』

　作家の意思を。

　それが、読者として隣に居続けた俺の義務だから。

『お前は、「大罪シリーズ」の最終巻「色欲」を、書けるのか？』

「──ッ!?」

　言葉を紡ぐ俺と、言葉を失う夏野。

　読み続けた犬と、書き続けた人間。

　読者と、作家。

　自分全てをぶつけるように、その質問を、夏野に投げかけて。

　しかし、返事はない。

　それでも、答えを聞かない限り、俺は退ひくことが出来ない。

　ぶつかり合うのは意地か、信念か。

　ただ、夏野と、黙って向かい合う、その時。

「先生!!」

　この地下駐車場に、新たな声が現れた。




「……鈴すず菜な？」

　夏野が小さく零こぼす。

　新たな声の主は、柊鈴菜。秋山忍の担当編集者。誰よりも、ひょっとしたら本人よりも、秋山忍のことをよく知る人物だ。

「分かりました！　分かりましたよぉ！」

　手をブンブンと振りながら、まるで犬のようにしてこちらへと走ってくる鈴菜。新たな人物の登場に、地下駐車場の空気が弛し緩かんする。

　夏野は俺から顔を隠すように振り向いて、鈴菜に言葉を投げかける。

「……分かったって。一体何が分かったっていうのよ」

「分かったんです！　今回の事件の全てが！　謎なぞは全て解けました！　あ、副編もお疲れ様です！　良いところに！」

「はぁ？」

　両手を振りながら、ハイテンションで叫ぶ鈴菜。

　そんな姿を見た菜沙は、鈴菜から目を逸そらし、何も言わない。

『一応聞くけどさ。その真相って……』

「あらぁ、お犬さん。聞きたいんですかぁ？　聞きたいですよねぇ？」

『いや、そこまで熱心には聞きたくないんだけど……』

「ふふふ、私の導みちびき出だした方程式の解、それは恐ろしくも物悲しい悲劇と喜劇のミックスジュースですけども！　しかし謎は解かれるべくして謎であるのです！　だからこの真相、是非とも聞いて頂きたいですねぇ」

『いや、お前の言っていることが全く理解出来ないんだけども』

　ついでに言えば、その存在自体が理解出来ない。

　いや、もう、何と言うか。空気を読んで下さい。

「ふむ、先生も副編もいることですし、お二人にちゃんと話しておかないといけませんねぇ。という訳でお犬さん、まずはこちらへどうぞ。お犬さんったら、私の側の存在ですからねぇ」

『そんな不ふ名めい誉よなことを言うなよ……』

　どうして俺とお前が同じ側なんだよ。むしろ正反対だと思いますけど。

　鈴菜は、俺に向けて手を伸ばすと、そのまま、腹話術の人形のようにして俺を抱えてしまう。普段ならばこうして鈴菜と絡んでいると、夏野が横から割り込んでくるものだが、いまはそんな様子も見られない。

　今回の事件って、中年男性連続失踪事件ならとっくに解決しているんだけど。もう色々とあって、そこから上手いこと行って、もう大団円って感じなんだけど。

　既にそういう雰囲気ではないって、分かっているのだろうか。今、結構クライマックス的な状況だから、これ以上かき回さないようにして欲しいんですけど。

　しかし鈴菜は、俺を抱いたまま、少し距離を取ると、先程から何も話そうとしない姉、菜沙に向けて言葉を飛ばす。

「全く、困るんですよねぇ。本当に副編ってば、一体何をしちゃってくれるんですか。もう一回言いますけど、一体何をしちゃってくれるんですか。これは大問題ですよぉ」

　それは、不満だという感情を含んでいた。

　上司に対するものでは、ない。

　どこか敬意の欠けた、その声。

　相手を糾きゆう弾だんする、抗こう議ぎの言葉で。

『……あぁ』

　どうしよう。これは、完全に、空気読めていない感じの奴だ。普段の変態具合が災わざわいして、空気を読めないまま、突っ走ってしまうパターンだ。

「本当にもぉ！　本当にもぉ！」

「…………」

　普段の仕返しとばかりに、嫌らしい口調で責め立てる鈴菜。いつもはドＭなので、こういう姿を見ることは珍めずらしい。対する菜沙は、皆の前で部下に叱しかられるのはバツが悪いのか、こちらを見ることなく目を伏せてしまった。

「ちょっと副編、ちゃんと聞いているんですかぁ？」

　文句を言いながら、鈴菜は自らの服のポケットを探る。出て来たのは、いつかも見たことのある、鈴菜愛用の青いカッターナイフだ。何をするつもりだろうか。まさか、姉に向けて投げつける訳でもあるまいに。

　鈴菜は、俺の目の前でカッターナイフの刃を出すと。

「ああもう、全く、お姉ちゃんったら詰めが甘いんだから……」

　僅かに笑みを零し。

「……ちゃんと、最後まで殺やらないと、駄目じゃないですか」

　そう呟いて、カッターナイフを振るった。












『……え？』

　鈴菜の、底冷えのするような声音と。

　目の前を通り過ぎた、銀色の一いつ閃せん。

　その二つを認識したのと同時、熱を感じていた。

　びちゃりと、俺の首筋を濡ぬらす、何かの液体。

　それが、溶岩のような灼しやく熱ねつが、俺の、ミニチュアダックスフンドの肌を流れている。いや、それは、ひょっとして、肌の奥から流れ出しているのか。

　体勢を保つことが出来ず、身体が揺れる。

　鈴菜の手が離れ、俺は重力に引かれ、地面へと落下する。

　床に拡ひろがる、水溜まり。

　生命そのもののような色を、見たことがある。この熱を、感じたことがある。

　既に遠い記憶の中。思い出したくない過去。あの、夕焼けに染まる喫きつ茶さ店てんで。自分に似合わない必死さで、なりふり構わずに動いた俺が、その代だい償しようとして受けたもの。

　紅あかく熱い、生命の欠片かけら。それは俺の内側から流れ出る、鮮血の色。

　誰も逃れられぬもの。

　そう、死だ。




　一瞬で視界は暗く染まり、瞼まぶたも力を失って下がっていく。

　閉じようとする視界の中、見えるのは三人の女性の姿。

　こちらを見ずに目を伏せる、柊菜沙。

　興味を失ったようにこちらを見ない、柊鈴菜。

　見たことのない形ぎよう相そうで、こちらへと駆け寄る、夏野霧姫。




　俺の目の前で膝をつき、慟どう哭こくする、誰かの激しい叫び声。

　そんな音すらも、段々と遠くなって。

　聞こえてきたのは。

　神の啓けい示じのように。

　純粋な意思で固められた、断罪するような声。




「秋山先生。邪魔者は排除しました。それでは、『大罪シリーズ』最終巻『色欲』の執筆を、始めて頂きましょう」




　未来を告げるような、その声を最後に。

　俺の意識は、二度とは戻れない闇の中へと、堕おちて行った。












　暗い。闇やみの中にいる。

　重りを付けて海に沈められたかのような、ひたすらに沈み続ける感覚。

　どうにか身体からだを動かして、浮かび上がろうとするが、しかし身体から熱が奪うばわれ続けているらしく、ちっとも力が入らない。自分が向かうべき方向、どちらが上なのか下なのかも分からない。

　このまま身を任せてしまえば、どんなに楽だろうか。

　ただ、底に向かって沈んでいくことさえ出来れば、どんなに簡単だろうか。

　しかし、そんな俺を止めるものがある。それが何なのか、胡う乱ろんな今の意識では分からない。ただ、このままではいけないと、そう叫ぶものが確かにあって。まだやるべきことがあると、そう伝えて来る。

　それでも、現実は非情で。

　力を失った身体に、浮かび上がるだけの気力はなく。

　そのまま、闇に沈んでいく。

　闇の中へ、落ちて行く。

　心まで、真っ暗に染まろうとしている。

　取り返しのつかない所まで。




『…………ハッ!?』

　目を醒さました。

　視界は暗い。まだ闇の中にいるのだろうか……そう考えて、しかし、自分の足元に確かな足場があることを理解した。

　ここは夢の中ではない。ちゃんとした現実の中にいる。

　前足から、後ろ足。四し肢しに力を入れて、ちゃんと動くことを確認する。胴体、首、顔、頭と、確認作業を続けて行く。大丈夫、どこも欠けたりしていない。確かに俺の、春はる海み和かず人ひとの身体、ミニチュアダックスフンドの肉体である。

　床は、コンクリート。壁かべもまた、コンクリート。今いるのは、冷たいコンクリート製の空間。無む味み乾かん燥そうな風景には、覚えがある。ここは南なん海かいテレビの地下駐車場だ。

　先程までと違い、人の気配はなく。どれくらい意識を失っていたのかを確認しようにも、時計の一つすら設置されていない。

　このままここにいても、得るものはなさそうだ。

　とりあえず、外に出なければ。

　遠くに、微かすかに見える光。あれが、恐らく出口だろう。

　何な故ぜだか痛む全身。身体に無理をさせないよう、慎しん重ちように歩き出す。

　しばしの時間を経て、出口らしき場所に辿たどり着つく。

　そこに。光を背にして立っている、人影を見つけた。




『……お前は』

　全身黒尽くめの格好に、紅あかいマフラーを巻いた小柄な女性。

　穂ほ積づみ雷らい火か。

　どうしてこいつが、こんな所に？

　彼女が俺に向けていた敵意は、既に霧む散さんしていて、ただ、無表情でこちらを見つめている。そこに、先程ぶつけられていた強い視線は全く備わっていない。何かを諦あきらめたような、あるいは捨ててしまったかのような、不確かな光が代わりに収まっている。

　そのまま、俺と目線を合わせるように腰を下ろし、彼女が差し出して来たのは、手鏡。どうやら俺に、見ろと言っているらしい。

　されるがまま、鏡に映っている自分を見て。

『って、うわぁ!?』

　驚きよう愕がくに飛とび退のく。

　鏡の中の俺は、真っ赤に染まっていた。

『な、ななななななな』

　何だこれ。大惨事じゃないか。ひょっとして、俺は既に死んでいるのか？　死んじゃったの？　バラバラにされたりナイフで刺されたり、赤いちゃんちゃんこを着せられちゃったりしたの!?

　だが、しかし、良く確かめてみれば、俺の身体に傷のようなものはない。いつの間にか超回復能力が備わっていたという設定がない以上、俺の全身を真っ赤に染めているのは、血ではない。

『これは、血ち糊のり……か？』

「そう、血糊」

　やっぱりそうか。何だよ、驚おどろかせやがって。血糊ならば安心だと、そう思って。

『いや、安心じゃない！』

　その瞬間、全すべてを思い出した。

　俺が意識を失う、その前に何が起こったのかを。

　俺は、柊ひいらぎ鈴すず菜なの振るうカッターナイフに、首元を切断されて。噴き出した血の海の中に落下し、そこで意識を失ったのだ。

　あの、身の毛もよだつような赤色。しかし、あれが血糊である以上、鈴菜は俺を斬きった訳ではない。血糊を浴びせて、斬られたように見せかけただけ、ということになる。

『鈴菜の奴、どうして、あんなことを……？　まさか』

「それは、秋あき山やま忍しのぶに、愛犬の死を見せつける、ため。全ては、秋山忍先生の為ために」

『……やっぱり、そうか』

　薄々感づいていたが、しかし、それで確信出来た。

　鈴菜の目的、それは最初から俺ではなく、秋山忍……夏なつ野のだったということ。

　俺が死んだと思わせることで、夏野に生じる影響。

　それは、考えるまでもない。

『「色欲」を、書かせる為、か……！』

　さっきの夏野との問答で分かる。

　夏野は恐らく『色欲』を書けないのではなく、書かないのだ。

　その理由は、恐らく俺の存在。俺がいることが、夏野が『色欲』を執筆する、妨さまたげとなっている。

　鈴菜が企たくらんだのは、俺という存在の排除。

　単純な話だ。俺がいるから『色欲』が書けないのなら、俺を排除すればいい。

　ひょっとしたら、それこそが、柊菜な沙ずなの計画とは別に動いていた、柊鈴菜の計画だったのではないか。

　菜沙は、菜沙自身が言っていたように、作家達を成長させる為に動いていた。しかし鈴菜は、その裏で全く違う計画を隠していたのだ。俺を排除することで、秋山忍に『大罪シリーズ』を執筆させるという計画を、菜沙の計画を隠かくれ蓑みのにして、俺達すらも騙だまして、進めていたのだ。

　しかし、だとしたら分からないのは、何故俺が今生きているのか、ということ。

　自分の命が奪われようとしていたことに、今更ながら鳥肌が立つが。しかし、こうして俺は生きている。鈴菜は結局、俺を殺さなかったのだ。

『邪じや魔まだというのなら、殺せば良かったのに』

　分からない。分からないが、しかし、こうして打ち捨てられていたことから考えるに、既に俺は用済みということだろう。計画は鈴菜の思う通りに遂すい行こうされたのだ。鈴菜の立てた『大罪シリーズ』の最終巻、『色欲』を、夏野に書かせる為の計画は。

『……夏野は、今どうしているんだ？』

「秋山先生は。あんまり、良い状態では、ないみたい」

『どういうことだ？』

「部屋に、閉じこもっている。自分の部屋に引ひき籠こもって、誰とも会っていないって」

『閉じこもってる……？　それは、「色欲」を書いてるってことなのか？』

「分からない。秋山先生が何をしているのか。何かを書いているのか、それとも……」

『そんな……』

　思い出したのは、意識を失う直前に聞いた、あの慟どう哭こく。

　世界を揺るがすかのような、激しい叫び声。

『夏野……』

　何故だか、無性に会いたくなった。会いたい。

　もしも、俺が死んでしまったと、そう思い込んでいるのなら。

　生きてることを伝えたい。

　そして、もう一度聞かなければならない。

　秋山忍は、『大罪シリーズ』の最終巻『色欲』を書くのか、ということを。




『……行かなきゃ』

　地下駐車場の出口に向けて、駆け出そうとした、その時。

　一つの疑問が、俺の足を止めた。あまりに自然に、夏野と会話をするように、行っていたから気付かなかった。しかし、考えてみれば明らかにおかしなことで。

　それを問う為に、顔を上げる。




『なあ、お前どうして、俺の言葉が分かるんだ？』

「それは、私と君が、同じだから」




　果たして、答えは返される。

　当たり前のように、返事が来る。

　そうやって、淡々と告げるのは、彼女。

　穂積雷火。

　多くのペンネームを使い分ける空前絶後の作家にして。

　俺と同じく、秋山忍の書く本に全てをかける者。




「行こう。秋山忍は、私達を待っている」





つづく










あとがき




　※本書に出てくるミニチュアダックスフンド、カラスはフィクションです。実在のミニチュアダックスフンド、ハシブトガラスとは異なりますので、予あらかじめご了りよう承しようください。




　こんにちは、更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。この度たびは『犬とハサミは使いよう９』をお手に取って頂き誠まことにありがとうございます。少しでも楽しんで頂けたなら、雑誌などで自分が密ひそかに好きだった本が紹介されていた時ぐらい嬉うれしいです。

　ところで、最近新しく本棚を購入しました。それもこれも、我が家の本棚から本が溢あふれ、床に散乱してしまった為ためです。今までは、本棚の上に積んだり、無理矢理隙すき間まにねじ込んだり床に積んだりと、色々誤ご魔ま化かしながらやっていたのですが、いよいよ足の踏み場が無くなってしまい、流石さすがにこれはマズイということで一念発起。何とかしてスペースを作り、新たに壁一面に本棚を設置しました。素す晴ばらしい。本を買うのは勿もち論ろん好きですが、本棚を買うのも大好きです。これからどんな風に本を並べてやろうかとワクワクしますよね。という訳で、床に散らばってしまっていた本達を一冊一冊、本棚に並べ始めました。ええ、そりゃもう丁てい寧ねいに。一冊一冊中身を確かめながら。きちんと熟読しながら……はい、いちいち読み返しているせいで本棚の整理が終わりません。床は未いまだに本で埋め尽くされています。本を手にして、中を読まない訳にはいかないからしょうがないですよね。果たして、全すべての本が床から無くなる日はいつになるのだろうか……。

　また、本書に先駆けて、大おお庭ば下か門もん先生による『犬とハサミは使いよう』のコミックス最終巻も発売されております。巻末には書き下ろしショートストーリー『犬とハサミは使いようＩＦ』を書かせて頂きましたよ。今回は『職業逆転』ネタ。円まど香かさん初登場！　あ、コミックスはちゃんと本棚に並んでおります。勿論一番目立つところに。




　以下、火を焼き尽くすマグマよりも熱い感謝を込めて謝しや辞じを送らせて頂きます。

　担当編集のＡ様。イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様。デザイナーのＯ様、Ｈ様。漫画家の大庭下門様。少年エース編集部のＵ様、Ｈ様。アニメの制作スタッフの皆様。犬ハサ製作委員会の皆様。スマホアプリを製作して下さったエヴァーレッド様。拙せつ作さくの製作・出版・流通・メディアミックス等に携たずさわって下さっている全ての皆様。家族。友人達。コミックトレイン様。第一書林様、平安堂書店様、ときわ書房様、南海ブックス様。拙作を置いて頂いている全国の書店様。そして、今この本をお手に取って下さっている読者の皆様。本当にありがとうございます！　最後まで楽しんで頂ければ嬉しいです！

　それでは、全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。








あとがき２




　そんなこんなであとがきです。皆様こんにちは、更伊俊介の『伊』です。『犬とハサミは使いよう９』をお読み下さり、誠にありがとうございます。今回のあとがきは、珍めずらしくネタバレが含まれていますので、本文の後にお読み下さい。




　さて、今巻は、秋あき月づきマキシと大おお澤さわ映は見みの物語、その完結編でありました。

　この二人、キャラクター造形に全く悩まなかったマキシと、物もの凄すごく悩んだ映見というある意味で正反対の組み合わせなのですが、作中で二人は短編にて初めて邂かい逅こうし、その後ちょくちょく絡みがあったりして、アニメやイベントの関連でもとても面白い展開をして頂いて、結果名コンビとして随ずい分ぶんと成長してくれたなぁ、と思います。

　そんな二人が互いの力を通い合わせて、一つのことを成なし遂とげる場面は、私が今巻において、一番力を入れて書きたいと、そう思った箇所でした。執筆中のテンションもかつてない程に高くなり、書き終えた後は夜中だというのに思わず外に駆け出してしまいたくなるくらいでした。

　マキシと映見の二人は、メインの主人公やヒロイン達とは異なり、この『犬ハサ』を書き続けて行く上で周囲の沢山の人から受け取った言葉や影響によって、その向かう先が定まって行ったかのような、そんな印象があります。どちらのキャラクターも、僕達の想定を遙はるかに越えて成長してくれました。制せい御ぎよが出来なくなったとも言えますが。そんな二人にとっての最高の舞ぶ台たいを、読者の皆様にもお楽しみ頂けたなら幸さいわいです。




　そして、拙作『犬とハサミは使いよう』は、次巻でついに最終巻となります。

　一人の執筆バカと一匹の読書バカから始まった物語。

　一冊の本を巡る作者と読者の物語。

　そんな物語がきちんとした最後を迎えられるのかどうか、一番心配しているのは作者達自身ですが、きっと大丈夫。自分達が生み出したキャラクターを信じたいと思います。

　一人と一匹のバカ騒ぎの結末を書いた最終巻『犬とハサミは使いよう10』は秋頃の発売を予定しております。少しだけお待ち下さいませ。
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